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山小屋を生んだ風土と、完成までの軌跡 



発刊にあたって 

鎌田 克則  山小屋が完成して約半世紀、45年が経とうとしています。そのころの主力は昭和38年から昭和41年の卒業生の人達です。当時は血気盛んな若者たちでしたが、すでに65歳前後になっています。  中国の古い諺に「井戸の水を飲む時は、それを掘った人の事を思え」というのがあるそうです。日本でも茶碗に米粒を残すと、お百姓さんに申し訳ないと諭されたものです。今は物流が複雑で、飲料水も食料も外国産が多くて感謝する相手も不明です。  しかし、雲取山二の谷にあるＲＵＷＶの山小屋の場合は明白です。建ててくれた人たち、その汗の結晶である山小屋が厳然とそこにあります。想像を絶する難事業をわずか1年足らずの月日でやってのけたのです。  投入人員延べ1200人、ブロック417個、セメント44袋、砂・砂利トラック6台分、鉄骨500キロ、材木2トン……すべて彼らの手によって運ばれ完成したのです。  あの二の谷の小屋を訪ねるとき、まるで昔から知っているような懐かしさと、木の間隠れに見える赤い屋根が忽然と目に飛び込んできたときの感動は、何ものにも代えられるものではありません。  さらに申しますと、私は60年間山野を駆け巡ってきましたが、あのワンゲル小屋の立地、環境は秀逸の一語に尽きます。二の谷を登り詰めていくと、左手上方に赤い屋根が見えてきます。でもまだ小屋には到着しません。今しばらく登ります。すると、かまどの屋根とテーブルが視野に入ります、と同時に小屋が姿を現します。自然が用意した小憎らしいばかりの演出が、ますます小屋に愛着を掻き立てます。先般、平成の大改修が施されて瀟洒なヒュッテにリニューアルされました。  ここで私はやはりこの小屋を造ってくれた人達、補修を続けてくれた人達の事を思わざるを得ません。  私たちはすでに高齢です。「ＲＵＷＶ山小屋」と言う人生のモニュメントの形成、維持の過程を形あるものに遺しておきたいと言う欲求に強くかられて、今般、「漂雲」山小屋特集号の発刊を推進させていただきました。  ここにめでたく発刊の運びとなったことを、関係者共々喜びたいと思います。  2007年７月3日 
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    デデデデ・・・・レイケレイケレイケレイケのののの治水事業治水事業治水事業治水事業    鈴木正博 山小屋日記 半世紀の記録     76767676 晩秋の山小屋・森村征男     47474747 木馬道（きんまみち）      40404040 昭和38年の追いコン写真     56565656 山小屋見取図       89898989    

発刊発刊発刊発刊にあたってにあたってにあたってにあたって    鎌田克則鎌田克則鎌田克則鎌田克則                    表表表表ⅡⅡⅡⅡ    ＯＢＯＢＯＢＯＢ会長会長会長会長あいさつあいさつあいさつあいさつ    小野拓男小野拓男小野拓男小野拓男                    6666            山小屋建設山小屋建設山小屋建設山小屋建設45454545周年記念座談会周年記念座談会周年記念座談会周年記念座談会    
山小屋完成までの軌跡      26262626  吉原 芳文 湯浅修太郎 柴  弘一 鈴木 正博 瀬端 武男 小野 拓男 松久 昌司 特集特集特集特集●山小屋はこうして完成した● 山小屋は人を結び付ける・鎌田克則  10101010    北山荘が「最初の一撃」・永辻啓祐  11111111    山小屋に憩う・福村雅宏     12121212    維持運営を考える時に・大野照夫   13131313    アルプス、ヒマラヤ     に無い魅力・打越啓祐   14141414    姉に頼んだ設計図・木村恒夫    15151515    小屋建設へ三つの壁・鈴木正博   16161616    幻の周山への道・奥村尚久    19191919    食当で思い出すこと・薩摩節夫   21212121    命がけのペンキ塗り・福井邦彦   22222222    ブロック4枚全荷重が腰に・河原祥晁  24242424 山小屋案内図・森村征男      5555 フォトライブラリー                             8888 

    わがわがわがわが青春青春青春青春のののの譜譜譜譜    
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昨2006年10月21日、われわれ立命館大学ワンダ－フオ－ゲル会の｢創立五十周年記念の集

い｣がＯＢ、現役、合わせて二百余名の参加により、「からすま京都ホテル」にて盛大に

催されました。 

その時、強く感じたことですが、最近よく「企業、組織の寿命は三十年」、と言われて

いるなかで、時代が移り人が変わっても、なお五十年もの歴史を重ねることができたの

は、会が存続するそれなりの必然性と、これからも継続させて行く必要性があると言うこ

とです。 

そして、われわれの「ＲＵＷＶ」という会が、長きに亘り存続できた大きな必然性の一

つに｢山小屋｣の存在があることは、誰しも認めるところです。 

45年前、何もない所から土地を手配し、建物を完成させたＯＢ達のご苦労、この「山小

屋」を維持、管理して今に引き継いで来た歴代の現役会員達の努力、これらをまとめて記

録として残しておくためにも、この｢山小屋特集号｣の刊行は大きな意義があると思ってお

ります。 

私自身も昭和37年の入学でしたので、まさに45年前、「山小屋｣建設の真っ只中に居た一

人です。 

ただ、残念ながら一回生だったため、建設に到る苦労話は先輩に教わっただけで、記憶

に残っているのは、5月の連休の新人合宿で岩だらけの斜面を削り取った建設予定地を始

めて見たこと、7月の夏合宿の事前トレ－ニングと言うことで芹生の資材置き場からザッ

クにスコップで何杯も砂利を詰め込まれて建設現場まで何回も運んだこと、秋に花脊から

寺山峠を越えて材木を担ぎあげたことなど、どうも肉体労働のことばかりです。 

当然ながら｢山小屋｣ができ上がってから何度も利用しました。 

冬場、仲間達と｢山小屋｣に泊まって、｢花脊スキ－場｣(今は潅木の生い茂ったただの山の

斜面になっているが当時はリフトも在った)で滑降を楽しんだこと。 

「漂雲、山小屋特集号」の発行を心よりお喜び申しあげます 

ＲＵＷＶ ＯＢ会長 小野 拓男 昭和昭和昭和昭和41414141年卒年卒年卒年卒    



関西学生ＷＶ連盟の加盟各大学の役員の合ワンを行って他大学から｢山小屋｣をうらやま

しがられたことなどを思いだします。 

卒業後、会社員として仕事に追われ、加えて転勤の連続で｢山小屋｣からは長く遠ざかっ

ていましたが、過日同期の仲間に誘われて雲取山を越えて｢山小屋｣に行きました。 

そんなに大きく変わった印象はありませんでしたが、薪を燃やす煙の匂いを嗅いだ時ふ

と学生時代に戻った様な懐かしさを覚えました。 

ご存じない方も多いかと思いますが、昭和40年ごろ｢ＲＵＷＶ｣会歌が作られました。何

年か歌い継がれていた様ですが、現在どうなっているのかよく知りません。その一番の歌

詞を思い出すままに記しておきます。 

 

時雨に濡れた杉木立 

梢のかげの紅い屋根 

わが故郷の山小屋で 

ともに過ごした俺たちは 

こころ通いしワンダラ－ 

 

何時の日か当時の仲間と大声で歌ってみたいと思っております。 

最後になりますが｢立命館大学ワンダ－フォ－ゲル会｣そして「ＯＢ会」の皆様のご健勝

を祈念するとともに、今後ともわれらの「山小屋」を大切に維持、管理して頂くことをお

願いし、そしてこの｢漂雲 山小屋特集号｣の発行に当たり貴重な時間と情熱を傾注してい

ただいた鈴木様、松久様を始めとする編集担当者の方々に篤く感謝と御礼を申し上げて、

私の挨拶とさせていただきます。 

薪の燃える匂いで、学生時代に戻った!! 最近の小野会長 



3333月月月月26262626日日日日、、、、雪雪雪雪にににに見舞見舞見舞見舞われたわれたわれたわれた工事初日工事初日工事初日工事初日ののののテントテントテントテント場場場場    ボッカボッカボッカボッカのあとののあとののあとののあとの楽楽楽楽しみはしみはしみはしみは、、、、ただただただただただただただただ食食食食べることべることべることべること。。。。そのあとそのあとそのあとそのあとはははは、、、、時時時時としてとしてとしてとして哲学的哲学的哲学的哲学的なななな議論議論議論議論へとへとへとへと進進進進んだりしてんだりしてんだりしてんだりして――――――――    

山小屋予定地山小屋予定地山小屋予定地山小屋予定地のののの最初最初最初最初のののの踏査踏査踏査踏査。。。。雪雪雪雪のののの残残残残るるるる早春早春早春早春、、、、設計図設計図設計図設計図のののの    四隅四隅四隅四隅にににに実際実際実際実際にににに人人人人をををを配配配配してしてしてして、、、、イメージイメージイメージイメージをををを膨膨膨膨らませたらませたらませたらませた    

1962196219621962年年年年12121212月月月月9999日日日日、、、、小屋落成式小屋落成式小屋落成式小屋落成式のののの当日当日当日当日。。。。一一一一人人人人ひとりのひとりのひとりのひとりの弾弾弾弾けるようなけるようなけるようなけるような笑顔笑顔笑顔笑顔がががが印象的印象的印象的印象的     45454545年年年年のののの歳月歳月歳月歳月がががが、、、、これらのこれらのこれらのこれらのモノクロモノクロモノクロモノクロ写真写真写真写真をよみがえらせたをよみがえらせたをよみがえらせたをよみがえらせた。。。。屈託屈託屈託屈託のなのなのなのないいいい笑顔笑顔笑顔笑顔、、、、若若若若さゆえのさゆえのさゆえのさゆえの一途一途一途一途なななな物想物想物想物想いいいい――――――――。。。。今今今今それをそれをそれをそれを懐懐懐懐かしむかしむかしむかしむ、、、、心心心心のののの底底底底からからからから懐懐懐懐かしむかしむかしむかしむ！！！！    利害利害利害利害もももも損得損得損得損得もなもなもなもなくくくく、、、、世世世世のののの垢垢垢垢にににに染染染染まらないまらないまらないまらない、、、、青春青春青春青春そのそのそのそのものがそこにあるものがそこにあるものがそこにあるものがそこにある。。。。        古古古古いいいい、、、、モノクロモノクロモノクロモノクロ写真写真写真写真だがだがだがだが、、、、そこにそこにそこにそこに表現表現表現表現されているのはされているのはされているのはされているのは紛紛紛紛れもないわれれもないわれれもないわれれもないわれらのらのらのらの「「「「青春譜青春譜青春譜青春譜」」」」だだだだ。。。。    



末川総長揮毫末川総長揮毫末川総長揮毫末川総長揮毫のののの「「「「青山迎人新青山迎人新青山迎人新青山迎人新」」」」のののの額額額額のののの前前前前でででで    

昭和昭和昭和昭和37373737年年年年のののの新人合宿新人合宿新人合宿新人合宿がががが花背花背花背花背スキースキースキースキー場場場場でででで行行行行われわれわれわれ、、、、そのままそのままそのままそのまま山山山山小小小小屋屋屋屋建建建建設設設設作作作作業業業業にににに投投投投入入入入さささされれれれたたたた    

雑木雑木雑木雑木をはらいをはらいをはらいをはらい、、、、熊笹熊笹熊笹熊笹をををを刈刈刈刈りりりり、、、、スコップスコップスコップスコップでででで掘掘掘掘りりりり進進進進むむむむ――――――――    

ブロックブロックブロックブロック9999段完了段完了段完了段完了、、、、問題問題問題問題のののの臥梁設営臥梁設営臥梁設営臥梁設営をををを待待待待つばかりにつばかりにつばかりにつばかりに    溝掘溝掘溝掘溝掘りりりり、、、、捨捨捨捨ててててコンコンコンコン、、、、鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋のののの組組組組みみみみ立立立立てそしてそしてそしてそしててててタコタコタコタコ糸糸糸糸でででで位置決位置決位置決位置決めめめめ。。。。決決決決してしてしてして器用器用器用器用なななな人人人人ばばばばかりではありませんがかりではありませんがかりではありませんがかりではありませんが、、、、熱意熱意熱意熱意がががが問題問題問題問題!!!!    

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートのののの流流流流しししし込込込込みみみみ、、、、このあたりのこのあたりのこのあたりのこのあたりの作業作業作業作業になるとになるとになるとになると    理工学部理工学部理工学部理工学部のののの独壇場独壇場独壇場独壇場    
10101010月月月月になるとになるとになるとになると作業作業作業作業もももも追追追追いいいい込込込込みみみみ、、、、足場用足場用足場用足場用、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは床材床材床材床材などなどなどなど

のののの長尺物長尺物長尺物長尺物ののののボッカボッカボッカボッカもももも始始始始まったまったまったまった    



わたしはこの２月初旬、白馬乗鞍スキー場に誘われました。誘ってくれた人達は、私の高校山岳部の先輩後輩でした。というのもこのスキー場は、かつては蕨平と称し、旧三高山岳部の人達が開拓したスキー場でした。私達は高校での３年間、ここで冬山合宿をやり、みっちり山スキーを叩き込まれたのです。その時のコーチは若き探険家、梅棹忠夫、川喜田二郎、その他バリバリの面々でありました。加えて夜炬燵を囲んでの探検物語り、とくに先輩達の極地やヒマラヤに対する熱き思いを毎夜聞いたのです。これが私の生涯の夢を決定付けることになりました。  そんなこんなで50ウン年ぶりに訪ねたのです。もちろん当時の面影はまったくと言っていいほどありません。  ところで、その参加メンバーの中に、私より数年後輩の、団結力というか仲睦まじいグループが目につきました。  夜、歓談してみると、なんと彼等が当時、部で管理していた北山荘の完全補修をした主力メンバーだったのです。  ちょっとここで北山荘の沿革を申しますと、建設は昭和２年頃、あの西堀栄三郎、今西錦司等によって建てられ、以後多くの登山家、探検家を輩出するそのベースになった小屋であり、ダークダックスが歌った「雪山
讃歌」のオリジナルは、まさしく三高山岳部の部歌です。その中で「煙い小屋でも黄金の御殿、早く行きたい谷間の小屋へ」の小屋は、まさしく北山荘を指しているのです。（雲ヶ畑、中津川上流、直谷、魚谷山東方直下）  その上、この小屋の特徴は、戦後一貫して一般利用者に開放していること、構造が完全木造であること、現在も囲炉裏を保持していること（当然煙いが、今は煙抜きが施されている）、当然ながら建て屋の痛みが激しいのです。  彼等の苦労話を聞いているうちに、なかの一人が、「山小屋でコンパしよう」と呼び掛けてもあまり人が来ないのに、「山小屋が痛んでいる。補修しよう!!」と呼び掛けたら、信じられないほどの財力、人力が集まった、と言うのです。 

 長らくビジネス界に席を置く私にとって、つい〝人は利益で動く〟と思い勝ちになりますが、まったく身につまされるとともに、熱く語る彼等を見て、〝山小屋は人を結び付ける〟とつくづく思った次第です。 ひるがえって、二の谷のＷＶ小屋についてもまったく同じことが言えます。先だっての50周年の集いでも、山小屋建設に携った人達の出席率の高さは断突です。しかも40年以上経った今も、その人達の交流の密度はうらやましい限りです。  正直我々もそれにあやかりたい。そのためには機会あるごとに「小屋を 訪 ね ま し ょう、そして語りましょう」と、言いたい。  これから第一線を退く人が増え る で し ょう。その時に、小屋の存在は大き い。ま たこれを中心に輪の広がることを期待して止みません。  小屋を建ててくれた人達、補修を続けてくれている人達、本当に有難う。   それと、あの小屋の場所の選定について、訪ねるたびに感服しています。最近その経緯について少々聞きましたが、あの環境が変わらず保全されているのを見るにつけ、その選定、地主との交渉、その他諸手続きされた方々の先見の明に驚くばかりです。北山の数ある小屋の中で、あの小屋は秀逸であるといつも誇り

小屋建設前小屋建設前小屋建設前小屋建設前のののの地形地形地形地形。。。。奥奥奥奥からからからから登登登登ってくってくってくってくるるるる。。。。右手右手右手右手、、、、人影人影人影人影がががが見見見見えるあたりがえるあたりがえるあたりがえるあたりが小小小小屋屋屋屋のあるのあるのあるのある場所場所場所場所、、、、そしてそしてそしてそして左手左手左手左手にににに水場水場水場水場ががががあるあるあるある。。。。このこのこのこの地形地形地形地形がががが今今今今のののの環境環境環境環境をををを生生生生んだんだんだんだ    

八甲田山八甲田山八甲田山八甲田山ででででスキースキースキースキーをををを楽楽楽楽しむしむしむしむ筆者筆者筆者筆者    鎌田 克則 昭和昭和昭和昭和35353535年卒年卒年卒年卒    
 最長老の鎌田さん。でもこういう言い方は好まれないと思うが、さすがに、錚々（そうそう）たるメンバーの名前が淀みなく出てくる。つねに前へ、つねに若く、人を大切にする姿勢、これが、文中に横溢している。 
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に思っています。  さて、山小屋で互いに会うようなことがあったら、若きＲＵＷＶ時代や青春時代の感傷に浸るのも宜しいが、是非これからの夢、希望、計画を語るようにしようではありませんか。  いまさらとは思いますが、あのサムエル・ウルマンのＹＯＵＴＨ（青春とは）の二つの訳詩の抜粋を掲げて終りとします。続きは小屋で語りましょう。  〈オリジナル版／新井満訳〉    青春とは 直の青春とは  若き肉体のなかにあるのではなく  

若き精神のなかにこそある（中略） 歳を重ねただけで 人は老いない… 夢を失ったとき はじめて老いる…  〈マッカーサー愛誦版／岡田義夫訳〉 青春とは人生の或る期間を云うのではなく、 心の様相を言うのだ… 人は信念と共に若く 疑惑と共に老ゆる 人は自信と共に若く 恐怖と共に老ゆる 希望ある限り若く 失望と共に老い朽ちる･･･  （鎌田氏はＲＵＷＶ３創設者の一人である） 

平安神宮平安神宮平安神宮平安神宮のののの前前前前でででで、、、、筆者筆者筆者筆者（（（（写真中写真中写真中写真中央央央央））））ははははボランティアボランティアボランティアボランティアでででで京都京都京都京都ののののガガガガイドイドイドイドをしているをしているをしているをしている    
 山小屋が欲しい、その一念が、「北山荘」を見てから募ってきた。いつ行っても、我が家のように迎えてくれる山小屋への思いは、こうして、連綿と受け継がれてきた。そして、創部5年目にして、待望の小屋が完成した。筆者は今にして思う、「良くぞ建てつるものかな」と。ＮＨＫの「プロジェクトＸ」風に言えば、「最初の一撃」があって、あとからつづく者によって、それが完成する。これが伝統というものであろうか？ 

永辻 啓介 昭和昭和昭和昭和37373737年卒年卒年卒年卒    近年、ＮＨＫの人気シリーズ番組で「プロジェクトＸ」というドキュメンタリー番組があった。恐らく多くの皆さんもご覧になられたことと思う。私もほとんど欠かさず見ていたが、見終わった後いつも私が感じたのは、私共の「山小屋建設」もミニ、ミニ版ではあるが、正に「プロジェクトＸ」であったなあ、という感慨である。 最初は1人か２人の少数者が何かを為さんという夢と希望を持つ。そして、その夢と希望（願望といっても良い）が、徐々に周囲の人々に伝播し、次第に熱が上り、情熱ともいうべきものに転化する。そしてその辺から実現を目指して具体的手順に関心が深まり、多くの人々の創意や工夫が加わって、炎が一層大きくなり、実現の可能性が大きくなればなるほど、情熱もますます熾（し）烈となり、この段階まで来ればもはや多少の困難

や障害は問題とならず、目的達成を目指して全員が一丸となる。そして、その結果が1962年12月、我らが山小屋の完成という果実となって報いられたのである。 振り返ってこの“最初の一撃”ともいうべき、「私達の山小屋を所有したい」という願望はどこからきたのか。これはいまさら言うまでもなく「北山荘」（注注注注＝＝＝＝囲囲囲囲みみみみ記事参照記事参照記事参照記事参照）の存在である。 私が「北山荘」へ初めて行ったのは、昭和31年の秋であったと記憶するが、その時のリーダーはＲＵＷＶ創設者の鎌田克則君であった。同君は、元々京都府立鴨沂高校山岳部のＯＢで、「北山荘」は彼にとって別荘のような存在であった。高校生のころから足繁く通ったところであるから、私達を一度案内してやろうということになったのは当然のことであった。さて、その当時の「北山※※※※＝＝＝＝北山荘北山荘北山荘北山荘 木造平屋建、面積6坪程度。芦生峠と魚谷山（816.2メートル）の中間よりやや西南に位置し、芦生峠より徒歩約1時間、元々は第一次南極越冬隊長で、「雪山讃歌」の作詞者でもあるマルチ人間・故西堀栄三郎氏の所有であったものを、京大学士山岳会に寄付しようとしたが、何かの事情で果たせず、結局、旧京都府立一中山岳部に1934年頃寄付し、戦後の学制改革により現在、京都府立洛北高校、同鴨沂高校の両校山岳部により管理、運営されている。 なお、近年、故今西錦司氏のレリーフが小屋近くに設置されたと聞く。 
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 小屋の前の斜面を少し降りると、小さな流れのかたわらにかまど場が作られている。がっしりとした小屋組みの屋根と丸太の腰掛がある。中央の炉には太い薪がチロチロと小さな炎を上げている。  ある早春の午後、焚火を囲んで初老の男たちが座っていた。やわらかな日差しと少しばかりの渓音、穏やかな時間が流れる。 「この小屋も、もう五十年になるなあ……」 「今も現役やし、よう保っているなあ……」 

福村 雅宏 昭和昭和昭和昭和33333333年卒年卒年卒年卒    だれともなく声があがる、うなずきの顔々。  使われ続けて五十年、多くの人達のエネルギーが集められ、それぞれの想いが詰ま っ た こ の 小屋、これからも折を見ては訪れて、豊かな時間を友と過ごそうと思う。 
小生小生小生小生、、、、山小屋山小屋山小屋山小屋のののの企画段階企画段階企画段階企画段階からからからから参画参画参画参画しておりますがしておりますがしておりますがしておりますが、、、、完成後完成後完成後完成後のののの現役現役現役現役ややややＯＢＯＢＯＢＯＢがががが立派立派立派立派にににに運営運営運営運営さささされていることにれていることにれていることにれていることに感謝感謝感謝感謝しておりしておりしておりしておりますますますます、、、、とととと語語語語るるるる筆者筆者筆者筆者    

荘」（現在の姿は知らないが）は、面積でいえば当会の山小屋とあまり変わらない２間×３間位で、窓はいわゆる、蔀戸で、開ける時は外へハネ上げ、つっかい棒で支えにするという極めてシンプルなものであった。床は板敷きで中央に炉が切ってあり、煮炊きはその炉でするので、よほど上手に火を燃やさないと文字通り「煙い小屋でも黄金の御殿……」となって、中にいる者は皆、煙で燻された狸のような状態となり、外へ飛び出さざるを得ないことも再々であった。ともあれ、私

達はこの小屋「北山荘」が大いに気に入り、その後何回通ったことか、とくにこの小屋は開放が原則であり、無施錠、無届使用が可能であったことから、一層のめりこむ要因となった。とは言うものの、再々訪問するに及んで、洛北高校や鴨沂高校の山岳部員、府立一中のＯＢで斯界に名を知られた人々と接し、交流する喜びはあったものの、

私達はしょせん客人であり、心理的に遠慮の気持ちがあったことは否めない。そして、そういったことが将来自分達の山小屋を持ちたいという願望に結びついたこともまた事実である。 以上が「最初の一撃」の経緯である。山小屋建設のその後の経過については、諸氏が記述されているので割愛させていただく。  さて、山小屋完成後は、あれだけ熱望した「山小屋」であったにもかかわらず、そう再々は通わなかったようである。一つには私自身の生活環境の変化もあったし、仲間の諸君も卒業後は各地へ散っていったこともあった。たまに再会して山小屋のことが話題になると「山小屋は我々の青春のモニュメントであり、利用云々よりも建設のプロセスにこそ意義があった」などと嘯（うそぶ）いていたのは正に青年の客気というほかない。 後年、後輩の高野悦子君の遺稿「二十歳の原点」を読むに及んで、彼女の山小屋に対する思い入れを知り、何故もっと山小屋へ通わなかったかと悔いたりもしたが、後の祭り。 ともあれ、齢古希に達した現在、春夏秋冬大いに利用させてもらって「良くぞ建てつるものかな」と言うのが私の今の感慨である。 2005200520052005年年年年のののの正月正月正月正月、、、、神戸神戸神戸神戸のののの山岳会山岳会山岳会山岳会のみなさんとのみなさんとのみなさんとのみなさんと山小屋山小屋山小屋山小屋でででで合合合合ワンワンワンワン。。。。前列中央前列中央前列中央前列中央がががが筆者筆者筆者筆者、、、、同左同左同左同左がががが森村森村森村森村さんさんさんさん    
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はじめに  編集者の鈴木さんから再々再度に亘ってＲＵＷＶ漂雲の山小屋特集号に掲載する原稿の督促の電話が入った。特集号発行に際しての原稿依頼は半年前から受けていて、気軽に承諾したのではあったが、さて、その中味が、当時山小屋建設に携わった者の生の声とあっては難しく、なかなか筆が進まなかった次第である。何にろ、半世紀も過ぎ去った昔の物語だから、人間の浄化作用で良い思い出は残せるが、悪い思い出は忘れることになっている。筆を起こすとなると、どうしてもピース、ピースの話題しか出てこないことになる。その結果、他人が読むと、面白くもない話を提供する破目になる。 
山小屋建設の機運  山小屋建設の夢が膨らみはじめたのは、昭和35年頃で、それは理工学部の衣笠校舎での総会だったと思う。例によって大声で山小屋建設の提案説明、アジ演説をしたところ、理工学部4回生のある会員から反論があった。「山小屋建設なんてとても無理、阿呆なこと言うな。建ったら河原町通りを逆立ちして歩いてやる」とほざかれたことを今でも印象的に記憶している。  まあ、第三者的には、常識的な反論なのでしょう。しかしながら、当時の私のワンゲル生活は、ロマンとパッションを追う世界に没入していて、いささかも周りの反論を省みることなく、自己の夢を実現せんものと、山小屋建設に邁進（まいしん）したものである。今振り返ってみて、やはり正しかったと思うことは、当時のＲＵＷＶの強力な組織力を十分認識していたということです。この組織力を十分理解し（愚者にはこれがなかなか難しい）、活用できたことの結果だと思っている。  企業が事業を進めるうえで必要な要素である物、金、人のバランスを、当時のワンゲル会員は一人ひとりが兼ね備えていたことである。お陰

で、昭和37年暮れに完成し、まさに良かった、良かったと皆で喜び合ったものです。でも、実際に私が山小屋を利用させて頂くようになったのは、40年後の定年を迎えてからとなっています。 
基礎工事の開始  アルバムから山小屋建設当時の古い写真を引っ張り出してシゲシゲと見ています。まずその1枚は、施工状況を見守っている私、図面を持っている勇姿、素人とはいえ、そのスタイルは40年間土建屋で飯を喰ってきた現場監督の姿とまったく同じです。違っているのは本業でのヘルメットが、当時は粋なハンチングベレーに変わっているだけ。写真は後姿なので作業を見守っている鋭い目は写っていませんが、正面の鉄筋を右手で支えている向来さん（理工土木）との視線をたどると、

 重い腰をやおら立ち上げ、「やっとこさぁーで喉にささった魚の骨が取れた思いです」と大野さん。難産の末の脱稿。現役時代の氏のワンゲル生活は、ロマンとパッションを追い求めてきた。それゆえ、山小屋建設へ懸ける情熱は誰にも負けなかった。ハンチングベレーにゴムの長靴姿で、現場をリードしていた。ここまで頑健な小屋だから、これからさらに50年と維持しなければならない。どうやって運営していくか、大いに議論しようではないかと呼びかけている。 
第第第第1111次山小屋建設委員長次山小屋建設委員長次山小屋建設委員長次山小屋建設委員長    

大野 照夫 昭和昭和昭和昭和35353535年法卒年法卒年法卒年法卒    同同同同38383838年理工卒年理工卒年理工卒年理工卒    

図面片手図面片手図面片手図面片手にににに作業作業作業作業のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況をををを見守見守見守見守るるるる筆者筆者筆者筆者。。。。ハンチングベレー
ハンチングベレー
ハンチングベレー
ハンチングベレーととととゴムゴムゴムゴム

のののの長靴長靴長靴長靴、、、、それがそれがそれがそれがトレードマークトレードマークトレードマークトレードマークだっただっただっただった    
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山小屋について何か書くようにと言われても、余りにも書くことが多くあってまとまらない。計画の段階からメンテナンスまで深くかかわり、小屋のことを思うと、小屋に対する愛着が多すぎて感情的になり、冷静さを失うためだろう。 小屋の建設計画が具体的に動き出したのが4回生の時で、建設時期には社会人一年生であったため、あまり具体的な建設作業には参加できていない。計画時点で印象的なことは、建設に積極的なグループとそうでないグループがあったように思う。また、建設作業に参加したことといえば、二の谷の道造りと地盤の整地作業であり、クラブ活動最後の合宿として参加したことを覚えている。もう一つ忘れがたいことは、ブロック壁の上部をつなぐ鉄筋コンクリートの梁のコンクリート打設時に、大量の労働力が必要と言うことで動員がかかり、会社を休んで参加したことを覚えている。 メンテナンスについては、屋根の葺き替えや内装の改善、窓枠や外装の改造等で、これはＯＢとして金集めに協力し、現役諸君に集金力の大きさを示して、驚かせたのも良い思い出だ。最近は、山小屋を利用してアウトドアを楽しむことや、小屋のこまごましたメンテナンスを楽しんでいる。 山小屋を100パーセント楽しんでいるのは、同期では森村氏と私ぐらいのものだろう。周りの連中は「また山小屋へ行くの？ 同じ所へばかり行って、よう飽きへんなあー！」と呆れ顔であ

る。私にとっては季節を変え、仲間を変え、あるいは、同じ顔ぶれでも、二の谷ＲＵＷＶの山小屋は居心地の良いところなのだ。先輩ヤンレー氏によれば、二の谷の山小屋は、貴船の奥の鬼の住むところだそうで、そんなところで気持ち良く過ごせる者は鬼族の片割れらしい。今でも小屋へ行くたびに、半世紀も前に共に苦労をして小屋を造った仲間達に大いに感謝している。この山小屋には私の青春期から現在に続く全ての記憶が動態保存されているような気がしてならない。アルプスへスキーに行き、ヒマラヤをトレッキングしても味わえないサムシングが小屋にはある。その正体は記憶の動態保存なのだろうと思っている。 この先も、芹生から小屋までの山道を自力で歩ける限り、私の小屋通いは続くだろう。 

打越 啓祐 昭和昭和昭和昭和37373737年卒年卒年卒年卒    

建設建設建設建設にかかるにかかるにかかるにかかる頃頃頃頃、「、「、「、「近代工事近代工事近代工事近代工事はははは道造道造道造道造りからりからりからりから」」」」とばとばとばとばかりかりかりかり率先率先率先率先してしてしてして整備整備整備整備にににに当当当当たるたるたるたる筆者筆者筆者筆者（（（（左側左側左側左側））））    

作業員（失礼）の木村君と河原君が横筋と縦筋を番線で結んでいる手元を凝視しています。重要な建物の基礎部分となる地中梁の施工については、土木科の会員がイニシアチブを取って進めたようでした。 そして、もう1枚の写真は、基礎部分の全景ですが、現場（製造過程）の良し悪しはその道のプロが見れば一目瞭然、手落ちのない堅牢な構造物であることがこの写真から見えます。建設会社の新入社員は、まず建物の測量、地墨、丁張りから、順次仕事を覚えていきます。山小屋建設時はまだ学生で、土木科生といっても教科書以外

の実地は未経験でした。芹生の山奥に、あの重いトランシット（角度器）や、レベル（水準器）は持ち込めず、三角法とハンドレベルで丁張りを掛け（水糸を張って基準線とする）をしたものでした。面白いのは鉄筋で、今ではまったく使用されていないクラッシックな丸型棒鋼（現在使われているのは異形の節がついている）を使っています。臥梁と緊結する先端部分にはご丁寧にもフックがついています。鉄筋の太さは直径13ミリが使われており、少々の地震が来てもびくともしない頑健な構造物となっていま

基礎部分基礎部分基礎部分基礎部分のののの全景全景全景全景。。。。手落手落手落手落ちのないちのないちのないちのない堅牢堅牢堅牢堅牢なななな構構構構造物造物造物造物であることがうかがえるであることがうかがえるであることがうかがえるであることがうかがえる    ●特集・山小屋はこうして完成した● 
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す。通常コンクリート造りは永久構造物といわれていて、山小屋もブロック壁とはいえ、半永久的と言えそうです。百年、二百年後も居住性を我慢すれば十分使用に耐えてくれそうです。 それにしてもこの山小屋の内外の造作は、性格上単純そのもので、急勾配の赤屋根といい、無駄のない構造になっています。何時来ても飽きることのない格好をしていて、北山に溶け込んでくれています、と自画自賛。ところで、この山小屋の設計をして頂いたのは、木村君（39年理工学部化学科卒）のお姉さん（大阪市大の建築科）でした。ワンゲル活動のすべてが今様で言うならボランティア活動であって、報酬等の概念がなく、感謝の気持ちすらなかったように思われますので、半世紀を過ぎた今改めて厚く御礼申し上げる次第

です。 
おわりに  急ぐことではないのですが、この立派な山小屋をこれからどのように運営していくのかの課題について、皆さんと意見交換したいと思います。目下のところは森村さん（37年理工卒）にお願いして万事ＯＫなのですが、今後学生の意識動向、ＯＢの高齢化、世の中の諸変化等を考慮すると、この際小屋の財産権（所有）を大学に寄贈して、実際の管理運営は今までどおりにすることでどうかと思います。大学に移管するメリット、デメリットについては、おいおい議論することにして、ご検討の程よろしくお願い致します。  （大野氏はＲＵＷＶ創設者の一人である） 

 今では伝説的でさえある山小屋の設計図。山小屋建設の黎明期、議論かまびすしく、計画がどちらに転ぶか微妙だった頃、いち早く設計図が完成。それを契機に、背中を押されるように計画が動き出した。今日、山小屋があるのは、木村氏のお姉さんによる設計図に負うところが大きい。先の座談会でも、当時は学生で、感謝の気持ち一つ表すことができなかった、と言う話が出ていた。山小屋完成の一つの原動力であったことは間違いない。 
第第第第2222次山小屋建設委員長次山小屋建設委員長次山小屋建設委員長次山小屋建設委員長    木村 恒夫 昭和昭和昭和昭和39393939年卒年卒年卒年卒    編集担当者から何か書くようにとの要請でほとんど忘れてしまった当時のことを思い出してパソコンのキーを叩いて見ることにする。 私の手元には探し出した創立20周年時の赤茶けた記念論集と当時の小屋の青図の一部が残っているのみですが、現地には数度改装はされたものの、頑丈この上ない山小屋が健在している。これが論より証拠で、いまさら何を書こうかと思ってしまいます……。 20周年記念論集には鈴木正博殿がよくもあれだけ詳しく書けたなと思うほど正確に書かれています。50周年記念特集号を出すならそれを再録して欲しいし、関心のある方は是非読んで頂きたいものです。 私もこれを読んであんな事もあった、こんな事もあったと過ぎ去った青春の１ページを感慨深く思い出した次第です。 在学中ではありましたが、会の中で何度も山小屋所持の有効性と、将来のことをも含めた論議をしました。場所の選定、地主の了解、保安林の中の建設許可の取得や規模の策定、資金のめどもよ

くもつけたものと思う。 法律的なことについては個人的に大学の教授の助言を頂いたと思うが20歳前後の学生が当時としては理想的なかたちで小屋建設を実現した、そのバイタリティーは今にして思えば凄い。 資金においても学校からも業者からも援助してもらうのでなく、学生の努力と（卒業後数年しか経っていない）先輩のカンパで達成したのです。 立命館大学には知名度の高い理工学部土木科は今年今年今年今年のののの早春早春早春早春、、、、ツェルマットツェルマットツェルマットツェルマットででででスススス
キーキーキーキーをををを楽楽楽楽しんできたしんできたしんできたしんできた筆者筆者筆者筆者（（（（中中中中

央央央央）。）。）。）。両両両両サイドサイドサイドサイドはははは森村氏森村氏森村氏森村氏とととと打越氏打越氏打越氏打越氏    
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●特集・山小屋はこうして完成した● あったが建築科が無かったので、某大学の建築科の院生であった私の姉（構造設計は専門外であった）に頼んで計画案から、大きさ、要望事項等を十分反映した図面まで描いてもらいました。 確か京都北山の雪はかなり湿めった雪で、ＷＶ土木科の諸氏から、真冬は試験やら帰省やらで除雪が出来ないので、一立方メートル当たり500キロの積雪に耐えるものを造って欲しいとの要望があったように覚えています。地耐力も不明(山土の埋立地)としたのでしょう。 今にして思えばそんなこともあって未熟な学生が、教科書通りの設計を行い、頑丈すぎるほどの小屋の図面が出来上がった。鉄筋は太い物が十分に入っているし、ブロックは防水の幅20センチを使用し、梁は凄いし……。 この素人の図面に基づいて、正確にＷＶ土木科諸氏が先頭に立って、建てることが出来たのでした。 数年前に当初の建具やトタン屋根がカラーベストに更新され、立派な小屋となって生まれ変わり、現役、ＯＢ、何時でも来て下さいとばかりに小屋は待っています。 ともかく、私の前後の先輩、後輩は良きにつけ悪しきにつけ、自分達の思いを具体化して完成させたのですが、その小屋を今もしっかり維持管理している後輩の皆様には深く感謝しています。  森村氏がツェルマットでスケッチしたマッターホルン 

エジプトエジプトエジプトエジプト旅行中旅行中旅行中旅行中のののの最近最近最近最近のののの筆者筆者筆者筆者    
 山小屋建設において実際の建設場面で活躍した、第３次山小屋建設委員長・鈴木正博氏。建設中は様々な壁にぶつかり、一つひとつクリアして、昭和３７年１２月９日、完成にこぎつけた。その前日、末川総長の額を山小屋へ運び上げる最後のボッカは印象的だ。 
第第第第3333次山小屋建設委員長次山小屋建設委員長次山小屋建設委員長次山小屋建設委員長    

鈴木 正博 昭和昭和昭和昭和39393939年卒年卒年卒年卒    

１回生の旧人合宿で大峰山縦走の際のラスト、深仙小屋および２回生の新人合宿、比良山望武小屋の追加宿泊で、同期生と喰っちゃ寝、喰っちゃ寝のダベリングを楽しむ機会があった。合宿後の同期生だけが自由にシケモクを吸い、上級生がいなくなった気軽さから、ダベリングを楽しんでいた時、誰からか「こんな小屋が自分達にあったらいいな！」と言う声があがった。しかし私はその 仲間内では、ダブルスクールならぬダブルクラブに加入して土曜日など法律相談部で勉強していたことから、同期生の中ではＷＶ主流派ではなかっ
    保安林内での 

          山小屋建設作業の強行 

保安林内保安林内保安林内保安林内でででで、、、、ようやくようやくようやくようやく
おりたおりたおりたおりた建設許可建設許可建設許可建設許可    
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た。でも努めて総会や集会、ＰＷには出かけていたし、現にあるときの総会で理工学部の先輩、同期生から「我々も山小屋を建設しようではないか！」との議題が提議されたときに居合わせた。当時、京大ＷＶが比良山へク谷にブロック建ての山小屋を造ったというニュースが入り、ピンボケの白黒写真1枚を見せられた。それから、後に第二次山小屋建設委員長に就任した同期の木村恒夫君が、確か、姉さんの協力を得て設計図、青写真を作成したと言って皆に見せ、この資材費総額が14万円であると言う試算を提示した。それを聞いて、これなら我々でも手の届くところだとの意識が醸成された。 このように青写真が先行し、建設地の決定が後からというチグハグさであった。当然青写真は３、4回描き直されている。建設予定地は、夏合宿やスキー合宿などで北アルプスに行っているので、アルプスと言う意見もあったが、手近かに入れると言うことから北山周辺に絞られた。さらに六つの候補地から現在地が決定された。 ところが後日その土地が森林法の保安林の指定を受けており、その目的は「水源涵養」と言うことが判明した。そこでは土石の採取、工事すべてが届出により許可を必要としており、仮小屋ならともかく山の斜面を削り、鉄筋ブロック造りの堅牢な山小屋建設の場合は、地目変更や指定取消が必要ではないかと言う議論になり、土地所有者物部新三郎さんとの土地の賃貸借契約締結を含めて私が引っ張り出されることになった。さらに、そのまま継続して第三次山小屋建設委員長につかされた。この時点では設計図も決まり、建設地も決まっていて、すでに建設のＧＯサインが出されていた。とはいうものの、土地の賃貸借契約書を取りかわしたのは後のことだし、総会の意向は「保安林の件は事後処理」の方向で了承されていた。私としては、同好会とは言え構成員はすべて立命館大学の学生であることから、法学部の乾昭三助教授に相談し、一部の先輩の勧めなどもあって、京都府庁に出かけて私たちの構想を展開して、相談に乗ってもらった。この結果、許可権限は京北町の地方事務所長にあることから、同級生の奥村君に同行してもらって、遅ればせながら届けを提出して、「保安林内山小屋建設作業」の許可が昭和37年５月30日付でおりた。指令番号第499号であった。 

イツで始まり、野 外 活動を通じて自然の中で生 活 し、精神の自由と人間性を尊重することを求めてきた運動である。本場ドイツでは、ヒットラー青年団に吸収さ れて、学生を中心とした若者を集団化させて独裁体制に突き進んだ反省から、ＲＵＷＶでは、野山を自由に慫慂する時に、束縛や規制されることがあっては「ワンダーフォーゲル」というクラブ自体の存亡が問われる由々しき問題であるとの考えに立ち、個人の自主性を尊び、すべての行動規範を構成員の自主性に任せたのである。従って、新人、夏、スキー、旧人合宿などはあったが、当会で は、ＰＷ（パートワンデリング）が活 動の主体をなし、メンバーが提出する ＰＷ計画をリーダー会が承認すること によって、我々の会活動の太宗として いた。 他大学の活動を 見てみると、主流派に属する大学ＷＶ では練成と称してシゴキがあった。キ スリングに石を詰めて、喘ぎ喘ぎ登る 下級生の尻や頭を上級生が棒を持ち、 追い上げることが体力養成と信じて行 われていた。 ＲＵＷＶではこ れを否定した。確かに、合宿前には御 所の周囲一周４キロメートルをランニ ングして自己管理のもとに体力強化を 図ったし、山小屋建設 で は、最 大 ブ ロック4個60キログラムを背負って一時 間 山道を担ぎ上 げた。しかし、これ はあくまでも各人が必要なことと自覚 し て 行 っ た こ と であった。部員の統 制、強制動員などがあってはならない と再々言われてきたし、言いもした。 しかしながら、山小屋建設委員長として小屋建設を推進しなければならない立場の私や、私の周りの人たちは、完成スケジュールの設定ができず、悩むことも一再ではなかった。 スタート時点の昭和37年3月末から4月中旬までの旧人合宿を山小屋建設作業へ振り替える問題はスムーズに移行できたが、ＧＷの新人合宿では、
    クラブの要、 

         どこまでも自主性を貫く ＲＵＷＶは学術系、体育会系の二大集団に分かれた大学公認のクラブには加入せず、あくまでも自主性を貫き、同好会を維持してきた。関西学生ＷＶ連盟の中でも、歴史は古いが体育会系の主流派とは距離を置いており、少数派を自認してきた。この根底には、ワンダーフォーゲル運動はド

建設予定地建設予定地建設予定地建設予定地にににに巨大巨大巨大巨大なななな岩盤岩盤岩盤岩盤がががが出現出現出現出現    
整地整地整地整地とととと併行併行併行併行してしてしてして、、、、ボッカボッカボッカボッカもももも    
30～
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期間中の全てを山小屋作業に振り替えることに異を唱える者もいた。遅々として進まない山の斜面削り、資材ボッカ、捨てコン、基礎コン、ブロック積みなど、作業は山積していた。とは言うものの、クラブ行事として動員要請をかけられないことのもどかしさもあったのだ。しかし、当時の２、3回生の一部の人達の自覚、「一旦始めた限り、何とか前進させたい、完成させたい」との意欲から、電車、バス代を払い、メシの手当も自分で行なって入山し、再々にわたって重労働を買って出てくれた。資材のボッカは、芹生の資材置き場から、建設予定地までの山道１時間の道のりだった。回数は1日に２、３回だったのが、朝飯を食べる前に１回往復して1日４回になった。その量も、当初キスリングにスコップ７、８杯の砂またはバラスが標準だったのが、順次増量していって10杯となり、最高はスーパーの14杯まで増やしたものだ。１回の運搬重量を増量することはしんどいことではあったが、少しでも早く資材を運び上げたいとの気持ちから率先して増量すると、下級生が対抗心、競争心を奮い立たせてその上を行こうとチャレンジしてきてくれた。引っ張る者はしんどいことだが上手い具合にかみ合い、レベルが向上することは、得がたい喜びになった。 当時の在籍クラブ員数は200人弱、最後までクラブの自主性を尊重して推進しなければならない私達にとっては、言い方を代えれば、「自主性を尊重させられた」結果でもあった。５、６回の参加から散発的な参加者がいないわけではなかったが、30～40人の中心的な活動メンバーの強い意欲に導かれたと言いたいところだが、そこまでは言えず、「自主性」という意識に支えられたと言うのもきれいごとのような気がするのである。むしろ、意地で完成させたと言えるのではないだろうか。だから、昭和37年12月9日の完成式当日の集合メンバーは、他の都合とバッティングした人も居るだろうが、共に喜びを分かち合ったものとしては少なめな50名弱になったのだと想う。 

かし、彼等もブロック積みは経験がなく、基礎コンの上に一列17個のブロック積みでは、目地のモルタル量が多過ぎて、基礎コンの立ち上がり延長をオーバーしてしまった。そこでモルタルが固まる前だから、一度すべてつぶして（下に落として）積み直すことを繰り返した。何しろブロックの上下左右には１センチ幅のモルタルを接着剤よろしく塗りこめるのだが、目地コテが上手く使えず、人差し指と素手で積み上げていった。9段目のブロック積等は、足場が不安定で軽業師のような想いで積み上げたが、その先が素人集団ではどうして良いのか判らず、しばし停滞した。まさにその時期が夏合宿とかち合い、デッドロックに乗り上げた懸案を放置して楽しむ気持ちになれず、３回生の夏合宿・東北飯豊朝日連峰は参加しなかった。 この頃中学時代の同級生で日大の建築学科に在学している友人が、関西旅行に来たので、一日彼等を建築中の小屋に案内して意見を聞いた。それは、9段積み上げたブロックの上に臥梁を設営するのだが、当時は流し込むコンクリートの重力を受ける板もないのにブロックに接してコンクリートの重量物をどのように支えるのかが判らず、理工学部の人も解決策を出せないでいた。加えて、四隅は下部に重力を支えるブロックもない空間なのに、大量のコンクリートを流し込んで固まらせなければならないなど、当時の私の頭では想像もできないことだった。ここが人文科学、社会科学系学生の限界であり、「ブロック9段を積み上げたままここで工事中断か？」と思い悩んだ。 しかしこの問題は「はめ殺し」あるいは「埋め殺し」、まさにコンクリート建築物を街で見る時ボルトや針金が出ているのがある。これは埋め込まれたままで木枠の左右を引っ張り合い、流し込んだコンクリートが枠外に流れ出ないように支える役目を果たしている。また、なかには内側に倒れこまない状態にする。あるいは、鉄筋が中心部に埋め込まれるように番線で結束する等の手当をすることにより、型枠を取り外して埋め殺しされたボルトや針金が外部に出ている部分を始末するなり、放置しているのを見かける。結局、この臥梁設定と屋根の作業は私たち学生の手には負えないと言うことで、島田工務店に工事を頼み、作業員等の下働きを私たちで行い、経費を最小限に食い止める方法を採用して、完成までこぎつけることが出来た。  以上の通り、各ステップで悩み苦しみ、模索して、ようやく完成まで見届けた私は、延べ投入人員数や総経費を算出報告すべきではあろうが、すべてを掌握していたわけではなく、情報が1箇所に集中していたとも言えず、作業員の足代、メシ代等を除外して、純粋の資材費及び島田工務店への支払い額総計は、約50万円掛かったと記憶しているだけである。 

   終盤の臥梁設営 

         立ち塞がる技術的問題 当時私は、一種人材派遣業、人集め屋のような役割だった。「来週どんな作業があるから、何人入ってくれ」などと声をかけ、ボックスに掲示して、人数確保に努めた。 二の谷出合いの少し上にあった炭焼小屋跡地のテント場は、ツルハシ、スコップでの斜面削り・岩盤割り、また行きはヨイヨイ帰りはヒイヒイの芹生の資材置き場からのブロック、セメント、砂・バラス等を担ぎ上げる、その拠点であった。学士様の卵、理工学部生は主として現場で、捨てコン、鉄骨立ち上げ、コンクリートを流し込むための糸を張ってのレベル調整等の指導をした。し
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●特集・山小屋はこうして完成した● 
   心躍る最終章 

     「青山迎人新」の額、最後のボッカ 私にとっては苦労の連続だったと言えるが、喜びがないわけではない。 完成日を目前に、とんとん拍子で末川 博総長に「青山迎人新」の揮毫をいただき、総長の自宅へ受け取りに行って、風呂敷に包んだ板をキスリングの上に載せ、12月8日の広河原行き最終バスに乗り遅れたので、鞍馬駅から花背街道（バス道）、花背スキー場横、寺山峠、二の谷出合い経由で運び上げる最後の単独ボッカは、印象深いものがあった。 雪の降る３月に始めて、6月のある土曜日に

は、4時に土曜法律相談を終えて、芹生峠を越えて杉の大木で月明かりも塞がれた暗い地道を一人で歩いていると、ススキや笹が風でゆれる音で、「ヒヤー！」と鳥肌が立ったし、芹生の里に入ると放し飼いされた犬が集団で吠え、里はずれまで追尾されて怖い想いをしたこともある。その後、寝静まったテント場に夜中に到着して皆を起こすのも悪いと、寺子屋跡といわれている大イチョウの木の先、杉皮で片屋根をこしらえた休憩場所で小枝を燃やして夜明けを待った。あの時の杉林の神秘的な光景は忘れ難い。これら様々な来し方のことどもが走馬灯のように浮かんできて、仲間の待ってくれる山小屋へ近づいていったその時の想いは、味わい深く、心楽しく、一人で悦にいったものである。 奥村奥村奥村奥村さんがさんがさんがさんが山小屋完成山小屋完成山小屋完成山小屋完成のののの日日日日ににににアルバムアルバムアルバムアルバムにににに

書書書書きききき付付付付けたけたけたけた言葉言葉言葉言葉    「周山への道」。本当に行ったのだろうか? それともどこかの道と混同していないか。45年も前のことである。両側に北山杉が並び、小鳥がちちっと鳴いている。そんな道を、あの時、実は、本当に、歩いたのである。それを証明したのは、押入れの中の一個のダンボール箱だった。 
奥村 尚久 昭和昭和昭和昭和39393939年卒年卒年卒年卒     合宿所での朝食が終わり、その日のパーワンの準備でざわめきの残る花背スキー場脇の小屋を抜け出た私は、一人で歩き出した。肩にかけたナップザックには山小屋建設に関する法的手続きの書類が入っている。多分土地建物の登記に関する申請の類であったろう。この日はもう一人鈴木正博君が、地主である物部氏宅を訪問の予定である。  山小屋建設に関する法的諸手続きは我々法学部生が担当し、山小屋建設の現場作業の主役は理工学部土木の諸君という風に、なんとなく役割分担がなされていたように思う。我々文系の学生にとっての現場作業は文字通り素人であり、もっぱらセメント、砂利、ブロックの担ぎ屋に徹していたように思う。  花背からいったん南へ下がり、やがて北東への道を一人ぽくぽくと歩き始めた。山中とは言え４、５メートル幅の道は歩き易く、道の両側は鬱蒼とした杉並木が続いた。しばらく歩くと杉木立が開け、少しずつ空の青さと明るさが道を照らした。時々、さわさわと吹く風は頬に心地よ く、ちちっと小鳥の鳴く声以外はしんと静まりかえり、私が歩く山靴の音だけがぽくぽくとひそやかに響いた。  私にとって周山という京都北部の町は珍しい地名ではなかった。京都の大学の医学部で口腔外科

左左左左はははは山小屋山小屋山小屋山小屋をををを前前前前にににに奥村奥村奥村奥村さんさんさんさん（（（（前列左前列左前列左前列左）。）。）。）。上上上上はははは写真写真写真写真のののの裏裏裏裏にににに書書書書きききき付付付付けたけたけたけた四人四人四人四人のののの寸評寸評寸評寸評    
19    



の論文を書いた私より一回り年上の長兄が、教室を出てその後父の歯科医院を継ぐまでの数年間を、世話になった教授の推薦で宮仕えとして２、３の病院勤務をこなしたが、最初の勤務先が周山の町の病院であった。兄は、毎日自宅から軽自動車で病院に通っていたので、家族にとって周山は

むしろなじみの町であった。  さて、この日私は確かに一人で周山の役場へ向かって花背の合宿所を出た記憶がある。いや、記憶があると言うよりもそう思い込んでいると言った方が正しいだろう。しかし、困ったことに往路の山道の情景のみが記憶に残っており、その余のことが一切忘却の彼方なのである。役所の入り口にあった数段の円形の石段を登ったように思うが、持参した書類提出のヤリトリや、その後の復路の記憶が一切ないのである。同じ道をまた歩いて帰ったのか、車にでも便乗して戻ったのかがまったく記憶にない。 じつは、この日のことを書こうと思ってから、私はある恐れを感じていた。ひょっとしてこの日の単独行は本当にあったのだろうか。ひょっとすると、いつか行った廃村八丁から日本海の小浜に抜けるパーワンと混同していないだろうか。あの時は終点の広河原で京都バスを降り、廃村八丁に入って一泊した翌日、私達は北山杉に囲まれて日

本海へ向かって真直ぐ延びる道をぞろぞろと行進しながら、昨日廃村八丁で釣って食ったアマゴの塩焼きの味を思い出していた。大分歩いた頃、後ろから一台の軽トラックが来た。私達は厚かましくこれに便乗し、一気に小浜の海の砂浜になだれ込んだ。砂浜には転々と浜木綿の花が咲いていた。他の諸君には申し訳ないが、この時のメンバーは鈴木、四方、津熊君の４人であったが、鮮明な記憶にあるのは四方君の顔のみである。あの時の北山杉に囲まれた道と周山への道が私の中で混在し、実際には訪れることのなかった役場への単独行を、現実にあったかのように長い間思い込んできたのではなかろうか。そんな思いに本気で悩み始めた2月の初旬、私は次の決定的とも言える確証めいたものを掴むことができた。  大学を出て就職し、39年間勤めて退職し、神奈川県の二宮に終の住まいを構えるまでに七度の転居を繰り返したが、その間終始私とともに各地を転々とし、つねに居宅の押入れの奥深くに仕舞い込まれてきた段ボール箱が一個ある。この中に小学生から大学生までの折々の節目の記念の品々が納めてあるが、これらの中にワンゲル関連の書類やら５万分の一の地図やらがぎっしり詰まっていることは昔から判っていた。ふと思いついて、数年ぶりに引っ張り出し、ついでにこの際思い切って別れの処分ですっきりするかと考えた。大判の封筒の中には幾冊かのガリ版刷りの山行計画書や他大学の山行レポート等、これまで気付かなかったものも出てきたが、その中の山行計画書の中に「新人合宿（1962.5/3～5）花背スキー場」とガリ版印刷されたボロボロの書類が出てきた。中を見ると１班から９班までの編成メンバーとＰＬの名前が明記されている。この中の１班のＰＬが当初鈴木正博君で、これが修正されて柴弘一君になり、さらにもう一度鈴木正博君に修正されている。そして隣の班、2班のＰＬは当初の奥村尚久が修正されて柴弘一君となっている。これは推測すると合宿計画当初は１班ＰＬ鈴木正博君、２班ＰＬ奥村尚久であったものが、その後あい前後して都合でＰＬを降りたため柴弘一君がその任に就

秋深秋深秋深秋深しししし、、、、そのそのそのその日日日日のののの作業作業作業作業がががが終終終終わってわってわってわって。。。。夕暮夕暮夕暮夕暮れのれのれのれの花背花背花背花背ススススキーキーキーキー場場場場にてにてにてにて（（（（前列右前列右前列右前列右がががが筆者筆者筆者筆者））））    

鈴木鈴木鈴木鈴木    正博正博正博正博     私の一年先輩が、前年に廃村八丁へ行ったとき、佐々里峠で熊の子供と正面衝突して、双方が来た道を逃げたという話を聞かされていて、身の丈以上の熊笹の薮こぎをしているときは、後ろの人間が大声を出し、熊に対して人間が近づいているので先方に避けてもらうように、金、太鼓ではやし立てた。ところがこの行程のテント泊の時、鉛筆ほどの大きさのだいだい色のヘビが侵入してきて驚いたが、高校で生物部に所属していた四方君は、平気な顔をして手でヘビを掴み上げた。そして茶筒の中に入れて彼女への土産物

にすると言った。あろうことかその彼女は近眼だから茶筒を開けて、目を近づけて始めてビックリするだろうと彼は言う。しかし、私達は1、2泊テントの中で一緒に寝ることになって、こわごわ寝入ったことを憶えている。しかし魚釣りはしたことがないと思うのだが、これは定かでない。その他、北の方角に薮こぎをして坂を下っていったとき、踏み跡を見失い、やむなく私が木に登って、下の方の道らしいルートを捜したことがある。さらに覚えていることと言えば、京都府と福井県の境は山の中だのに、京都のほうは地道、しかし、福井県側では山奥の細い道まで舗装工事がなされていた。地方自治体の首長による政策、予算の重点配備の違いがあったものと思った。 
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いたが、最終的にこの日の鈴木正博君の物部氏訪問が流れてＰＬに復帰し、その日は結局小生が単独周山の役場訪問の任に就いたと思われる。ここらあたり、今となっては鈴木正博君の記憶に頼る以外ない。私のこの断片的な記憶の中に花背スキー場の小屋を抜け出したことを考えると、私の周山への単独行は紛れもない事実であり、そして役場に届けた書類は適切に発効し、山小屋は無事建設に至ったものと考える。  さて、このたびの寄稿については鈴木正博君より「老骨に鞭打って～山小屋建設の苦労話」と言うことであったが、当時の私は肩に食い込むザックの中身の砂利やブロックに悪態をついたことは度々あったが、ただの一度も苦労と思ったことなどなかったように思う。ワンゲル生活の2回生以降の後半は、ほとんど山小屋建設に明け暮れたが、これも不満に思った記憶はない。今となってはすべて楽しい懐かしい思い出ばかりである。と同時に折々の細かな記憶は遥か忘却の彼方に消え去ったものも多く、もはや雲と霞の間にぽつんぽつんと頭を覗かせる幾つもの山の頂きのようなものであることを痛感した。そこでこの度の寄稿は、数々の記憶の断片で常に最初に顔を出す、皆さんには多分まったくご記憶がないであろう私の合宿中の周山へのささやかな、しかし忘れること

のできない単独行を披瀝することにした。  最後に、先の大型封筒の中から出てきた関係書類をご参考に、以下に記しておきます。なお、他大学ワンゲル部の文献は、私が山田正氏の後を受け、全日本ＷＶ連盟の委員の任にあったため手元に集まったものと思われます。  ［ＲＵＷＶ資料］ 漂雲 2、3、4号、「1960年夏合宿７／14～25 雲ノ平」「1962年新人合宿5／3～5 花背スキー場」「夏合宿要領1962年７／19～27 飯豊朝日連峰」「昭和37年スキー合宿2／15～21 南小谷」「1963年新人合宿京都北山」「1963年スキー合宿要領2／18～24 白馬山麓蕨平スキー場」「1963年夏合宿7／13～18 妙高笹ヶ峰」「第４回PRスキー昭和38年２／15～19 南小谷 立屋」「第３回PRワンデリング？／11～15 妙高笹ヶ峰」 ［連盟関連資料］ 全日本ワンダーフォーゲル連盟規約；大阪府立大「たおり」；光華女子短大1963年夏季合宿（妙高）；東京農大「知床半島動物調査計画書」；明治大学1962年夏季合宿計画「日本縦断」；京大会報「水行末雲行末風来末」；東京農大昭和37年夏季合宿計画「北ア全山縦走」；兵庫農大昭和38年春合宿「四国」；神戸商大全日本WV連盟加入資料；桃山学院大日本WV加入資料；全日本WV連盟関西支部昭和37年度合同W要領；同志社大1962年訪華ワンでリング計画書；大阪樟蔭女子大昭和38年春合宿 
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上高地上高地上高地上高地をををを旅行中旅行中旅行中旅行中のののの筆者筆者筆者筆者     昭和40年代になってはじめて、カップ麺やレトルト食品が出てきたが、当時はニンジンやジャガイモが煮えなくて苦労もしたが、自然と山仲間に囲まれて、腹さえ膨れれば感謝されたものです。 
伝説伝説伝説伝説のののの食事担当食事担当食事担当食事担当    

薩摩 節雄 昭和昭和昭和昭和38383838年卒年卒年卒年卒    山小屋建設が本格的にスタートした昭和37年は4回生となり、10月以降平日はバイト、土日は北山へ入ることが多く、学生時代最後の楽しい半年間でした。 砂利、ブロックなどのボッカがピークを迎え、後輩達は積極的に参加し活気ある活動を展開していました。いつから恒例となったのか、朝食前に1回ボッカするのですが、この時だけは重いザックを背負い戻ってくるまでに朝食を準備しておく担当をしていました。米をとぐ水は冷たいのですが、二の谷のせせらぎや薪のはぜる音を聞きながら一人での作業でした。腹ぺこでのボッカはさぞ厳しかったことでしょう。バテバテの状態で戻ってくる新人たちを見て、自主性を重んじ、強制は 飯場飯場飯場飯場、、、、テントテントテントテント場場場場でのでのでのでの食事風景食事風景食事風景食事風景    
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されないＲＵＷＶでしたが、この時ばかりは高校時代に教わった新人哀歌を思い出すのでした。  家に帰ればお坊ちゃま 山に入れば新部員 何の因果かこの俺が  入ったところがワンゲル会  １番鳥ではあるまいに 朝も早よから起こされて ボッカ稼業のそのつらさ 景色なんぞは夢のうち  食後のボッカは参加しましたが、芹生で私のザックに砂を入れる後輩達は気を使い、スコップ１杯分ぐらい手加減してくれました。  私は食事の担当を長くやっていました。インスタントは粉末ジュースぐらいでしたが、昭和40年代にカップ麺やレトルト食品が販売されはじめ、「あの時代に、そんなのがあったらな～」と思ったものです。そして、もっと楽しい食事ができたことでしょう。湯さえ沸かせば3～5分で食べられ

る「何々の具」や、うまい飯が食える「何々の素」など多種多様なものが販売されており驚きです。  山では調理する時間をいかに短縮するかがポイントですが、当時はせいぜいとろろ汁ぐらいしか作れませんでした。重い野菜を担ぎ、ニンジンやジャガイモが煮えなくて苦労することも度々ありましたが、自然や山仲間に囲まれて、その上に腹ぺこも加わり、腹さえ膨れれば満足していたものです。   土曜日は集まった後輩達と自然の中で酒を飲み、翌日の好天を祈りながら誰かれとなく歌いだ
斜面斜面斜面斜面のののの削削削削りりりり始始始始めめめめ。。。。真真真真んんんん中中中中、、、、スコップスコップスコップスコップにににに寄寄寄寄りかかっているのがりかかっているのがりかかっているのがりかかっているのが、、、、筆者筆者筆者筆者    
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「山小屋建設」と言えば、三つの場面が思い浮かびます。 まず、一つ目は「山小屋を造ろう」と総会で提案された時の喧々諤々、丁々発止の意見の応酬場面、二つ目は、山へ行くといえば「京都北山二の谷」で、朝から晩まで資材運びをしたこと、そして三つ目は山小屋が完成して１年ほど過ぎてから屋根に上ってペンキ塗りなどを手伝った時のことなどです。  一つ目の話ですが、会合の場所は衣笠の理工学部の木造校舎の教室だったと覚えております。「山小屋建設推進」の意見と、「同好会として会員が自発的に建設に参加しているようでは、絶対に無理だ」と言う意見とが、ぶつかり合って午後１時頃から夕方近くまで延々と会議が続いていたように記憶しております。当

時１回生で入会してすぐのことで、状況がよく分からなかった私は、ただ理解しようと懸命に聞いていたように思います。  二つ目の思い出は、建設することが決まり「新潟県妙高々原・笹ヶ峰牧場」でのＰＲ夏合宿、そして、「長野県北安曇郡・南小谷スキー場」でのＰＲスキー合宿を経て資金が集まり、本格的に建設に取り掛かった時の思い出です。毎年、春休みの３月下旬頃には「旧人合宿」が行われるのですが、この年（昭和３７年）の春はその代わりとして「山小屋建設」のための合宿となりました。現在山小屋がある二の谷の入口から５分ほど登ったところに「飯場」と称してテントを３つ４つ張りました。資材の運搬具がありませんので、シュラフや飯ごうなどの個人の荷物を全部テントの中に放り出し、空に

仲間仲間仲間仲間とととと作作作作ったったったった炭焼窯炭焼窯炭焼窯炭焼窯。。。。実際実際実際実際のののの炭焼炭焼炭焼炭焼もももも体体体体

験験験験。。。。学生時代学生時代学生時代学生時代とととと変変変変わらないわらないわらないわらない筆者筆者筆者筆者     総会は大荒れ、ボッカは辛い、勾配50度の屋根のペンキ塗り――ワンゲル生活のなかの強烈な思い出だ。現在はリタイアして、里山保全のボランティアをしている。緑の自然との付き合いは、やはり絶えることがない。この4月には炭焼の体験もした。充実した生活だ。 
福井 邦彦 昭和昭和昭和昭和40404040年卒年卒年卒年卒    
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す雰囲気は最高でした。山と歌、そこには共通する人間的な感情がありました。ヤンレー節に始まり、秦、奥村君のコーラスでダニーボーイやタンクローの倉橋君が歌うヨーデルは今でも印象に残っています。  山で飲む酒、これがまた旨い。ある時、二の谷出合い近くの炭焼小屋に数人で泊った時のことです。酒を飲み賑やかに話が盛り上がっていました。しかし、夜7時頃に酒が無くなりました。 「芹生で買ってきます」と瀬端君。夜道は危ないので、制止しましたが、聞き入れず、エレキ片手に出かけていきました。酒屋をたたき起こし、日本酒を担いで無事帰ってきた時は、それは嬉しくて皆で夜遅くまで飲み直し、楽しい夜を過ごしました。（（（（注注注注＝＝＝＝末尾参照末尾参照末尾参照末尾参照））））   雨が降り、ボッカして帰ってくるまでに飯が炊けず迷惑をかけた記憶はないのですが、季節は前後しますがある夏のことでした。出町柳の最終電車に乗り、貴船口より夜中歩いて二の谷に入る時でした。芹生峠付近から雨が降り出し、集落を過ぎる頃には、さらに激しくなり夜も明けてきまし

た。山道に入る手前まで来ると、広場でキﾔンプをしていた中学生らしい男の子数人が、通り過ぎる私達を見て、驚いた顔をして立っていました。声をかけ、事情を聞くと雨で飯が焚けず困っているとのことでした。 早朝に二の谷のテントサイトに着く予定でしたが、通り過ぎる訳にもいかず二人で火を熾（おこ）すのですが、なかなか燃えてくれず大変苦労した記憶があります。私と大原君だったか、野田君だったかはっきり思い出せません。子供達にご飯を食べさせ、テントサイトに着いた時は予定の時間をかなり過ぎていました。  私は山靴を履いて歩くのが好きです。豊かな自然が満喫できる山道を求め、これからも歩き続けたいと思っています。  最後になりましたが、ＲＵＷＶの今後のご活躍を祈ります。  （（（（編集部注編集部注編集部注編集部注）＝）＝）＝）＝当時当時当時当時のののの芹生芹生芹生芹生はははは7777、、、、8888軒軒軒軒のののの家家家家しかなくしかなくしかなくしかなく、、、、したがってしたがってしたがってしたがって、、、、酒屋酒屋酒屋酒屋はなかったはなかったはなかったはなかった。。。。トラックトラックトラックトラックをををを出出出出してしてしてして京京京京都都都都のののの町町町町へへへへ買出買出買出買出しにしにしにしに行行行行きききき、、、、日用品日用品日用品日用品などをなどをなどをなどを共同購入共同購入共同購入共同購入してしてしてして倉庫倉庫倉庫倉庫にににに入入入入れていたれていたれていたれていた。。。。したがってしたがってしたがってしたがって、、、、それをそれをそれをそれを分分分分けてもらけてもらけてもらけてもらわないとわないとわないとわないと入手入手入手入手できなかったできなかったできなかったできなかった。。。。    

●特集・山小屋はこうして完成した● 

なったキスリングを持って渓流沿いの木馬道を芹生の村まで駆け下ります。道端に砂利、砂、セメント、コンクリートブロック、鉄骨などの建設資材がトラックで運ばれてきて降ろされています。そして、鬼より怖い先輩が待ち構えていまして、キスリングの口を開けると、砂や砂

利などを大きなスコップですくって、どんどんと入れてくれます。今でも覚えているのは、１年上のＭ先輩は、にやりと笑って「福井には、スペシャルサービスをしてやる」と言いながら、いつも多めに砂利や砂を入れられました。重さは腰にこたえますし、それを担いだとき、しばらくすると腕の血流が止まって痺れ、手の指がむくんでいました。また、砂はキスリングのミシン目に入り込むので、黒くしみが残り、家で洗ってもとれませんでした。でも汚いままに４年間使い続けました。また、コンクリートブロックを担ぐと角が当たります。背中の皮膚がむけそうになって痛いので背負子が欲しいのですが、少ししかないので、やむなくキスリングに入れました。普通は

２個、頑張っても３個しか運べませんが、同期の河原君は細い体でしたが、背負子で４個運んでいました。建設現場までの木馬道でその重みで横木が折れ、立ち姿のまま「股裂き」に遭った事もありました。さぞ痛かったであろうと思います。  三つ目は屋根のペンキ塗りです。傾斜が５０度位ありますので、表側の屋根を塗る時には、ロープを腰に結んで裏側から引っぱってもらわないと立つことができず、ずり落ちてしまいます。裏側を塗るときも同様です。もう一人に屋根のてっぺんでペンキの入ったバケツを持ってもらい、ズボンを赤い色で汚しながら塗りました。足の裏も真っ赤に染まり、洗ってもなかなか取れませんでした。今となっては良い思い出です。山小屋に行って屋根やブロックの壁を見ると４０年以上前の光景が、昨日のように浮かんできます。  今は、定年で職を離れましたので、地元の大阪府島本町で「森林ボランティア」に入って「里山保全」を手伝っております。もう丸４年になります。最初は「せっかく植えた木を何で間伐するのか」分かりませんでしたが、杉や桧の人工林を元気にしてやる為の作業だという事が分かりました。人間が植えた木は「間伐、枝打ち、下草刈りなど」人間が手入れをしないとうまく育たないのです。戦後の昭和２０年代に植えられた木は、今は立派に育っていますが安価な外材が輸入されるために、日本には豊富な森林があるのにあまり利用されていません。山の持ち主も高齢化のため手入れが出来ない山がたくさんあります。 ボランティアで出来る事は微々たるものですが、これからも里山保全を手伝ってゆこうと思います。ちょっと大げさですが「森林を保全する事により、地球の温

勾配勾配勾配勾配50505050度度度度のののの屋根屋根屋根屋根ののののペンキペンキペンキペンキ塗塗塗塗りりりり。。。。梯子梯子梯子梯子とととと命綱命綱命綱命綱だけがだけがだけがだけが頼頼頼頼りりりり    
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暖化を防ぎ、水、空気の汚れが少しでもなくなるよう頑張りたい」と思います。 また、昨年の秋からボランティアの仲間と一緒に「炭焼窯つくり」に取り掛かっていましたが、３月に完成いたしました。山小屋建設のような運搬作業はしませんでしたが、建設に使う資材は同じような物です。煉瓦を何段も積上げて並べておいて、粘土を隙間なく詰め込んで、空気が漏れないように壁を固めねばなりません。天井は丸く、そして落ちないように鉄骨で骨組みを作っておいてから、粘土で覆っていきます。それに、炭材を５００キロも山から切り出してきて窯に詰める作業は大変でした。４月の第１週目には、炭が取り出せる予定です。 山小屋が完成した時も感激しましたが、炭焼窯から炭を取り出す時も感激すると思います。ボランティアでも炭窯ができるかどうか心配される方もおられましたが、私は山小屋建設の経験で分かっていましたので、全く心配していませんでした。  学生時代の良い経験が６０歳を過ぎた今、大いに役立っています。山小屋は、私達の心の故郷です。時間をつくって何度でも行きたいと思います。有難うござい ました。 

梯子梯子梯子梯子をををを這這這這わせてわせてわせてわせて、、、、屋根屋根屋根屋根ののののペンキペンキペンキペンキをををを塗塗塗塗ったったったった思思思思いいいい出出出出はははは忘忘忘忘れられれられれられれられ

ないとないとないとないと福井福井福井福井さんさんさんさん（（（（左左左左）。）。）。）。右右右右はははは山内山内山内山内さんさんさんさん    

全荷重が腰に!! ブロック 
4   枚  

手作手作手作手作りりりりハウスハウスハウスハウス・・・・自分自分自分自分のののの城城城城のののの中中中中のののの筆者筆者筆者筆者    
 何十年ぶりかで見る写真。昔のわが雄姿を見て感動した。自分の青春を雄弁に語る1枚の写真。50キロの身体に60キロを軽々と担いでいる。山登りもボッカも辛い。だが、そこに人生の縮図がある。じっと見ていると、ただ1枚の写真が、哲学的でさえある。 

川原 祥晁 昭和昭和昭和昭和40404040年卒年卒年卒年卒    ボッカ（歩荷）とは、機械的に運べない場所で、人が荷を運搬する手段である。花脊の奥山に山小屋を建てると聞き、建設資材の搬送が最重要課題であることは間違いない。  建設の初め頃は、興味もあり多数の人が入り、順調に進行したが日数が経過していくに従ってボッカ隊員がいなくなり、工事に遅れが出だした。  ある時期では、ボッカを強制する議論もあったが、本同好会の特色でもある自主性を尊重していたため、強制はしなかった。  京大が比良山に山小屋を建設した時も同様の課題があったが、ボッカの強制をし、山小屋を完成させたと聞いた。そのことからもわが山小屋の価値は違っていて、それは燦然と輝いている。 

 当時２回生、この頃から山小屋建設が始まった。芹生の寺子屋横の広い空き地があり、そこが建設資材置き場となっていた。建設初期の頃の資材は、セメント、砂、バラスがほとんどだった。その後ブロックになり、木材などとなった。 教科の履修時間が許せば山小屋に入り、一日はボッカで始まりボッカで終わった。多いときには1日5、6回往復していたものだ。当年満65歳、なんと時間が経過したことか。 当時を思い起こすには、頭の中の奥の方にある古いハンガーを探し、引っ張り出さねばならない思いである。  先般、2005年9月4日、何十年振りかに山小屋に行った時に、先輩の鈴木さんから当時の小屋建設
24    
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の冊子を見せて頂き、昔のわが姿を思い出し感動した。  その中のコピー写真１枚に、ブロック４枚、60キログラムを背負子で担いでいる自分の写真が目に飛び込んできた。 

 当時の体重50キログラム程で、60キログラムを担いでいた。皆からは、そんなに無理しないでいいのにと心配していただいたが、その日は体調もよかったのか60キログラムを背負って２往復したことを覚えている。  確かに全荷重が腰にずっしりとのし掛かり、肩と胸が２本の紐で締め付けられた。はじめのうちは、両腕の血管が圧迫されて止血された状態でしびれ、感覚が麻痺してきた。しばらくすると慣れてくるようになった。  ボッカの道中では何を考え歩いていたのだろう

か、重ければ重い程、鎌首が真下に向き、転倒しないようにひたすら足下を見ているため、石ころだけが目に入ってくる。 首を上げて周囲の景色を楽しむ余裕もゆとりもなかった。ただ二の谷へたどり着くことだ。  途中一度、石につまずいて転んだことがあった、単独で起き上がろうとしたが、ブロックがずれて無理だった。山小屋でブロックを下ろすと一服し、また芹生に向かう。この時は空荷のため腰が宙に浮いたごとく往路の半分位の時間で行くことができた。  山登りもボッカも、どちらも辛い、これは人生の縮図でもある。重荷を背負い山道をゆっくり、一歩一歩と歩くさまは正に人生そのものだと思う。重荷を担いでいる時は辛いが、その後に必ず喜びや楽しみがある。ましてや重いのを担げば担ぐほど、自分との戦いであり、その苦しみの克服や達成で満足感と同時に自信がついてくる。 私自身にとって山小屋建設は、今考えると、青春時代を謳歌し一番輝いていた時期ではなかったか？ そして貴重な思い出と自信を与えてくれた時期であった。そのころに感謝したい。その後も勤務を続けながら、52歳から約9年間一人で自宅の空地に2.5階建て（3×５メートル）、軽量鉄骨の別小屋を建てた。まさに山小屋建設の経験・自信の成果だと思っている。 

肩肩肩肩とととと胸胸胸胸がががが２２２２本本本本のののの紐紐紐紐でででで締締締締めめめめ付付付付けられるけられるけられるけられる。。。。しばらくするしばらくするしばらくするしばらくする

としびれがきて
としびれがきて
としびれがきて
としびれがきて、、、、感覚感覚感覚感覚がががが麻痺麻痺麻痺麻痺してくるしてくるしてくるしてくる。。。。何何何何もももも考考考考ええええ

ずずずず、、、、ただただただただ、、、、ひたすらひたすらひたすらひたすら歩歩歩歩をををを進進進進めるのみめるのみめるのみめるのみ    

河原さんが平成4年4月から同13年11月までの9年半に造り上げた手作りハウス。独力で、しかも土日だけの労力で造り上げた。「一度造ってみようと思っていた」と、河原さん。山小屋へ傾けたあの情熱がここでも生きている。ちなみにパソコンも自作。なんでも造っちゃおうの精神が、65歳の今もあふれ出ている。（編集部） 
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司会 本日はお忙しいところ、ご参集いただきありがとうございます。山小屋が完成してすでに45年がたちます。それを一つの区切りとして、45周年の「漂雲」特別号を電子出版で出そうという話が進んでいます。そこで、本日お集まりいただき、山小屋建設の端緒となったこと、さらには苦労話など、心おきなくお話ししていただきたいと思います。それではまず、山小屋を作ろうという話はどこから出てきたのでしょうか。 鈴木 僕らが一回生の時の旧人合宿が大峰縦走でした。その最後の深仙小屋で、一回生10人ほどが一泊余分に沈殿して、残った食料を全部もらって、「食っちゃ寝、食っちゃ寝」していたんです。その時に、こんな山小屋があったらいいな、

     昭和昭和昭和昭和３８３８３８３８年卒年卒年卒年卒    吉原 芳文     昭和昭和昭和昭和３９３９３９３９年卒年卒年卒年卒    湯浅修太郎 

柴  弘一 

鈴木 正博     昭和昭和昭和昭和４０４０４０４０年卒年卒年卒年卒    瀬端 武男     昭和昭和昭和昭和４１４１４１４１年卒年卒年卒年卒    小野 拓男 

松久 昌司（（（（司会司会司会司会）））） 

座談会出席者 

座談会出席者座談会出席者座談会出席者座談会出席者。。。。写真写真写真写真はははは左左左左からからからから松久松久松久松久、、、、柴柴柴柴、、、、吉原吉原吉原吉原、、、、小野小野小野小野、、、、鈴木鈴木鈴木鈴木、、、、湯浅湯浅湯浅湯浅、、、、瀬端瀬端瀬端瀬端のののの各氏各氏各氏各氏    
 山小屋が完成して、45年になる。ここに参集したのは実質建設に携わったメンバーたちであ

る。そこで、45周年を期に建設に至る経緯、その過程、かくれた苦労話など存分に語っても

らった。約半世紀前のエネルギーに満ち溢れた青年たちの息吹きが感じられれば成功である。

世相はこのころから、右肩上がりの成長を続けそれを支えたのが、この年代でもある。山小屋

が誕生した「時代のバイタリティ」を感じていただきたいと思う。        （（（（編集編集編集編集）））） 

ＲＵＷＶＲＵＷＶＲＵＷＶＲＵＷＶ    



という話が出た。 柴 先輩に気を遣うことなく、気の合ったものが自由に使えて、駄弁れるような、何をしようと勝手というような小屋があったらいいなあ、と僕が言いまし た。そ して、皆がそんな感じをもって話をしたと思う。 鈴木 翌年、僕らが二回生になって比良の望武小屋を基地に2泊3日で新人合宿があった。そのときも食料が余った。再 び、二回生が10人ばかり余分に一泊してダべリングを楽しんだ。やはり、こんな山小屋があったらなあ、という話になった。 司会 その後、京大ワンゲルの山小屋が比良にできたんですね。 鈴木 比良のヘク谷にブロック建ての小屋を作ったというような話が、理工の方から入ってきて、ピンボケの写真を一枚見せられた。こうして、クラブの中からも小屋待望論が出てきた。折も折、理工の木村君のお姉さんが大阪市大の建築科の学生で、設計図を書いてくれた。 柴 場所が決まってから書いてもらったのかな？ 湯浅 後で場所探しにあちこち行ったこともあるが、この時点では、土地の選定はまだなかった。 鈴木 話としては、京大ＷＶの山小屋ができたと言う話しか知らなくて、湯浅君の話のように、京大の小屋を実地に見に行ったりもした。その中に木村君が入っていた。そして、木村君が姉さんに頼んで、設計図が先にできてしまった。 司会 その設計図はどんなものだったんでしょう。 鈴木 鉄筋ブロック建てで板の間と土間だけの簡単なものだ。そのとき、資材費の総額を見積もってもらったところ、14万円でできると言う。ある時の総会で、この金額なら僕らの手の届く数字ではないかと言うことになり、ポンと背中を押されたようなかっこうになった。 司会 すると、ここからいよいよ場所探しということになるんですね。 鈴木 順序が逆なのだが、大野さんを委員長とする第1次山小屋建設委員会が出来て、主として山小屋の適地を探し始めた。当初、スキーが出来ることを前提としていたため、スキー合宿をしていた南小谷、夏山登山のできるアルプスというのも

候補だったが、手軽に行けるということが必要な条件となった。 柴 あのころは、アルプス派と手軽に行ける北山周辺派と二派があった。しかし、アルプスとなると再々行けるわけではなく、半年は空き家になる。すると、やっぱり近い方がいいということになった。 小野 山小屋などまったくいらないという主張はなかったのですか？ 湯浅 それは、あったな。そのときのクラブの現状をみると、装備が十分でない。会費なども知れたもので、山小屋よりも、もっと充実した装備がほしいというのである。ワンダーフォーゲルというのは、漂泊するのが本意なのに、一か所に定着するのはおかしいというのである。 柴 それは主に先輩連中だった（笑）。ワンダーフォーゲルというのは、あてどもなく漂泊するのが本当の目指すところであって、一地点にとどまるのはおかしいのではないか、と言うのである。 司会 しかし、山小屋を造りたいという意思は、先輩から流れてきていたものではないのですか？ 鈴木 それは少し僭越かもしれないが、僕らの回生が中心になって進めてきたように思う。これに大野さんはじめ一部の先輩が乗っかってきてくれた。 柴 そしたら、次に資金はどうするのだ、ということになった。当時は本校と理工に分かれていたから、設計や建設などハードの面については理工がやってほしい、その代り資金繰り、金儲けは本校がやる（笑）、ということになった。その結果、ＰＲスキーなどを本校の者が推進することになった。 鈴木 当時の山小屋会計を見ると、理工山小屋代17700円、本校山小屋代57500円となっている。その時の会員数は175人くらいだったから、部員からは一人500円だけもらう。外部からの協賛金などは受け取らない。その代わり自分たちで稼ぐ。昭和37年2月14日から18日にかけて第3回ＰＲスキーを行っている。一般学生を160人連れて行って、そのときの上りが一回約10万円である。 柴 僕も山日記に書いている。一人当たり2600円集めている。そして、スキー場の宿泊代は、一泊420円。 鈴木 当時の白馬山麓のスキー民宿の相場が3食付きで400円だったのを350円に値引きしてもらって収益を膨らませた。 柴 おれが値切ったんや。（笑） 鈴木 2600円のうちの600円は、デザート代、それから怪我をしたときの医者代や薬代など、面倒は全部見ることにした。その600円というのが原資の柱になった。池の田にしろ蕨にしろ民宿からゲレンデまで行くのに、20分ばかり歩いて登らな

自由自由自由自由なななな空間空間空間空間がががが欲欲欲欲しかったとしかったとしかったとしかったと語語語語るるるる柴柴柴柴さんさんさんさん    
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ければならない。その結果、体が温まり、足腰の運動ができて怪我をしない。デザート代、怪我、薬代などが、大きく浮くことになった。 柴 そのうえ、コーチ代500円も取ってる。 鈴木 一シーズン大体10万円ぐらいの収入があった。14万円あった年もある。そんなわけで、山小屋の資材費として14万円ぐらいなら、自分達でできるじゃないかという考えが底辺にあった。 吉原 そのころの社会情勢を見ても、旅行業者も少ない、団体ツアーもない。一方、我々は十分スキーをして、民宿とも懇意だった。だから、宿泊費も低く抑えられた。それから、当時は学割があった。 湯浅 それも裏話があって、参加者から学割を集めて、みな破棄した。時効だから話すけれど（笑）、そして学生のみの団体割引が適用になって、さらに格安になった。 吉原 すごい手、使ったんやな。 湯浅 それに元国鉄の副総裁を使った？ 鈴木 天坊という全国区の参議院議員が茨木にいて、そこへ行って「私ら、200人分の票があります」と 言 って（笑）、大阪駅の駅長に口を利いてもらい車両を貸切にしてくださ い、と交渉し た。そうしたら、新潟行の鈍行 は、一両だけは貸切にできるとい う。あ との一両は、「お 前 ら、先に乗って占領して座席を確保すれば、いいではないか」ということで、二両を貸しきり状態にするという要望が実現できた。 湯浅 誰だったかな、天坊参議院議員の親戚だと言っていたな。 鈴木 岩本（旧姓＝内藤）だったかな？ これはオフレコかもしれないな。 柴 40年もたてば時効だよ（笑）。 吉原 当時僕らが立命に通うために国鉄の大阪―京都間の運賃が100円だった。学割の定期が540円ほどだったかな。3、4日使えば元が取れた。それから市電、学校までの往復運賃が25円だった。だから、その時の10万円というのは非常に大きい。 鈴木 河原町のルーチェというクラッシックの音楽を流している純喫茶のコーヒーがあのころ少し

高くて60円だった。それから寺町通りのすし屋のすしが一皿20円。学校を卒業して、初任給が1万何千円かだった。 湯浅 学食の一番安いのが40円だったかな。 吉原 先程、ＰＲスキーでの10万円という話があったが、それは大きな数字だったんだね。 司会 当時の立命は、本校（広小路）と理工（衣笠）に分かれていた。月一回の総会だけではなかなか山小屋建設への意思統一が取れないのでは？ 湯浅 理工と本校、距離がある。あのころは、60年安保改定の時代で、丸山公園へ行った帰りに本校へ寄ったりした。そんなことが、図らずも意思の疎通を促進した。理工は、森村さん、打越さんあたりが、山小屋の話にものすごく乗ってきてくれた。そんな時、京都の「趣味登」に山小屋の適地はないかといって、よく訪ねたものだ。木村君も夜遅く会長のところへ行こうと言うので一緒したことがあります。その時に二の谷とか三の谷とかの候補地はどうかと挙げてもらった。京大のＷＶ小屋へは河合さんなんかと行きました。なんか一見した感じでは、「チャチやなあ（笑）」と思った。ずいぶん小さいという印象を持ちました。私としては比良の望武小屋をイメージしていたので、小さく感じ、もっと大きい方がいいなと思ったものです。 鈴木 先に設計図ができて、場所の選定のために「趣味登」に聞きに行ったりして、候補地が北山で六か所出てきた。裏銀座の話とか、二の谷、三の谷とかが出てきた。二の谷になったのは、どうも、花背でスキーができることが大きかったようです。それと、木村君なんかの考え方は、「所要時間が1、2時間で、交通費も200円くらいまでで行ける所」であった。手軽に行けるということが北山に固まった最大のポイントだと思う。そして、実際に建設へ動き出した時、ＣＬ、リーダー会が交代した。つまり、吉原さんから、湯浅君へとバトンが渡された。吉原さんがなぜ姿を消していたか？ それは、スキーで足を折って（笑）、加われなかった。僕が1回生、2回生のころは、ものすごいバイタリティの持ち主で、密かに「熊」と命名していた。 吉原 スキー合宿がすんで、居残っていて足を骨折した。その前の年に、今の山小屋建設の話が出てきた。先輩方はみんな反対だった。だけど、先輩の人数が少なくて、下の回生の数がだんだん増えてきて、ワンゲルの最盛期を迎えていた。だから、小屋について調べたり、それからＰＲスキーとかの実施など、人数に頼っても推進できた。 瀬端 本当にうまいタイミングだった。 湯浅 それに適材適所というか、それぞれが能力の発揮する場所があった。 司会 設計図を描いてもらったときに、資材費と

すごいすごいすごいすごい手使手使手使手使ったんやなとったんやなとったんやなとったんやなと吉原吉原吉原吉原さんさんさんさん    
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して約14万円という数字が出ましたね。そして、その14万円というのは、ＰＲスキーをしていた経験から、「これなら手が届きそうだ」という実感があって、山小屋という夢が膨らんでいった。そして、プロジェクトが具体的に動き出した。 鈴木 昭和37年3月13日のリーダー会で、場所が決定した。私はこのときリーダー会からの要請で、山小屋の賃貸借契約締結に参加することとなった。ところが、山小屋の候補地、現在の場所だが、森林法の中の保安林の水源涵養林の指定があることが判っ た。そんな経緯で僕は物部さんとの賃貸借契約に参加することに な っ たが、そ れ は手続き上大変だということだったか ら だ。さら に は、第三次山小屋建設委員長にされてしま っ た。早速翌 日 の 3月14日に湯浅、木 村、秦、奥村、高木、私の六人で物部宅訪問と予定地を見に行った。 司会 その時はすでに契約はできていたんですか？ 鈴木 まだ、口頭での了承だった。文書にしたくないという意識が地主側にあった。しかし、僕等は学校に契約書を提出しなければならないといって、何とか書類の上での締結をお願いした。すると先方は、すでに植林期に入っていて忙しいので、後日書類を交わそうということになり、二の谷ならばどこでもかまわないと言う了承を得ていた。そこで僕達六人はその足で現地に行った。ところがその場所はまだ積雪10センチばかりが残っていた。斜面は北西方向に上り坂になっていて、私が木に登り、四人に平面図に従って四隅に立ってもらい、完成をイメージした。その頃は斜面の下に岩盤があることなど想像すらしなかった。その時は二の谷の上からおりてくる通路には木馬道があったくらいだ。実際の工事でも削り取った土を小屋建設地の前に出し、その結果ベランダ部分が広く取れた。建築強度の関係では、盛り土手前の削ったところをさらに掘って基礎コンを立ち上げたので、強度確保は万全だった。盛り土部分は全てベランダに利用した。ところが、スロープの

かかりに20年生くらいの雑木が2、3本あった。これは切り倒さんといかんなという話になったが、工事が始まると「かわいそう」という気分になって、盛り土したベランダの最先端部に移植しようということになった。現在最後の登り口にある曲がった雑木などはそんなわけで移植したものだ。 柴 削り取った斜面の底辺からの高さはどのくらいだったんだろう。 鈴木 身の丈の2倍から3倍ぐらいあったと思う。工事の最初はまず、熊笹を刈っていった。それから根っ子を掘り起こし、ツルハシとスコップで掘り進んだ。だから、道具はツルハシ、スコップ、鎌、それだけしかない。最初は、竹で編んだモッコで土を運んでいたが、面倒臭くなって、人数が居る時はバケツの手渡しで土を運んだ。そうしていたら岩盤が出てきた。えらいことになったと思った。だけど進めなければしようがない。ツルハシで、コンコン、コンコンと割り出して作業を進めた。だから、今の山小屋のドアのある法面から先は全部埋め立てたところだ。そうしてできた広場だが、あそこにスペースがあるとないでは大きな違いだ。 小野 岩盤に手をつけた時、地主は何も言わなかったのか。 鈴木 地主は、二の谷ならばどこでもいいという考えだった。しかし水源涵養林ということで、大規模な工事はできないわけですよ。土砂を崩すと水質汚染や洪水の原因になる問題があって、雑木ばかりだった。 湯浅 水源涵養林でヤバいと始めて判ったのは、周山へ行って土地の所有者を調べた時、水源涵養林と記載されていたのが始まりです。 小野 そうすると、保安林の許可は、というよりも、作業が先行していたわけですね。 柴 まあ、後追いやね。事後処理かな。 鈴木 総会ではね、そんなの後からせい、事後報告でいいから、ということになって、すべてお前に任す、一任！ ということになった。それではということで、まず、京都府庁の林務課へ行ったが、この許認可権限は京北町の地方事務所長にあるということを聞いた。それで4月の29日、天皇誕生日（当時）か何かに奥村と一緒に出かけた。そして、5月1日メーデーの日に国鉄バスに乗って昼前に京都市内に戻って来た。そして午後からの総会で、その結果報告をした。後日談だが、僕がミスして、許可が下りる時期が少し遅れた。既許可の標題を丸写ししてきたため、自分達の山小屋建設工事申請のタイトルが、放牧場の申請になってしまった。それを書き改めて、5月4日の早朝花背に住んでおられる物部新三郎さんから「土地使用承諾書」を新たに書いてもらい、新人合宿中の奥村さんに単独で、8時35分のバスに乗って周山

巨大な岩盤が出現 

許可許可許可許可よりよりよりより作業作業作業作業がががが先行先行先行先行したしたしたした？ ？ ？ ？ とととと小野小野小野小野さんさんさんさん    
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の地方事務所へ届け出てもらった。そして5月の末に許可が下りたというわけだが、それは山の斜面を削ったり平らにする、その上の鉄筋ブロック建ての山小屋を建設する、ということの許可であって、建物の登記などはしていない。また一般の建物のように登記はできないかもしれない。 司会 あそこも含めて、全部物部さんのものなんですか。 鈴木 二の谷はすべて物部さん所有だった。だから、二の谷のどこにでも小屋を造って良いという話だった。それに、物部さんの奥さんが、小屋から少し下の方に山椒の木があって、シーズンにはそれを取りに来ていたことがある。また、家の前にはチマキ用の笹を干していることもあった。二の谷は、そんな風な使われ方だったね。 吉原 だけど、われわれの小屋以外に、あんなにいい場所はないね。 鈴木 そうです。谷がちょっとカーブしているから、深い谷のように見える。それと、ベランダをよく造ったな、と思うね。 吉原 そうだね、あのスペースはいいよね。 司会 そんなことで、スタートした山小屋建設だが、どんなふうに進めていったのですか？ 鈴木 クラブでは例年３月末から4月はじめにかけて旧人合宿をやっていた。この年は3月25日から、ちょっと延長して4月14日までとし、5班に分けて山小屋に入った。先ほど話に出た炭焼小屋跡地にテントを張ってベースキャンプとし、初日は打越先輩言うところの「近代工事は道造りから」とばかりに、沢にかける橋を整備することになった。テントサイトの北側には一抱えもある杉丸太があって、それを持ってくるのにワイヤーを使って10人ほどで引っ張ったことがある。それが今でも残っている。 湯浅 残ってる、残ってる。 鈴木 大分削げてきたけれども節だけが角のように残っている。その初日テント泊の翌朝は雪が降った。その後斜面けずりと併行してボッカをやり始めたわけです。そしていよいよ新学期、1年生が入ってくる。新人合宿が5月のゴールデンウイークに行われた。花背スキー場にテント10張りぐらい張って集結した。その時に、私は誰かともめたことがある。「新人合宿全部を山小屋建設に投入するのはだめだ」という意見が出た。しかし、君たち1年生はそんなこととは知らずにボッカに駆り出された。 吉原 小野君、松久君らは肉体的にしんどいところから入ったんやな。整地がほぼ終わりかけて、これから本格的にボッカという時に入ってきた（笑）。 小野 だから、われわれが最初に見た時は、岩盤が露出した斜面をＬ字型に整地し終わっていた。

平らになっていて、ここに立つんだぞという話から、われわれ 一 年 生 の Ｗ Ｖ 人 生 が 始 ま っ た（笑）。 吉原 手をつけたのが3月の末だろう。そして出来たのが、12月初旬だろう。約8か月かけて出来上がったのだが、実は私は神主が本職であって、今日も地鎮祭の話があった。「いつ完成ですか」と聞いたら、5月ですという。それを考えたら、山小屋の方がどれだけ、気合が入っているか。 鈴木 それは僕らは学生だから、休みの時しか参加できないという問題があった。 湯浅 8か月でよくできたと思う。はじめ測量でも大野さんが、お前3メートル、お前4メートル、などと紐を持たせ、5メートルを割り出す。初めはみんな分からない。直角三角形やね。そして、敷地を決めていった。みんなああや、こうやと言っていたけれど、大野さんは土木だったから、みんなを引っ張った。 吉原 まあそうやな。みんな専門家の卵やからね。土木もおれば、法学もいる、経済もいるというわけで、すごいよな。 柴 山小屋をブロック積みにしたのもよかったね。普通山小屋というのは、ログハウスのように丸太を組んだイメージがあるんだけれど、ブロックにしたために、堅牢で長持ちした、その結果、今に残っている、それが大きな要因だと思う。 湯浅 しかも、防水ブロックだった。大変重たい。一つ四貫、4 つ で60キロあった。 司会 木で建てるよりも、ブロ ックの方が簡単というのもあったんですか？ 湯浅 それも ね、木 村君のねえさんが素人でもできるようにという設計をしてくれた。それから、鉄骨は米田さんの工場へ行って調達した。自分達で曲げたり、切断した。 鈴木 それから、あそこの基礎コンもすごい。捨てコンの上に逆Ｔ字型の基礎コンが立ち上がり60センチ、幅もブロックが余裕でおけ、しかも防水ブロックで広幅。ところが素人の悲しさ、立ち上がりの鉄筋が、順番においていくとブロックの穴と上手く設置できず、ぶつかる。最初から計算し

キャンプの初日は雪 
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て設定してないからね。だから、ぶつかると、ブロックをこまめに割って、失敗作も大分作った。 吉原 だけど少なくとも、昨年、一昨年と問題になったイーホームズとか姉歯設計のように、手を抜いてるのではなく、十分すぎることをしている。 柴  原理原則で、 過剰設計に近いようなものにさら に強固なことをし て い る。だ か ら 頑丈すぎるんだね。 湯 浅  鉄 骨 を 見 て、教科書通りで す な、こ れ は、 と臥梁、屋根の工事をした業者が 感心していた。 柴  それが故に、 今も保ってるんやね。 吉原  ブロックだ けにしても、すごい頑丈なブロッ クにしてあるから、こ れ は 初 め か ら意図していたのか。 鈴木  僕らは意図 していない。設計者が意図してい た。 吉原  そしたら、 今度の50周年記念の集いの時にで も、例えなにがし か の 感 謝 状 な り、記念品でも送ればよかった。 若い時はそんなことも気がつかな くて、と言ってね。 鈴木  向こうも勉 強のつもりだったかも。 司会  ベースにし ていたのは、炭焼き小屋の跡でし たね。 鈴木  あの炭焼小 屋跡は大分前から 使 わ れ て い な い。一の谷と二の 谷 の 間 に、も う 一つ炭焼小屋があ っ た。こ こ は雨 に降りこめられた時に避難小屋と し て 使 っ て いた。降り続く と 何 もすることがない の で、酒を飲も うということにな っ て、松井君 が 花背まで買いに行 っ て、そ こ の女 の子から胡散臭い目で見られたような事を当時「漂雲」に書いていた。そのころは、大きな食器でガブガブ飲んでいた。だから、酒やビールの空き瓶がゴロゴロしていた。それを集めて、また酒を買った（笑）。山小屋建設以前は比良の望武小屋をよく使っていた。そこのルート上に缶詰の空き缶やいろんなゴミが落ちていた。そこで、清掃ワンデリングをしよう、空き缶や空き瓶を拾い集めて、缶はプレスしてくず鉄屋に売ればいい。清掃と金儲けの一石二鳥になる、と言うことになり、江若鉄道へ申し入れて、リフトでプレスした缶を下ろす交渉をしたが、それは駄目で、当初の金儲けの案は実現できず、八雲ケ原に穴を掘って埋めただけだった。 吉原 今の比良の清掃の話で、秦の名前が一度新聞に載らなかったか？ 

柴 事前に多くの新聞社に宣伝したが、毎日新聞１社しか取り上げてくれなかった。 吉原 なんか読んだ記憶がある。 司会 ところで、山小屋の作業は夏休みも終わると、いよいよ追い込みに入っていたのか。あるいは技術的には行き詰っていたのですか? 鈴木 土日しか人数を投入できないので、スケジュールが遅れてくる。その上ブロック積みでは、3段以上一日で積み上げると、過剰重量でモルタルが沈むと言われていて、9段積み上げるのに日数がかかった。特に8、9段目は足場が不安定で綱渡り的なことでやってきた。ここまでくると、次は、ブロックの上に鉄骨を組んで木枠を造り、コンクリートを流し込むのだが、高い位置で重量物を流し込む と、下ブタがないので木枠が破裂す る。特に、四隅の臥梁は下に支える ものがないのに、たいへんな量のコ ンクリートを流し込まなければなら ない。これを支える方法が分からな かった。だからブロック9段が7月20 日にできたけれども、そこから先が 出来なかった。僕はこの問題で、夏 合宿に行く気になれなかった。その 時の正直な気持ちは「これで終わり かな」と思った。その時、中学校の 同級生で日大建築科の友人が関西に 来たので、山小屋に連れて行って意 見を聞いてみた。すると、いろいろ 解決策を言ってくれ た。「埋 め 殺 し」「は め 殺し」、上 部 の ブ ロックの両サイドに板を立てて、ワ イヤーで引っ張って、あるいは最近 だったら、ボルトを入れて、そのま まコンクリートを流し込んで埋めて しまう。また、四隅の臥梁の所は、 支える土台を作らないといけない。 それが分からず、結局「これは大工 を入れるしかしようがない」という ことになって、倉橋君が島田工務店 に交渉して見積書を作ってもらい、 九分通りそれで行くことになってい た。そこへ、湯浅君が大工を知って るという話が出てきて、島田工務店 との契約はちょっとストップだとい うことになった。だけど、あんまり 具体案が出てこない。多分見積もり とか、諸々の点で不調だったんだと 思う。そこで、再度島田工務店に交 渉し て、僕 ら がボッカしたり、手 伝ったりするということで、最終、10月30日に出てきた見積額は、一般会計を投入しても、私たちの手持ち資金では不足する。そこで、10万円は申し訳ないが3月末の支払いにしてほしいということにして、臥梁設営、屋根の工事を再開した。 
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湯浅 そして、基礎コンや臥梁のコンクリート打ちでは棒かなんかで上から突かんといかんのやね。一部、木枠を外すとコンクリート面が豆板みたいになってるでしょう。あれ、誰がやったんか、突くのが少なかったから、コンクリートが十分に充填されてないんです（笑）。また、後でコテで修復したところもある。 吉原 みんな大変な思いをしてやったんだな。だけど50周年の集いに200人以上来てくれて、果たしてどの程度のＯＢが関心を持ってくれたろうか。かつて先輩方が頑張って、造ってくれたんだ、という程度かも知れないね。 鈴木 永辻さんも来たけれども、一番よく来てくれたのは福村さんではないかと思います。 吉原 福村さんは、永辻さんやブーマンさんよりも一つ上やろ。一番上で、しかも今でもよく顔を見せてくれている。 湯浅 ボランティア活動しているのかな。 鈴木 京都の観光ガイドのボランティア活動をしているそうだ。実は本日永辻先輩にも声をかけていたが、同じボランティア団体の打ち上げが本日午後京都で 開 催 され、永辻さんはその打ち上げが前から決まって い る ので、残念だが今日は来られないということだった。福村さんも同じ仲間で、自分もそっちへ行く、と言っておられた。 吉原 今まで話してきたことを少し膨らませて、柴とか湯浅なんか、直接タッチしたものが原稿を書いてやるといいな。我々の同期では、薩摩君が書いてくれたらしいから。僕は書こうと思っても、スキーの怪我で、山小屋に関しては薄いからね。 鈴木 それから米田さん。彼はすごいんだ。オート三輪で資材のほとんどを運んでくれた。ある時、貴船から芹生峠の手前のところでがけが崩れていて、オート三輪はそれ以上先へは進めない。仕方なく砂とバラスをそこへ置いて、オート三輪

は帰ってもらった。そしたら、そこの崖崩れの工事現場で僕たちの資材の一部が使われてしまった。それで、後日掛け合いをして弁償してもらった。5000円受け取ったのかな。米田さんにはそれ以外にも、ペンキ塗りとかしてもらったし。 柴 屋根のペンキもそうやろ。ベンガラというか、立命カラーやろ。 鈴木 塗るに当たっては、屋根の勾配が50度やろ、普通に立ってられない。だから命綱を体に縛って、30センチ下ろせとか、50センチ下ろせと反対側で支えている人に指示しながら塗っていった。軽業師みたいな恰好で塗ってたな。 小野 屋根は、何度も塗り替えてるんですか。 柴 10年ぐらい前に、屋根は葺き替えている。鉄板葺きからカラー屋根に葺き替えている。 司会 小屋は合宿で何人ぐらいとまれたかな、50人ぐらいかなあ。 鈴 木  そう、50人ぐらいは泊まれる。 司会  2階の屋根と床の接するとこ ろ な どは、閉じ込められたような感じにな り ま すね。 吉原 そうやな、寝るときは、ピタッとくっついてシュラ フ に 入る。途中トイレに起きようものなら、帰ってきたら場所がない。あのころの山小屋はどこでも同じだった。今、この年になるともうあかんなあ。 鈴木 出来上がりをみると、2階の床がちょっとヤワイ感じがするね。そういう意味で、2階の床はやり直している。そして、11月の23日から25日は、準合宿ということで、最後の作業をやった。屋根のこと、はしごや床板を運んだりしている。このときは、花背から運んでいる。松久が、長い板を担いでいる写真があったやろ。 小野 今おっしゃったように、11月23日からですか、準合宿として材木を担ぎあげたんですね。 湯浅 足場の板とか、そういうものですね。 吉原 そうすると、その年1年生として入って、新人合宿、準合宿から、すべて小屋に――。 

座談会座談会座談会座談会ではではではでは、、、、資料資料資料資料などはなどはなどはなどは鈴木鈴木鈴木鈴木さんによってふんだんにさんによってふんだんにさんによってふんだんにさんによってふんだんに用意用意用意用意されたされたされたされた    
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小野 何かあれば担げ（笑）、ということで。 柴 えらい時に入ってきたな（笑）。 小野 おかげで、2年、3年、4年と小屋を十分に使うことができた。しかも、自分が建てたという自負のもとに使うことができた。それは大きいな。 司会 結局、建設に従事した者と後から入ってきた者の間には、意識のギャップがあったやろね。建てた者と、出来上がってから恩恵に浴している者とのね。 小野 スキー場の近く、あるいはスキーができること、というコンセプトもあって、我々もよくスキーに行った。 司会 小屋の前の斜面で滑っている連中もいたなあ（笑）。それはそうと、話は完成寸前まで来たけれども、意見の対立とか、そういうものはなかったのですか？ 鈴木 ゴールデンウイークまでは何とかなっていた山小屋建設も、いろいろと異論が出てきた。「やっぱり、山小屋ばかりではない」という問題があって、他所へ行くようになったりして、思うように動員できないようになってきた。だから、リーダー会なんかにも、もっと動員してくれよ、とか、何人必要だから、などと言ったこともある。臥梁の問題でデッドロックに乗り上げた時、まったくやる気が起こらなくなった。と言って、役目上、放っておくこともできない。夏合宿もやめることにした。そのころちょうどブロックも9段積めたけれどその先へ行くことができない。
「もうこれは、やめるしかないな」という気持ちにもなっていた。 司会 そこまで深刻になっていたのか。 鈴木 そう、ほっておくと鉄骨も錆びてくる。作業は進めないといけない、物も運ばないといけない、でもみんなの熱意が冷めてきたのなら、「僕も投げ出してしまおうかな」というような気になっていた。 湯浅 冷めてきたというよりも、合宿が飯豊朝日だったでしょう。東北の方は初めてだし、みんなの意識がそっちの方へわっと行ってしまった。でも九月になったらまた始まったな、ということになる。東北まで行ったのだからつづきでさらに北へパーワンにも出る、でも九月になったらまた山小屋へ戻ってくる。 瀬端 僕らは2回生だったけど、ただ運ぶだけ、夜になると飲んで、気楽だった。だから、鈴木さんのそういう苦労がわからなかった。 小野 瀬端さんとか我々のころは、山小屋を建てるための「頭脳」ではなかった。 柴 やはり役割分担というか、法律関係などは法学に任す、金儲けは経済に、理工は物理的なこと

を考えてもらう、と。 小野  1、2年 生 は 担げ、と。 瀬端 それに、1、2 年生が参加しようにも、これまでの経 緯 と かで、何 を する で も なか っ た。やはり担げとい う こ とだ っ た。あの 時、年 間220 日 も 山に入っている、皆 に 自慢していた。とにかく、山小屋へは私、よく行った方だと思う。 鈴木 しかも、バス代、食糧代などみんな自弁で。柴なんか、食当やっていたな。 柴 誰か書いとったで。柴が作った飯は食べられへん（笑）、って。 鈴木 僕らは、会を創設の時から「自主性、自主性」と言って、よその大学は体育会系で、錬成と称して下級生に砂を運ばせ、上級生は尻を叩いて追い上げた。奥村と奥村の彼女の3人で比良山望武小屋へ行ったとき、後ろからユニフォーム姿の甲南のワンゲルが10人ぐらい来た。今言ったように、上級生がヘルメットかぶって、棒持って、尻や頭叩いて練成をやっている。いやな感じがして、脇にそれて先にやらした。大分経って登って行ったのだが、すぐに追いついてしまう。しかし、そういうことをするから、彼らは体力もついて大分ハードなこともやっているのは事実。僕らは北アルプスなどへ行こうと思うと、何もしないわけにはいかない。御所の周りをランニングをしたり、山小屋のボッカなどでも、ブロック4個で60キロ、セメント一袋で50キロ、これを担ぎあげたからね、一時間かけて。それはあくまで自分の意志で持っていかんとあかん、担ぎあげないと小屋ができないという意識があった。ついでに言うと、最初はキスリングの中に砂とバラスを7杯がスタートだった。みんな、ヒイヒイハーハーいってたけど、慣れてくるとだんだん量が多くなって、9杯にし10杯にし、最終的には14杯。これをスーパーと言った。 司会 さていよいよ最後の作業となる。 鈴木 9月19日に、倉橋から大工さんの臥梁を除いた完成までの見積書を受け取った、23万5480円。現在の山小屋特別会計の手持ちが17万円。一

ボッカボッカボッカボッカしてしてしてして、、、、夜夜夜夜になるとになるとになるとになると飲飲飲飲んでんでんでんで、、、、1111、、、、2222回生回生回生回生はははは気楽気楽気楽気楽だったとだったとだったとだったと瀬端瀬端瀬端瀬端さんさんさんさん    
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般会計を管理している福井にどれくらいあるか聞いてみると、5、6万円はあるという。とても足りない、驚いた、と日記に書いている。まあ、こんな感じでやっていた。最初の見積りがこれで、いろいろ交渉の結果、16万8848円になった。 小野 総会で、金がない、ＰＲスキーで入ってくるんだけれど、その間のつなぎがない、というような議論をしていた記憶がある。だから、債券でも発行したらどうですか、と私は思っていた（笑）。 鈴木 それで、苦肉の策として、3月末に残りの10万円を払うこととして、その場をしのいだ。 司会 それでは、時間も迫ってきました。最後に、山小屋を生んだ、ＲＵＷＶの風土というのは何だったとお思いでしょうか。 柴 自由活発なところかなあ。クラブ自体が体育会に入ってしまうと、トレーニングはこうします、クラブの運営はこうします、とかいろんな規制がかかるんだろうけど。同好会のままでいたので、自分たちのしたいことができるというのが大きいと思う。 湯浅 そういう自由な空気はありましたね。合宿至上主義ということだけでなく、パー ワンもどんどんやれという 空 気 があ っ た。むしろパーワンが主体であ っ て、合宿は最低限に す る。とこ ろ が、体育会に入ると合宿を強制 し て くる。だから敢えて同好会を継続してきた。 司会 そうすると、クラブとしての自由さが大きかったといえますね。 鈴木 50人ぐらいまでならそうした意思の疎通ができる。だから自主性というのも、阿吽の呼吸で分かっている。それが170何人にもなると、幽霊会員もいて、つまり出てこない人も存在する。それらの把握はさらに困難になる。結果、リーダー会のコントロール、責任が負いきれない状況になってきた。そうすると自主性が機能しなくなってくる。 司会 僕は、一年生に入って初めての総会で、紛

糾するんですよね（笑）。それを見て、「なんだ、このクラブは」と思ったことがある。でも、その自由闊達さ、自由奔放さが、山小屋を生んだ原動力になっているのかなと思った。 小野 それとね、軸になった人たちが大人だったんだね。議論はするものの、冷静な判断ができる人が、歴代中心に座っていたんだね。 湯浅 幽霊会員でもね、山小屋を建てるまではドル箱だ（笑）と言っていた。月に一度か二度出て来る人でも、部費さえ払ってくれたら結構という考えだ。 瀬端 でも会則では、部費の滞納が三か月で退部となっていた。 鈴木 伝家の宝刀を発動するかどうかは、最初の間はしなかった。後になってしたけどね。 湯浅 だから幽霊会員は歓迎した時期もあったのだ。 柴 僕は漂雲の編集をしていたのだけれど、その前の第３号の編集責任者大原さんの時の会員数と、僕がやりだしてからの会員数は大幅に増えたので、何部印刷したらよいのかよくわからなかった。 司会 それは先に印刷しておいて、つまり見込み印刷していた。 柴 そう、それで、あと何部残っている、などと気をもんでいた。売れ口が少なくて、経費が回収できるのか悩んでいたんやろな。 司会 それと、湯浅さん、鈴木さんに伺いたいのですが、プロジェクトが走り出したものの、これが完成するという目算はありましたか。 湯浅 12月初めには間に合わんだろうと思っていたが、完成するとは思っていた。夏合宿はやはりしないといけない。だからそれが終わってからが勝負かなと思っていた。それに、今日初めて鈴木君が合宿に行ってなかったということを聞いた。胃に穴が開きそうになってたんやなあ、と思った。だけど、みんなパートパートで口には出さないけれど、頑張っていたんやな。そやから、目標を持って、自分で管理しながら、やっていた。ただ、総会はいつも荒れていた。逆にいえば、思いの丈を総会で言えたから、あと、すっきりしたんかなあとも思う。だから、陰口は全然入ってこなかった。 鈴木 彼はチーフリーダーやから、合宿や、会の行事をこなしていかないといけない。でも、僕は山小屋建設委員長だからね、建設を推進しなければならない。とにかく、動員をかけても集まらない、技術的にも臥梁のところでどうしていいか判からなくなった。もうこれで、終わりかなという感じになった。開き直って、やめようかなというように考えたこともあった。それである人に話したら、「そんなことをしたら、20人から30人のお

あえてあえてあえてあえて同好会同好会同好会同好会をををを維持維持維持維持したとしたとしたとしたと湯浅湯浅湯浅湯浅さんさんさんさん    
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前と一緒にやってきた人たちを裏切ることになるよ」と言われた。そうか、それではやめられないという気持ちも起こってきた。だから、自主性の結果できたというよりも、どちらかというと意地でできたと思う。当初は、自分たちで、という考えでスタートしたが、ブロック９段が積み終り、臥梁の手前でストップしてしまった。その後、丸太で足場を組んで臥梁設営、屋根葺きが実行できたことを考えると、やはり大工さんの手も必要だったし、すべてを自分たちで造るということは無理だった。 湯浅 だから最終的にはそれでいこう、つまり大工さんに入ってもらおうということになって、そこから先は加速度的に進行したね。 鈴木 さきほど小野君が言ったように、11月23日から25日を準合宿とした、この辺で最後の仕上げへとつながっていった。12月2日に瀬端たち2回生の最強軍団が梯子などを運び上げて、最後の作業をしてくれた。それを条件に、自分達の回生で山小屋を一番最初に使わせてくれと言って来た。それで最後の仕上げが可能となった。とにかく、完成式前にあそこでコンパをやったのは、彼ら2回生の集団だった（笑）。 小野  あまりにもあそこで酒を飲みすぎたな（笑）。 柴 暑いころに中だるみの雰囲気があった。で、このままではほっとかれへんぞ、誰もかれもがあきらめてしまったわけではない、あきらめたらそのままになってしまう。それで、また走り出した。 鈴木 一頓挫しかけたのはなぜかということだが、僕らも考えが及ばなかった。捨てコンから基礎をやって、そして立ち上がりの60センチがあって、その上にブロック9段がある。それを通常丸太等を組み立てて行う作業を、足場なしでやってたわけや。島田工務店は丸太を運んで足場を組んでやった。われわれはサーカスみたいにやってたわけやね。だからできなかった。そこが僕らには考えが及ばなかったんやね。それは無理もない、素人の集まりだったんだから。 湯浅 それでね、誰かが「素人でもできるブロック建築」という本を買ってきた（笑）。「皆、まわし読みやで、しっかりこれ読めよ」ゆうて読ん

だね。 柴 あのころはね、ブロック積みの建築というのは、一種のはやりだった。日本の在来建築の工法からみると、ブロックという部材を使うということはなかった。そのころが走りだった。 鈴木 そこへ防水ブロックを使った。さらに液体の防水剤も入れた。大鵬、山岡君は僕等の同級生で、土木科の学生、大相撲の横綱大鵬と生年月日が同じで、柔道もやっていて、大学の柔道部が対外試合する時に、助っ人として引っ張り出されたこともある力持ちだ。その彼が、それこそ50キロのセメントを抱えて、砂とバラスと、セメントを一対二対三の割合で入れる、僕らはきっちり計って入れないといけないと思っていたが、彼ら土木の人間は適当にこねて（笑）、まざり加減を見ながら追加のセメントをほりこんでいた。ついでにその大鵬の話をすると、僕が二回生の夏合宿で黒部乗越しへ行ったときに、大学の山岳部から移籍してきたドシャコこと森本福子さんを連れて行った、すると女性の一人も二人も同じだとばかりに、ダッコチャンこと若山知子さんも一 緒 に 湯股・伊藤新道コースの我々で面倒見ようということになった。しかし、彼女は比叡山にも登ったことのない京都の女の子だ。それを連れて行くので色々面倒を見た。その一つが、中央本線夜行準急ちくまで早朝松本駅に着き、乗り換える時に、大鵬は二人の女性のキスリングを両脇に抱えて三人分の荷物を持ってホーム、階段を移動した。 湯浅 一説には50キロのセメント袋を両脇に抱えて運んでいたという。 司会 思い出は尽きませんが、最後に、山小屋が現在45年経っている。これからも存続していくとなると、何か強固な組織が必要ではないか。今でこそ、建設当時のメンバーがたくさんいますから、床が腐った、屋根がどうした、というと勧進帳を回せるし、すぐにお金も集まる。しかし、時間がたって建設に携わった人間が少なくなると、山小屋への愛着の度合いも違ってくる。そうすると、現役が10人ばかりしかいない現状では、廃屋になる可能性だって考えておかなければならない。そこで、ＯＢの組織を強化するなり、基金としていつでも小屋の改修ができるくらいの金を

当日当日当日当日はははは、、、、談論風発談論風発談論風発談論風発、、、、山小屋建設山小屋建設山小屋建設山小屋建設からからからから、ＰＲ、ＰＲ、ＰＲ、ＰＲスキースキースキースキー、ＯＢ、ＯＢ、ＯＢ、ＯＢ会会会会のことのことのことのこと、、、、あらゆるあらゆるあらゆるあらゆる話題話題話題話題がががが飛飛飛飛びびびび出出出出したしたしたした。。。。山小屋完成山小屋完成山小屋完成山小屋完成からからからから45454545年年年年、、、、記念記念記念記念のののの座談会座談会座談会座談会としてとしてとしてとして有意義有意義有意義有意義なななな時間時間時間時間がががが過過過過ぎたぎたぎたぎた    
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持っておく必要があるのではないかと思うのです。ＯＢ会の都度、少しずつ集めておくと100万円くらいのプールは で き る と 思 う の です。何かあると、その基金を機動的に使用す る。そ れから、現役をもっと巻き込んで、すぐにＯＢに伝わる組織をつくる必要があるのではないでしょうか。 鈴木 立命ワンゲル創設者の一人、鎌田さんが、今、二つの山小屋の管理をして居られます。だから、現役がどうしてもできなければ、ＯＢがしないと仕方がないなと思っています。鎌田さんは、「小屋が壊れてきたり何かが発生すれば、現状を説明して寄付集めをしたら集まるだろう」と考えている。今回の50周年の集いでも、名簿上は740人（現役15人、ＯＧ52人、死去された方21人を含む）だけど、622人に案内した。その結果217人から出席の返事（内当日欠席7人）欠席の返事は194人、住所の判らない人73人と言うのが現況。だから、ある程度、ここ10年20年は声さえかければできると思う。とりあえずは現役に頼んでおいて、その代り、現在現役がしているような、冬の薪集めとかはできなくなるかもしれないね。ある程度、朽ちていくのはやむを得ないことかもしれない。 柴 愛着がだんだん薄れるというのは、山小屋へ行かないからだね。だから、サイクル表のようなものを作って、どうするかということを決めておく必要がある。使わないのに、開けておけないからね。 吉原 だから今の二つの意見のうち、あとの方、現役の人数確保というのは難しいと思う。山へ行っても、おじさん、おばさんばかりだ。こんなしんどい、汚い、キツイ趣味は敬遠される傾向にある。となると我々も、もう10年ぐらいは何とかなるやろ。だから、その間に山小屋としての、ちゃんとした組織を作っておかんことには、下へ下へ回したからできるというものではない。とりあえず10年ぐらい考えて、今のうちにこの話と同時進行で、小屋の方の世話をする組織を作る、これしかないのと違うか。 柴 だから、動ける回生で、年に一度か二度、運営委員会を作って、集まることを固定化していくことしかしようがないような気がする。 吉原 外国の山小屋に行ったけど立派だね。水洗のトイレがあったり、アクセスが整備されていたり、日本の山小屋と違いすぎる。だから、今の若

い子たちに、山小屋が立派と言っても理解されない。われわれは、判るけどね。 小野 瀬端さんなどは現役と接点を持っておられるようだけど。 瀬端 接点はあまりない。しかし、わたしも山小屋の将来を危惧して、森村さんがよく行かれているんで、お願いしますということで、勝手に山小屋管理委員長として指名させていただきます、といった。森村さんも、一年に何度か山小屋に集まって、「考える会」とか、集まるだけでも、意義があるんじゃないかと言ってられます。 湯浅 ２か月に一回か３か月に一回か、年間に日を決めて、「山小屋の日」に小屋へ入る。行ける日に行きませんかと呼びかける。それから、山小屋の施錠のことですが、あの方法はいいなと思います。施錠して誰も使わないようになると、窓のガラスを割られたりします。だから、こうしたら開きますよということでね。それからトイレにカンパのお願いもありますよね。あれも若干入っている。ボランティアや山歩き愛好家などにも開放する工夫もしないといけない、とも思う。 柴 何か考えて、何かせんといかん。成り行きに任せたらあかん。 小野 現役の人たちは、何か山小屋についてテーマを設けて活動しているのかな。 柴 ヒアリングをせないかんね。ちょっと集まってもらって、どういう風に考えて、どんな活動をしているのか。そして、僕らの気持ちも話さないと、伝わっていかない。 鈴木 関大のワンゲルも創部50周年記念とかで、「千里」と言う会誌を発行した。それを見ると現役は6人だと書いてある。 吉原 それについてはうちもあんまり変わらない。実際に活動しているのは10人ほどやろ。 柴 増改築の時、結構来てくれたよ。今セメントは25キロだけど、女の子が「はーい、私行きます」といって、ワーッと行くからね。 吉原 あなたの年を考えんと、栄養状態も違うしね（笑）。 小野 現役が意識を持っている限り、我々が勝手に動いたら、まずいと思うんです。 司会 それではこの辺で。最後のことはこれからの課題ということで、機会あるごとに話し合っていきたいと思います。せっかく作り上げた山小屋ですから、ふさわしい形で存続していけるように、ＯＢ、現役が力を合わせていきたいですね。本日はお忙しいところを、ありがとうございました。   （（（（なおなおなおなお、、、、会場会場会場会場としてとしてとしてとして吉原吉原吉原吉原さんさんさんさん宅宅宅宅をををを利用利用利用利用させていたさせていたさせていたさせていただいただいただいただいた。。。。このこのこのこの場場場場をををを借借借借りておりておりておりてお礼申礼申礼申礼申しあげますしあげますしあげますしあげます））））    
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立命館大学立命館大学立命館大学立命館大学ワンダーフォーゲルワンダーフォーゲルワンダーフォーゲルワンダーフォーゲル会会会会    昭和昭和昭和昭和37373737年度前期会計報告年度前期会計報告年度前期会計報告年度前期会計報告         昭和36年10月1日～37年3月31日 収入の部 支出の部 前年度繰越金 75,765  事務関係費 2,986  37年度前期入会金 1,000  団体装備費 2,465  37年度前期会費 51,600  行動援助費 4,115  雑収入 2,325  学連関経費 13,816      山小屋建設資金 44,227     漂雲 20,000      コンパ会負担分 590      雑支出 9,570  合計 130,690  合計 97,769  次期繰越金 32,921         昭和37年度前期会計係 高木博允印     
立命館大学立命館大学立命館大学立命館大学ワンダーフォーゲルワンダーフォーゲルワンダーフォーゲルワンダーフォーゲル会会会会    山小屋会計報告山小屋会計報告山小屋会計報告山小屋会計報告          昭和37年度（昭和38年3月31日現在） 収入の部 支出の部 理工一般会費 75,000  書籍、事務関係費 2,480  理工山小屋代 17,700  運送、交通関係費 29,190  本校山小屋代 57,500  連絡、通信関係費 1,009  ＯＢ寄付 11,000  材料関係費 278,650  銀行利息 2,043  写真関係費 6,880  一般会費補助金 3,000  雑支出 12,637  山小屋資金 164,439  大工支払い（3月31日付） 100,000  雑収入 2,260      第4回ＰＲスキー収入 100,000      合計 432,942  合計 430,846  次期繰越金 2,096        昭和37年度ＲＵＷＶ山小屋会計 富田良三印 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

「漂雲」45周年記念特集号に現役のみなさんが投稿してくれました。佐々木君と米田君です。現役のみなさんは、合宿やＰＷの間をぬって、山小屋の維持管理につとめていただいています。お二人の投稿を読んでいると、山小屋は安泰だと感じさせられます。人数の少ない中、これからも頑張ってほしいと願わずにはいられません。 （山小舎は、すべて山小屋と表記いたしました） イラスト 森村征男（昭和37年卒） 
山小屋は貴重な財産 

佐々木 大造 第第第第51515151代代代代ＣＬＣＬＣＬＣＬ・・・・4444回生回生回生回生     京都北山、雲取山。その頂上から二の谷を下ったところに我らが立命ワンゲルの小屋がある。   私が山を始めたのは高校時代。四国の山を登りながら、山の魅力に取り付かれていった。そんな中、クラブで山小屋を所有している高校山岳部があることを知った。正直とても羨ましかった。自分たちの城（山小屋）があるなんて、なんて素晴らしいことなんだろうか、心の底からそう思った。  2004年春、私は立命館大学に入学した。大学でも山をやろうと決めていたが、ワンゲルの他にも山岳部など登山を行うクラブやサークルはたくさんあった。しかし、ワンゲルは北山に山小屋を所有しているという！ それを聞いた瞬間、心は大きくワンゲルへ傾いた。  そして、先輩に連れて行ってもらって初めて見た山小屋。予想以上に立派だった。小屋の周りのブナ林、生まれて初めて入ったドラム缶でできた

風呂、鹿、蛍……。そして仲間との夜通しつづく語り合い。山小屋の素晴らしさを実感した。  さらに、山小屋の良さを再確認したのは、その冬のことだ。山岳部の友人と、山小屋へ行ったときのことだ。山岳部には山小屋がないらしく、「こういう小屋があるっていうのはすごくいいことだよ」と言われた。立命にはたくさんの登山・アウトドア系サークルがあるが、山小屋を所有しているのはワンゲルだけなのだ。ワンゲルの貴重な財産だと思った。   その山小屋を今後どう維持管理していくかが問われ始めている。昨年、現役も山小屋周辺のルート整備を行ったが、今後はさらに現役が主導して維持管理していくことが望ましいと思う。 私は来春卒業するが、卒業後はＯＢ・ＯＧと現役との橋渡しなどを積極的にやっていけたらと思う。 
雪渓雪渓雪渓雪渓のののの上上上上でででで、、、、しばしくつろぐしばしくつろぐしばしくつろぐしばしくつろぐ佐佐佐佐々々々々木君木君木君木君    
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  最後になりましたが、あのような素晴らしい山小屋ができるまでには並々ならぬ先輩方の努力が あったことでしょう。この場を借りて深くお礼申し上げます。 
米田 圭吾 第第第第52525252代代代代ＣＬＣＬＣＬＣＬ・・・・3333回生回生回生回生    

連綿と伝えていきたい 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

 私が最初に立命ワンゲルの山小屋を訪れたのは、一回生の６月後半の暑い日でした。まだ新人合宿に参加していなかった私は、初めて重たいザックを担いで汗を流しながら、寺山峠を目指していました。峠を越え、沢沿いを歩き、やっとのことで小屋についたかと思うとそこには――、小屋らしきものの残骸が……。横には慌てふためく先輩の姿が……。 ――それから、３年経ち私もチーフリーダーとして皆をまとめる立場となりました。ワンゲルへの思い入れもいっそう深いものになっていきました。思 えば、山 小 屋ブロックの私は、現段階で7回山小屋を訪れていることになります。それには、10数人という比較的大人数での参加の時があったり、５人だけのときもあり、雪の降り積もる中や、二泊三日で滞在した時もありました。また、私が２回生の４月下旬に小屋を訪れた時には、たまたまＯＢ・ＯＧの方とご一緒になり、話をさせていただく機会がありました。その時に以前のワンゲルの話や、現代の社会情勢についての話をして下さったり、現役を応援して下さり、普段とは一味違ったとても有益な山小屋ワークになった時もありました。山の中でみんなと時間を気にせずトランプをしたり、鍋を囲んでとりとめのない話や、真剣な話を

するのは、この山小屋でしか味わえないものです。ワンゲル会員にだけ許された憩いの場ではないかと思います。まだワンゲル現役としての学生生活は結構残されているので、これからも山小屋参加皆勤賞を目指していろいろ語り合い、現役を卒業してＯＢになっても今の仲間たちと遊びに行けたらと考えています。私にとってサークル活動が大きな位置を占める大学生活に出会ったワンゲル小屋は今や大切な場所になっています。 「米田さんっ！ ぼくらの山小屋がつぶれてます！」 「まじでかっ！ この前の大雨でつぶれちゃったんかな」  ワンゲル小屋の手前にある廃屋を、初めて来る新入生たちに、ワンゲル小屋がつぶれたと思わせるドッキリの伝統はいまだにつづいています。私もだまされた分、新入生を驚ろかすのを楽しんでいます。現チーフリーダーとしてこれからのワンゲル会員たちに、いままで多くのワンゲル会員によって使われてきたこの立命ワンゲル小屋を伝えていきたいと思います。最後になりましたが、このようなワンゲルの憩いの場となる素敵な山小屋を建ててくださり、管理維持をして下さっているＯＢ・ＯＧの方、ありがとうございます。今後また山小屋でお会いしたらよろしくお願いします。 
山小屋山小屋山小屋山小屋にてにてにてにて、、、、仲間仲間仲間仲間ととととパチリパチリパチリパチリ!!!!    右右右右からからからから二人目二人目二人目二人目がががが米田君米田君米田君米田君。。。。4444人人人人をををを挟挟挟挟むようにむようにむようにむように移植移植移植移植したしたしたした木木木木もももも2222本本本本    
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鈴木鈴木鈴木鈴木    正博正博正博正博     昭和37年4月29日、広河原行きのバスに乗って花背別所まで行き、スキー小屋で16人が一泊したところ、白熊小屋の物部哲次郎会長から宿泊料の「心付け」を要求された。さらに、私達が山小屋を建設するということから、自分達の営業小屋と競合することを懸念され、合宿する場合はまとめて支払うという条件で、名刺を預かっておくと言うことになった。この方は常々山刀を腰にぶら下げて歩いており、大柄な人であること、しゃべり方が押さえつける風であることから、若干話をする時もびびるところがあった。そのため、今後の土日の作業はすべて芹生から入り、二の谷を少し登った炭焼小屋跡地を今後もテント場として利用することになった。  この日、建設予定地に先輩の永辻啓介さんと安田英樹さんが来られ、建設予定地を見学された。安田先輩は浜の気風が、永辻先輩は不動産屋の風体が匂い、いずれも的確な職場、職業を選択されたものだと感心したことがある。  翌４月30日、法律相談部の同級生稲波君が周山の出身で、昼休みに京北地方事務所に行きたいので、国鉄バスの時刻などを聞くと、自分の自宅に一泊して、朝一番に地方事務所行けば良いと言われた。 翌日、5月1日8時40分、周山の地方事務所内林務課に出向いたところ、所長がまだ来ていないので課長と技官の二人に話をした。  山小屋建設について、「ブロックなら半永久的なものだなー」と言われ、また、山の斜面の採掘の点も聞かれた。これについては既に一部手をつけていて、ある線まで削り取ったこと、そしてこれらの土石を前面へ

押し出してしまったと話した。この話の中で吉田技官に、色々と丁寧に受け答えしていただいた。最後に、保安林内山小屋建設作業許可申請書と土地の使用承諾書および略図を持参すれば良いと教えていただいた。この後バスで京都に取って返し、12時10分頃丸太町堀川で第33回メーデーのデモ行進に進路を阻まれ、少し遅れて総会に出席、顛末を説明し、申請書ほかを提出する方向であることを報告した。  5月2日には新人合宿を山小屋建設作業に投入することについて、一部の同級生がけちをつけてきたが、それも収まり、5月3日臨時のバス2台を仕立てて、花背中町まで70人強が乗り込んだ。昼前のパラパラ雨は夜には本降りとなり、5日昼前まで降り続いた。この結果5日の晩までボッカを続けると言う人間は減少した。  一方、申請書の届出の件では、4日朝に物部新三郎さんの自宅で土地使用承諾書をもらい、8時35分発のバスで周山の地方事務所へ奥村君単独で行ってもらった。多分、北の大布施まで広河原行きのバスに乗り、その後西の方角、周山へ向かったものと思う。この結果作業許可書は5月15日頃になる、技官からは作業にかかってもよいとの内諾を得て花背に帰ってきた。  往復のルート、行程について、当時は聞いただろうと想像するところだが、何分にも記録しておらず、この点は彼と神様しか知らないことである。これにて土地の問題は万事解決した。5日の朝の人数を調べると37人の部員が5日の晩も泊まることになった。これまでのボッカは普通の者で1日2回、数人のみが3回のボッカであったが、昼の休憩時間帯に土木科の3回生の大鵬こと、山岡昭二君が指揮して基礎を掘ったところにグリ石を放り込んだ。そして6日はその上に捨てコンを打つと言うのでそのピッチの早さに驚いたことである。 

木馬道（きんまみち木馬道（きんまみち）  現在ではほとんど見られなくなった木馬道だが、山小屋建設のころはいたるところで見られた。福井氏が文中で「空になったキスリングを持って渓流沿いの木馬道を芹生の村まで駆け下り
ます」というふうに書いておられる（Ｐ23参照）。写真で見るように梯子を寝かせたような構造である。木材を木馬に乗せて、集積場まで運ぶのである。言わば北山のインフラである。ハイカーは身軽に梯子の桟の部分をひょいひょいと歩いたものだが、中に足を踏み外したり、桟が折れたりして、痛い目に遇うこともあった。 
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ハムレットの心境で依頼 

「イオー、やったそうだね」 末川末川末川末川    総長総長総長総長    

悩んだ末の決断 「青山迎人新」、誕生の顛末 
 頼んでみるか、どうするか？ 悩んだ揚げ句、書いていただいた「青山――」の額。山小屋で見上げては、先生の学生に対する親のような心を想った。その額の盗難から、木彫り額の再生までの顛末。 鈴木 正博 昭和昭和昭和昭和39393939年卒年卒年卒年卒    広小路学舎正門左手

広小路学舎正門左手
広小路学舎正門左手
広小路学舎正門左手のののの藤棚藤棚藤棚藤棚のののの下下下下でででで（（（（後列右端後列右端後列右端後列右端がががが筆者筆者筆者筆者）。）。）。）。昭和昭和昭和昭和37373737年年年年

12121212月月月月6666日日日日からからからから8888日日日日のののの3333日間日間日間日間、、、、ワンゲルワンゲルワンゲルワンゲルのののの活動活動活動活動ををををＰＲＰＲＰＲＰＲするするするする写真展写真展写真展写真展がががが

行行行行われたわれたわれたわれた。。。。そのそのそのその時時時時のののの写真写真写真写真、、、、手前手前手前手前ののののストーブストーブストーブストーブはははは野田君野田君野田君野田君（（（（前列左端前列左端前列左端前列左端＝＝＝＝故故故故

人人人人））））がががが小屋小屋小屋小屋へへへへ搬入搬入搬入搬入。。。。後列左端後列左端後列左端後列左端のののの菊内君菊内君菊内君菊内君もすでにもすでにもすでにもすでに故人故人故人故人であるであるであるである    
昭和37年の晩秋、山小屋完成の目途が立つようになってきたころ、総会で「末川博総長に揮毫を頼もう」との意見が出た。しかし、総長の老齢を慮ると、一握りの者の願いを申し出るのは控えたほうがいいのでは……と言う意見もあった。では、山小屋の名前はどうするのか、表札や看板はどうするのかについては、私に一任ということになった。 その後、法律相談部の現役先輩から、個人宛の色紙を末川先生に書いてもらっているという話を聞くに及んで、我々178人の学生集団の汗と涙の結晶に対して、お願いしてみてもいいのでは……との想いも募ってきた。 それと併行して、薄手のブリキ製ストーブ、灯油ランプの購入等室内品の手当をしているうちに、末川総長の言葉や揮毫を掲げたいとの願いが

ますます強くなってきた。そこで「当って砕けろ」の気持ちで、11月30日中川会館に居る総長秘書の渡辺さんに話したところ、彼女はハイキングが趣味で、花背、芹生方面のことをよく知っていた。ワンゲルにも興味があって私の話にも乗ってきてくれた。そこで揮毫の件を出してみると、快く総長に話してみると言ってくれた。 その後、総長自身から、12月7日の金曜日12時15分頃、昼食を食べながら、苦労話を聞きたいとの連絡を受けた。 クラブ行事としてはその頃、山小屋完成式を前に12月6日から8日までの3日間、昼休み時間に、広小路学舎正門左手藤棚の下でＲＵＷＶの写真展を開催、合宿、ＰＷ、ＰＲスキーなどのほか、山小屋建設経過報告の写真などをグランドシートに貼って、一般学生や教員に展示、理解を深めても
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気さくな末川先生、気軽に了承 

らった。 私は、7日の昼、同級生の秦君と一緒に建設経過写真帳を持って総長室を訪ねた。入室するなり、「イオー、やったそうだね」と総長から声をかけられ、20分ほど建設経過を報告し、土地問題では私有地を借り、特に保安林だったので乾先生を煩わせたこと、この後は山小屋建設作業終了報告書を京北町の地方事務所に送るだけであることを先生にお話した。 揮毫にあたっては、筆、墨等の問題で、自宅で書いていただくことになった。素材は法律相談部の先輩に寄贈してもらった松の一枚板、内容は漢詩、「1962年12月9日末川博」と署名していただくことを希望した。  翌12月8日は不戦の集いで学内はスト決行中、昼前には先発隊にストーブを小屋へ運び上げてもらい、私は仲間２人と一緒に総長宅に伺い、奥さんから揮毫を受け取った。 

松の板に墨痕鮮やかに書かれたのは「青山迎人新」の五文字であった。これを如何様に読むか、議論の分かれるところである。「青山、人を迎え新し」と読む者、「新人を迎え山青し」と読む者など様々であった。前者は「ＲＵＷＶ現役・ＯＢが賑々しく北山杉の緑滴る青い山に出かけ、新しい溜まり場（山小屋）で楽しい集いを始めた」と新しい門出を祝う、主観的な見方と言え、後者は178名の新人を迎えた青い山、北山、雲取山等を讃える言葉であるように想う。  末川先生の揮毫を持って、藤棚に戻り、再度仲間の見送りを受けて翌日完成式が行われる仲間の待っている山小屋へ向かった。京福電鉄鞍馬駅に17時到着、始めヒッチを考えたが、お月さんが13日目くらいで道は明るい、いただいた揮毫と落成式で配る写真を担いで山小屋最後のボッカの味をかみしめた。花背峠を越える手前あたりから点在していた雪は、以後増すばかり。小屋の手前で森本さんに出会い、木村君が気炎を上げているのが聞こえた。小屋に入り、風呂敷を開き松の板を高々と持ち上げると、一人ひとりが文字を読んだ。右から読む者、左から読む者、それぞれが自分で解釈してくれたらよいと想っている。  今は亡き末川総長に頂いた揮毫板誕生の顛末である。 
額の紛失とＯＢ会 学而館屋上ボックスは騒然 

ＯＢ会が木彫り額再生に動く 「青山――」の額が無くなった年に入学して、ワンゲルに入部した筆者。その額がどんなものかもよく認識しないで、上級生の狼狽振りを見てきたわけだ。そして、鮒鶴での木彫り額の披露と贈呈。それを機にＯＢ会活動は活発化することになる。 北野 仁志 

昭和昭和昭和昭和58585858年卒年卒年卒年卒    私は、末川博総長揮毫の「青山迎人新」額を直接目にした記憶がない。というのも、私が入会早々盗難にあったからである。 5月初旬の新歓コンパで山小屋に入った際に、おそらく拝見していたのであろうが、そのときは、末川総長直筆のものと知る由もなく伝統の香りのする山小屋の調度品程度の認識であったのかもしれない。 私が入学する前に末川先生は、すでにお亡くなりになっており直接お目にかかったことはないのであるが、末川イズムが色濃く残る学内において、先生はカリスマ的存在であり、その直筆の額

がなくなったことで、学而館屋上のボックスはしばらく「山小屋の額がなくなった！」「被害届を出したがお金に替えられるものでない！」「関係者の仕業か！」とその話題でもちきりであった。  良心に従い、戻ってくるに違いないという根拠のない希望的観測のもとで1年以上が経過したある日、当時の山小屋ブロックのブロックリーダーであった高津さんが、ＯＢにお詫びと情報提供を求めるハガキを出されたところから急展開を迎えることとなる。  当時から近い年代毎にはＯＢ会が組織されていたようであるが、この手紙を契機に、ＯＢ会が総
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そして盗難、再度の木彫り額再生へ 

力を挙げて総長ゆかりの木彫り額の再生に動いてくださることとなり、新しい額の贈呈の場としてＯＢ会が企画されたのである。  その記念すべき「木額の贈呈式及びＯＢ懇親会」は、昭和56年4月19日夕刻から木屋町の料亭「鮒鶴」において開催された。  現役も大勢ご招待いただいたが、料亭などに足を踏み入れる機会のなかった我々は、水打ちされて涼しげな玄関を恐る恐るくぐり、鴨川に面した木造３階建ての京都の社交史に名を残す重厚な建物に上がらせていただいたのであるが、大広間を埋め尽くす多士済々のＯＢを前に思わず緊張した

ことを今でもはっきりと覚えている。   このＯＢ会において新たな木額の寄贈を受け、現役で山小屋に据え付けることとなったのであるが、その担当となった山小屋ブロックのブロックリーダーの心労は大変だったようである。   「「「「漂雲漂雲漂雲漂雲№№№№20202020」「」「」「」「ヤンレーヤンレーヤンレーヤンレー№№№№68686868」」」」昭和昭和昭和昭和56565656年年年年度度度度    山小屋山小屋山小屋山小屋ブロックリーダーブロックリーダーブロックリーダーブロックリーダー宮口宮口宮口宮口さんのさんのさんのさんの手記手記手記手記からからからから     一昨年春に、紛失した額のかわりに、今回ＯＢから新しい額が会へ贈られた。  新しい額は大変立派で、末川総長の直筆の写しである。念仏を唱えながら、心を込めて彫られたという大変立派な品である。  また、昭和55年卒のＯＢから贈られた「漂雲」という新しい額も山小屋に入った。  山小屋ブロックは、この前の二の舞にならないよう管理していきたい。   「「「「漂雲漂雲漂雲漂雲№№№№20202020」」」」昭和昭和昭和昭和55555555年年年年度度度度山小屋山小屋山小屋山小屋ブロブロブロブロ    ックリーダーックリーダーックリーダーックリーダー高津高津高津高津さんのさんのさんのさんの手記手記手記手記からからからから     昭和56年6月3日、ＯＢより贈られた「道不遠人量力而動」の額を川崎氏の愛車カローラに乗せて運んでくる。運転は野崎氏、それに西村氏＋オマケのユッコちゃん、そして私。  宮口君は自分でやるというのだが、何分4回生は暇、4回生にやらせろと彼を説き伏せ3人＋オマケ1人でやってきた。ＯＢ会があったのが4月19日、それから一月以上も経ってしまった。何分額がでかいため（縦40センチ、横200センチ、厚さ6センチ）どこに、どうやって取り付けるか喧々諤々の議論をしたが出るのは溜息ばかり。それではと千本今出川の金物屋さんにいろいろ教えてもらい今日の運びとなった。ＯＢの皆さん遅くなって申し訳ございません。   山小屋の側壁にぴったり、しっかり据え付けられた「道不遠人量力而動」額は、その後25年の時を超えて、山小屋を訪れる人々を見守ることとなる。  しかしながら、もし「青山迎人新」額の盗難事件がなければ、現在のＯＢ会の盛況があるかどうかと、ふと、考えるときがある。  盗難事件を契機に、吉原前会長はじめ有志の皆様のご尽力があってＯＢ会がますます強固なものになっていったのである。それにも増してピンチをチャンスにかえてしまうワンゲル草創期のＯＢの心意気と団結力には只々敬意を表する次第である。  願わくば、消えた「青山迎人新」額が無事山小屋に戻り、またワンダラーを見守ってくれる日のくることを！ 

当時当時当時当時、、、、現役現役現役現役のののの高津君高津君高津君高津君からからからからＯＢＯＢＯＢＯＢのののの鈴木正博鈴木正博鈴木正博鈴木正博（（（（昭和昭和昭和昭和39393939年卒年卒年卒年卒））））氏氏氏氏にあにあにあにあ

てたてたてたてた額紛失額紛失額紛失額紛失のののの一報一報一報一報    

ＯＢＯＢＯＢＯＢ会会会会がががが額額額額のののの再生再生再生再生にににに動動動動きききき出出出出しししし、、、、カンパカンパカンパカンパ要請要請要請要請のおのおのおのお知知知知らせがらせがらせがらせが、、、、発送発送発送発送されたされたされたされた    
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山小屋の二代目の額が誕生 

二代目末川額誕生二代目末川額誕生二代目末川額誕生二代目末川額誕生のののの背景背景背景背景二代目末川額誕生二代目末川額誕生二代目末川額誕生二代目末川額誕生のののの背景背景背景背景        

手持の色紙から木彫り額の製作へ 
灰塚慶三氏  1980（昭和55）年12月のことである。現役の高津和敬君（昭和56年卒）から一通のはがきが来る。それは、山小屋から末川先生が揮毫された「青山迎人新」の額が消えたと言うはがきである。このはがきがどういう人選で何通出されたものかはわからない。昭和39年卒の鈴木正博氏のもとに届いたのは、その年も暮れようとしている12月21日のことである。  ここで、その文面を紹介してみよう。 「前略 昨年五月頃山小舎より、末川先生直筆による『青山迎新人（ママ）』の額が紛失し、今年に入りましても、五三年度卒業生寄贈によるガスランプがなくなるという事態が起きました。管理の不行き届き、その後の処置につきましてはおわび申し上げますと共に、この事に関しまして、御存知のことがありましたら、お手数ですが左記の所まで御知らせください。草々」  というもので、末尾には高津君の当時の住所と電話番号が記してあった。  この文面によると、末川先生の額は、紛失してから約二十か月間さしたる処置も成されないまま、結果的に放置されたということになる。現役諸君の周章狼狽ぶりが伝わってくる。といって二十か月は長すぎる。間髪をいれず連絡があれば、何か方法があったかもしれない。  いずれにしても、結果論で、ここでそれをとやかく言うことはできない。また、誰が持ち去ったのか、と言うことも今となっては詮無いことである。  ストーブに燃やしてしまったとか、先生に傾倒した何者かが持ち去ったとか、どちらにしても考えられないことであった。燃やしてしまうほど、寒くて薪もなかったと言うのか。（なくなったのは5月だよ） 先生に傾倒した者の仕業と言うことも考えにくい。自室に飾ると言うのか。計画的に車で三の谷まで乗り付けて持ち帰ったのだろうか。まさか、額を持って貴船口から京福電車に乗るわけでもなかろう。京都バスもしかりだ。持ち去ったとしても後の処分と言うか、扱いをどのようにしたのだろうか?  それを考えると、どこかの愉快犯の仕業かもしれないと思うのである。なくなった額のために、現役諸君が右往左往するのを眺めて、一人ほくそ笑むサイコ野郎がいたのだろうか。そうすると先生の青山の額は、山小屋周辺の深いブッシュの中

に打ち遣られているのかも知れない。長年月の間に墨は流れ落ち、額は雨、風に曝され、雪に降り込められ、ひっそりとブッシュの中にあるのだろうか?  しかし考えて見ると、われらの山小屋と、末川総長の揮毫は、すでに密接不可分のモノになっている。山小屋の存在と青山の額は、ワンゲルＯＢにとって、精神的支柱の何者でもない。それが消えたのだ、一体誰が?――  そして年があけた1981年の立春過ぎ、つまり二月に入ってからのことだ。ＯＢ宛に「お知らせ」と題する印刷物が届く。これには、日付けはない。例によって内容を紹介しておこう。 「立春も過ぎ、日一日と春めく今日この頃、諸先輩にはご健勝の事と存じます。 さて過日、『立命館大学ワンダーフォーゲル会諸先輩より受け継いだ、大事な山小屋に不祥事が起こり、貴重な、故末川博先生より頂いた直筆の額が、何者か心なき者により持ち去られました』との悲報を現役より受け尚、未だにその額も犯人も不明のまま、との事態が続いていることを憂慮した我々ＯＢの数人が、元の文面の直筆が見つからないかと探しましたが、その甲斐なく、やむなく先生直筆の別の書をお借りして、以前の文面とは残念ながら異なりますが、この書を元に木彫の額をさる専門家に頼み、このほど出来上がりました。 つきましては、この出来事を機に、今回の親睦会の席上で出来るだけ多くのご賛同頂ける方々と共に、額裏にサインをお願いして、改めて山小屋に贈りたいと願う次第です。また、残念にも御出席できない皆様には、誠に恐縮ですが、金弐千円程度の御送金をお待ちしております。御送金のあり次第、額裏にサインの代行をさせて頂きます。 合掌」  となっており、発起人として「吉原芳文 倉橋昭一 瀬端武男 村上昌弘 福井啓夫 野村忠明 清水正裕 安立洋夫 木原純一郎 西田猛 脇野喜武 内藤暁吾 丸井裕充 灰塚慶三 現役代表川原亮聡」の名前が列記されている。 「漂雲」45周年特別号を編集するにあたって、青山額の誕生については鈴木正博氏が、さらに現役の立場から北野仁志氏がそれぞれ寄稿されている。さて、二代目の額の誕生について書かねばならないが、どなたが中心に動いていただいたのか、執筆を依頼しようにも分からない。そこで個別に当たってみた。 
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鮒鶴のＯＢ会で現役に寄贈  瀬端氏＝いや、分からないなあ。  木原氏＝名義貸しだなあ、なぜそこに名前が上がったのか分からない。  野村氏＝オレにもよく分からんなあ、灰塚に聞いてみて。  内藤氏＝僕、会計をしました。詳しくは、倉橋さんか灰塚さんに聞いてみては――。   倉橋氏は目下病気療養中なので、ご面倒をかけるわけにもいかないので、灰塚氏に連絡をとって、原稿の執筆の依頼をしたが、ほとんど憶えていないとのことであった。  末川先生の二代目の額はそのようなわけで、実はご本人も記憶にないのが真実で、闇の中である。そこで、やや突っこんで、彼の記憶の断片が

いくらかでも取り出せるかと思い、とりとめのない質問をして、その真実に迫ろうとしてみた。    執筆依頼執筆依頼執筆依頼執筆依頼のののの返事返事返事返事のののの一部一部一部一部  ――思い出せるのは、あの文字（二代目の額の文章）は、末川総長から頂いた文面です。ＲＵＷＶの何人かで、お会いしていただいたものです。残念ながら、幾たびかの転居により、その存在は確かでありません。   作った時の記憶を（中略）探れば、滋賀県の大津の作家にお願いして、作った記憶がありますが、その作家はもう、この世にはおられないと思います。   形の良い、「漂雲」のイメージから、乾燥された（した）流木風の板を見つけて、作った事を思い出します。その時に、賛同してくれた十数名の方々の名前を額の裏に書いた記憶だけはあります

が、詳細は既に泡の如くに消えています。――   思えば二代目の額は、灰塚慶三氏のほとんど一人の力で、誕生したものだ。額の文章は、すでに彼が所持していた色紙があったのだ。というのは、青山の額が紛失したときには、末川先生はすでに故人であった。したがって、紛失したからといって再依頼することは出来ない。彼の返事から、盗難にあって後、どうやって末川先生の色紙を得たのかといぶかったが、すでにそれは彼の手もとにあったのだ。その辺の事情がわからないので、どうやって得たのかとしつこく質問してみた。そこで判明した事実は今回の編集意図とは直接関係がないので割愛することにした。また、額の製作についても、顔の広い彼が、大津の作家に

頼んだとの事で、その事情ももう一つ判然としない。  多分、色紙を持ち込んで、大津の作家に台となる木と、木彫を合わせ依頼したもののようだ。  かくて、1981（昭和56）年4月19日、新しい末川先生の額の披露とＯＢ親睦会が京都木屋町の鮒鶴で開催された。ＯＢは百人弱が参集した。その人数が、末川先生の「道不遠人量力而動 末川博」の額を囲んで記念撮影している（＝＝＝＝写真参写真参写真参写真参照照照照）。新しい額が出来て、全員が晴れやかな表情でカメラに収まっている。  こうして、山小屋の二代目の額が誕生したのである。そして、その場で現役諸君に引き渡されて、現在は山小屋にある。  この額が、いつまでも小屋と共にあって、ＯＢの心の中にあり続けることを願うと共に、その功労者・灰塚慶三君のご苦労を密かに思うものである。          （文責・松久＝昭和41年卒） 
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 一緒に行った山小屋最後の調査、そして仙台での再会、人生における野田氏との邂逅は、筆者の心の中に重いものを遺している。彼は、いまは「千の風」になって、山小屋やわたしたちの周りを「吹き渡っている」ことであろう。もう、彼を制約するものは、何もないのだから……。 
増田増田増田増田さんがさんがさんがさんが琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖でもうでもうでもうでもう28282828

年続年続年続年続けているけているけているけているボランティアボランティアボランティアボランティア
ののののヨットスクールヨットスクールヨットスクールヨットスクール    
1961（昭和36）年の晩秋。見事に晴れ上がった青空の下、頭痛と吐き気に苛まれつつ雲取山の二の谷を遡行する二人の男がいた。「ボン」こと野田君と「コンチャン」こと増田の二人である。二人は山小屋の建設が雲取山の二の谷にほぼ決定する直前に、最後の現地調査に赴いたのである。前日は出町柳始発のバスに備えて西陣の彼の家に泊まることになった。 彼とは時々かなり突っ込んだ人生論を戦わす仲であり、その夜もご多分に漏れず議論が弾み、明日に差し支えるとの配慮で布団に入ったのは明け方であった。しかも、最悪なことに一升瓶に入った赤玉ポートワインが一本と半分すっかり空になっていた。 そんな訳で、始発のバスでは完全な二日酔い（甘い酒は実に恐ろしい！）、日差しや傾斜、雨水の流路などを調べている内、彼が突然「雲取山の三角点をハンティングしよう！」と言い出し、聞いてみると、当時は誰も三角点を踏んでいないとのこと。早速、地図を頼りにクマザサに覆われたなだらかな起伏の山腹を、藪こぎで這い回ること一時間あまり。ピークから外れたまさかと思う場所に三角点を発見！ その頃には流石の二日酔いも影を潜め、二の谷の出会いでご家族にご用意いただいた握り飯を頬ばり意気揚々と帰路につく。その後の経緯は建設に携わった方々がすでにご存知の通りであるが、12月９日に目出度く山小屋は完成を迎えた。 彼は卒業し、大阪のチルホールと言うチェーンブロックを売る勝山機械に就職。私は一年遅れの卒業で乃村工藝社に就職。その後彼は仙台営業所に転勤となり、私は電通に引き抜かれて移籍。そんなある日、出張で仙台に赴くことになり、早速連絡して彼と出会う段取りを整えた。久しぶりに会う挨拶も早々に、二月の重い雪が深々と降る中を寿司屋に飛び込む！ 彼は交通事故で落ち込んでいたが、杯を酌み交わすうち、当然のごとく山小屋談義が始まり「山小屋の体積と同じ量の酒は呑んだな～！」と盛り上がり、ついには山小屋の資材重量の話

に至る。双方うろ覚えながらまとめた数値は、鉄筋が約2トン、バラスと砂が約2.5トン、セメントが約2トン、ブロックが約6.3トン、木材・トタン・扉・塗料等を「合計すると約13.8トンやで！」となり。「人間って素晴らしい！」「やれば出来るんや～！」であった。 現況報告の話が進む内に議論が白熱し、加えて双方は酩酊状態。日頃の彼らしからぬ論調に思わず双方が殺気立って「表に出ろ！」「よし！ こい！」で表に出たが、舞い落ちる雪に頭を冷やされたのか、気心が知れた山仲間のせいか、どちらから言うでもなく「呑み直そう…」で一件落着となった。 その後、彼に会ったのは入院中の病院のベットであった。向学の志に燃え、人生を熱く語る彼にジンときたのを覚えている。 最後に彼の名前に触れたのは、1990（平成2）年山陰の由良海岸で事件に巻き込まれて亡くなったとの記事であった。同じ釜の飯を食い、山小屋のボッカを一緒にした仲間のためか、野田君をいまだに身近に感じるし、前向きに、誠実に生きた彼が五十を前にして逝ったことが心底悔やまれてならない。 さて、紙幅が尽きるのでこの辺で筆を置きたいが、私の仕事仲間の新井満氏の日本語詩・作曲による「千の風になって」が話題を呼んでいるが、単独行が好きだった野田君はきっと今も千の風になって自由に大空をワンデリングしていることと思う。いな、野田君一人だけではない！ 私の知る限り、菊内君、古沢君、高野嬢など、立命館大学ワンダーフォーゲル同好会に所属した彼らや彼女たちも同様に大空を吹き渡っているものと思う。是非、名簿に名前を残してやっていただきたい。いずれ私たちも「散る桜、残る桜も散る桜」として鬼籍に入るのだから……。  では、読者諸兄のますますのご健勝を祈念申し上げ、ヤンレ～と参ります。 

増田 佳久 昭和昭和昭和昭和39393939年卒年卒年卒年卒    



2001年11月森村征男氏撮影・昭和37年卒 

深い落ち葉の上に積もる純白の雪、幻想的な景観

深い落ち葉の上に積もる純白の雪、幻想的な景観

深い落ち葉の上に積もる純白の雪、幻想的な景観   

小屋の赤い屋根にも、かまどの屋根にも、シーズ小屋の赤い屋根にも、かまどの屋根にも、シーズ小屋の赤い屋根にも、かまどの屋根にも、シーズン初の雪が積るン初の雪が積るン初の雪が積る   

 色づく木々が小屋をつつむ頃、
2001年11月11日、珍しく雪が降っ
た。積雪17センチ、普段見られない
珍しい景色が展開した。紅葉する
木 々 と、純 白 の 雪、そ の 中 の 山 小
屋。幻想的な取り合わせだ。 



改修改修改修改修がががが終終終終わってわってわってわって、、、、生生生生まれまれまれまれ変変変変わったわったわったわった山小屋山小屋山小屋山小屋    
柴 弘一 昭和昭和昭和昭和39393939年卒年卒年卒年卒     たまたま、建築業界にいた筆者、山小屋の痛みの激しいことの報告に接し、調査と見積りを了承。ついには施工まで、協力していただいた。写真で見ると、まるで生まれ変わったような風情だ。採算を度外視して、一肌脱いでくれたものと思う。森村氏との着工前の打合せにも、気持ちよく対応していただいたことが伝わってくる。  昔の人は言いました「瓦は万年、手入れは年々」と。通常、瓦は40～50年位、台風とか他の災害に遭わなければ手入れは要らない。しかし、家の造作や設備については1年なら1日、2年目なら2日、……15年目なら10～15日は大工さんや設備のメンテナンスを受けることでいつまでも新築の状態を維持できると言う意味なのです。防蟻処理してあっても15年前後も経つと薬効もなくなります。日本家屋は非常に優れた軸組木造住宅です。高温多湿の我が国は木、畳、土壁や襖、障子により湿度調整しています。梅雨時期には湿気を吸収し、乾燥した時期にはその湿気を放出することで一定の湿度を保つようになっています。ヨーロッパは湿度が低いので石造りの家屋が多いのです。  第２次世界大戦中、日本は米国のＢ29爆撃機の空襲による焼夷弾で多くの住宅が焼失したため、木造家屋に対する劣等感があります。鉄筋コンクリート造りが優れていると思っている人が多く、半永久的な耐久性能があるように思われていますが、おおよその耐用年数は100～150年位です。北九州の海に「軍艦島」があります。明治時代の半ばに石炭を採掘するために造られた鉄筋コンクリート造りの建物で、一時は約2,000所帯が生活し、その島の中には市場や映画館もあったそうです。15年位前、ある大学の研究室が建物を調査したところ、セメントは当初のアルカリ性が時間経過して酸性化し、中の鉄筋が腐食してしまい、ボロボロになっていたそうです。また、最近の話では、新幹線の橋脚のコンクリートが崩れ、鉄筋が剥き出したと報道されました。原因は、川砂を使わず、海砂を使用したためコンクリートの酸化が促進され、中の鉄筋が錆び、膨張してコンクリートを押し破った形になりました。それに比べ木造は、法隆寺や唐招提寺などに見られるように、1000年以上経過しても現存しています、落雷や放火がない限り……。 

 最近の建売住宅や低コスト住宅は、クレームが多いと聞いています。まず、材木に問題があります。山から切り出された木材は、直ぐ製材工場で加工され建物の部材として建築されます。早くコストが回収できるからです。昔は山から切り出されて６か月から１年を自然乾燥、刻みを入れてさらに半年程度自然乾燥し、建物の棟上後、屋根を葺いてまた乾燥、含水率16％以下にすることにより強度がでるし、材木の反りもなくなるのです。良心的な住宅メーカーでは自然乾燥後、人工乾燥することにより含水率をキープしています。  立命館大学ワンダーフォーゲル会の山小屋の完成は1962（昭和37）年12月9日です。山小屋の建設経緯については、詳しくは鈴木正博氏、湯浅修太郎氏、木村恒夫氏、堤靖和氏、松井和雄氏、河原祥晁氏や瀬端武男氏らが機関誌「漂雲」第4号に述べられています。建設に至るまでの総会において、「ワンダーフォーゲルと言うのは一つの所にとどまるのではなく、渡り鳥のように山河を旅するものだ」とか、「自分達の山小屋を持って好きなときに好きな時間使いたい」といった意見が出て、会を二分した感がありました。そうして「建設しよう」と決定してから大まかにいっての役割分担が決まり、建設するに当たっての法的な

山小屋山小屋山小屋山小屋のののの入口入口入口入口のののの前前前前でででで、、、、左端左端左端左端がががが筆者筆者筆者筆者。。。。中央中央中央中央はははは松井氏松井氏松井氏松井氏（（（（昭和昭和昭和昭和40404040年卒年卒年卒年卒）。）。）。）。そしてそしてそしてそして現役現役現役現役のののの2222人人人人がががが飛飛飛飛びびびび入入入入りりりり    
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今年2月中旬エジプト旅行をした。そのとき、図らずもかの地で降雨に会った。ナイル川流域を除いてほぼ砂漠地帯のエジプトは、雨がほとんど降らない。そのためだろうが、首都カイロでさえも道路に排水溝がないところが多く、2、3日は道路の水溜りを飛沫を上げて車が走行し、人々は水溜りを避けて歩いていた。 帰国の時、ルクソール空港からの機内の座席はＡＢ席、左側の窓からリビヤ砂漠、続いてナイル東岸の砂漠、さらにはサウディアラビヤの砂漠を見ることができた。世界地図でお分かりの通りイラク、イランそれにつづくアフガン、ゴビ砂漠が乾燥地帯となっている。これらの地域は人がすみにくい状況である。それからするとわが国は緑化率7割、世界では3番目に緑化が進んでいる。  このことはＲＵＷＶＯＢで昭和53年卒の畑中健君のホームページ・漂雲のＲＵＷＶＯＢ用に設置してくれた掲示板[２２２]に2006年7月6日付でＯＢの54年卒の市川悦久君が「梅雨に思う」の標題でアジアモンスーンの影響で降水量が多いことを説明してくれている。さらに、その後「里山、川に想う、その1～5（7/16～7/21）」を書いてくれた。 この畑中君のホームページ・漂雲の掲示板はＲＵＷＶ創部50周年記念の集いを成功させた陰の力があったことを記録として残しておきたいと想う。 そこで私は次の文章を7月20日付で掲示板に投稿した。標題は「集中豪雨の中、我が国の治水事業を想う」だ。森林法のなかの保安林、中でも水源涵養目的は規制が厳しいといわれてきた。山小屋の東側を流れている二の谷は、芹生川となり、下流で灰屋川、さらに、大堰川となり、嵐山で桂川と名前を変え、最後は京都と大阪府境の山崎で木津川、宇治川と三川合流して淀川となり、京都・大阪府民の多くが飲料水としてきた。私も学生時代から10年程前までは大阪市、枚方市、八幡市に住み、淀川の水を飲料水としてきた。  このように緑化の維持発展は、命の水の確保ということに通じており、そのため治水事業に無関心ではいられず、自然を愛するワンダラーは、常に関心を示しておいていただきたいと願わずにはいられない。  そこで、2006年7月20日に掲示板に投稿した文章を再び掲載して、水源涵養林の大切さを、改めて認識したいと思う。 

特別寄稿特別寄稿特別寄稿特別寄稿    

鈴木 正博 昭和昭和昭和昭和39393939年卒年卒年卒年卒    

手続きや土地に対する契約等は法学部、山小屋に関する設計や施工方法については理工学部、資金については経済学部、文学部や手の空いているワンゲル会員は山小屋の候補地探しと言うムードでした。私自身は経済学部ということでＰＲワンデリングやＰＲスキーを担当させて頂きました。当時は日本交通公社（ＪＴＢ）、日本交通観光社や日本旅行などが有り、主に団体旅行や新婚旅行がメーンで、我々が思っているようなハイキングやスキー講習を目的としたツアーがなかったせいもあって、学内でポスター募集したら沢山の参加者が集まったことを思い出します。この資金が山小屋建設の原動力になりました。もちろん、ＲＵＷＶ会員やＯＢ会員の資金提供もありました。 

 山小屋本体以外に炊事場や便所の増設も行なわれました。山小屋本体の改修は大きくは二回ありました。第１回は1995～1996（平成７～8）年当時の山小屋改修工事総責任者、第40代チーフリーダー・浅間耕一氏、同会計責任者澤井敬太氏らにより行われました。1995（平成7）年9月に一階床の改修工事……総費用535,835円、1996（平成8）年12月屋根の葺き替え工事（鉄板葺き→カラーベスト葺きに）ならびにかまどの柱部分の補強工事等……総 費 用 1,361,924 円 と 合 わ せ た 合 計1,897,759円とのことでした。ＯＢ・ＯＧからの寄付金は346人から2,200,888円になっております。 
平成の大改修、大まかな経緯と費用 

2002200220022002（（（（平成平成平成平成14141414））））年年年年10101010月月月月6666日日日日    ＲＵＷＶ会員、故野田明夫氏のお墓がある京都大谷御廟に毎年同期を中心に先輩や後輩20数名でお参りさせて頂いております。その夜は恒例になっている祇園「きんなべ」での懇親会の席上で、ＯＢ会の会長・吉原芳文氏ならびに昭和40年卒福井邦彦氏より、ＲＵＷＶの現役から「現在の山小屋は、窓ガラスの一部が割れ、木製の窓枠の老朽化、玄関扉の傷み、二階の床の張替えなど改修せねばならない状況である。ついてはＯＢ会の方でも検
討と資金協力してほしい」との依頼がきている旨の発表がありました。私は「建築業に携わっているので、参考になるのなら現地調査して見積もりしてみよう」と提案。  同時に、福井邦彦氏、瀬端武男氏らが中心にＲＵＷＶ・ＯＢ／ＯＧ名簿作成に注力した結果、2006年10月21日「からすま京都ホテル」において「ＲＵＷＶ創立50周年記念の集い」開催のＤＭ発送により、220余名のＯＢ／ＯＧ会員が集合するという大成功に繋がったのであります。 
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7月5日未明、北朝鮮によるテポドン、ノドンなどミサイル7発の発射とその後のニュースなどによって、同国の地方都市や野山の風景を見る機会があった。ほとんどが茶色一色で、驚かされる。なぜならば、山々には木がないに等しいからである。  エネルギー不足で人々が山に入り木を燃料に使うため、手近かなところに木がない。少し資金がある人は、リヤカーや木炭車を使って1日がかりで野山から丸太を切り出して薪を販売している。このため、大雨が降ったら野山に保水力がなく、一気に低地に流れ出し、洪水となり、田畑を荒らし、農作物に被害をもたらす。さらに、食料不足から、木や草や、それらの根までが空腹を紛らわすものとして採取されていると言うひどい話もきかれる。同国の洪水被害は天災ではなく、むしろ人災ではないか？ こういった観点からすると、今春図書館で見つけた「日本の川を甦らせた技師デ・レイケ」（草思社1999年12月）は、治水と言う意味からする

と、日本の恩人といえる。そこで、皆さんに紹介したいと思うものである。   明治の初め、多くの西欧人のお雇い技師が日本にやってきて、わが国の近代化に貢献した。オランダ人のデ・レイケは、河川・港湾の近代化・改修に努め、大阪港や淀川、木曾、長良、揖斐の三川等の決壊・氾濫を調査して、流水をコントロールする等の予防工事を施すとともに、源流域にまで実地踏査して、①若い木を山の斜面や崖に植える植林事業、②丘の斜面にわらを押さえ込んで覆う土や石止め工事、③木石砂で谷の狭くなっているところに砂防ダムを建設する事業等、禿山防止工法を実践した。これらの方法が直後から全国に広まった。その結果、7割が山林としての緑化の成果をあげ、今日の緑豊かな国土として結実しているのである。 最近、陸中やその近隣で新鮮なうまい魚介類を獲るために、漁協の人が山に入って植林していることが報じられている。人間にとって、命の水を

 

2002200220022002（（（（平成平成平成平成14141414））））年年年年11111111月月月月28282828日日日日    私と建設部次長・平野秀志を工事責任者とし、その部下2名の計4名でＲＵＷＶの山小屋の現地調査を行いました。彼等に山小屋建設の経緯を説明しましたら「ヒエー、信じられない!!」と驚愕していました。当日は生憎の小雪と霙（あられ）交じりの天候であり、余計にそう思ったのでしょう。建設から40年を経過するも建物の躯体はまったく異常が見られず、改めて彼等は驚いておりました。当時は学生ということもあって、基本に忠実に、教科書どおり施工したからだと思います。私には、山の斜面や基礎コン用の土石をツルハシとスコップで掘り出す「××」（作業）をしたことよりも、セメントやブロックを運んで肩に食い込んだ思い出が懐かしく感じられました。また、今日まで維持管理されてこられた森村征男氏、永辻啓介氏や打越敬祐氏をはじめ、多くの先輩、後輩や現役の方々に敬意を表する次第です。 
2002200220022002（（（（平成平成平成平成14141414））））年年年年12121212月月月月8888日日日日       現地で「山小屋40周年記念イベント」が開催されました。50数名が集まり、何十年もお会いしていなかったＲＵＷＶの面々を拝見し、全然変わっていない方もおられ、「先輩やったかなー？」と思ったら後輩だった方もおられました。当日は、昭和35年卒の永辻啓介氏のあいさつと司会で進められ、後半の方

で山小屋改修理由の発表の後、私、柴から改修方法と費用の説明をさせて頂きました。結果、当社の方で改修工事をさせていただくことをご承認頂きました。改修内容は、主として、①玄関ドアの交換②窓枠とガラス戸の入れ替え③二階床の張替え費用670,000円と致しました。（注＝末尾資料3参照＝Ｐ90）    現場合わせの特注品を使わずにできる限り市販品でコストを下げるようにしました。 
工事着工工事着工工事着工工事着工までのまでのまでのまでの打打打打ちちちち合合合合わせわせわせわせ       ほとんど森村征男氏と私の間で打ち合わせをいたしました。一番困ったのは森村氏から「玄関ドアを内開きにできないか？」と言うことでした。「何故なら冬に降雪があったとき、ドアを押して開けようとした時、雪が積もっていて開かなくなる」と言うものでした。玄関ドアは必ず内側から見て「押し開き」なのです。と言うのは、外から雨や風が入り込まないようにする理由だからです。最終的には「庇」を設置することになりました。建設業界に入って判ったことなのですが、年間30センチ以上の積雪地帯において、玄関は桁側でなく妻側に配置することになっています。屋根からの積雪の滑り落ちで入口を塞いだり、人に当たることのないようにするためです。 二番目は、窓枠をアルミサッシに交換することにより、空気の循環が無くなり、酸欠を
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豊かにはぐくむ努力は、われわれ一般人にあっても実践したいものである。 わがＲＵＷＶの山小屋も、その建設当初、西側の山すそを、最深部では７メートル余の岩石を、つるはしとスコップのみを使い、人海戦術で掘り出し、これらの土石を東側のすそ下へ出して、広いベランダを確保・整備したが、その時、２本の10年生ほどの雑木をベランダの東端に移植した。1本はロープをたらしてブランコ様に現在も利用されている。 さらに、二の谷の急坂を登りきったところ、山小屋の全景、かまど小屋、食卓テーブル等が見えるところに、一種の通路・ゲート的な状態になっている杉の木数本がある。あれは山小屋建設後地主の物部さん宅を訪れたときもらってきた杉の苗木７、８本を植えて、将来大きくなって繁茂したときには、枝葉を燃料にしようと願って手植えしたものである。小石や砂利がいっぱいの荒地だったことから、40年近く生育しているはずなのに、育ちがあまりよくない。やはり、素人の植林は、長い年月がたつとぼろが出てくるのだろうか？ 反面、大きく育ったら間隔が短いので、間引かなければならないかもしれない。後輩の皆さんは、毎年薪をこしらえてくれて助かっている。でも、

私たちは、小屋へ上っていく途中で、倒木や枯れ枝を拾い集めて燃料の足しにしている。山を愛するＲＵＷＶワンダラーは、自然の中で生を受けているものとして、命あるものに感謝して、共生の意識を向上させたいものです。 なお、上記の本の著者は、1934年生まれの早稲田大学第１理学部土木工学科卒で、建設省に入省し、淀川や木曾三川などの改修を担当する過程でオランダ人お雇技師、エッシャーやデ・レイケの業績に出会い、その研究を生涯のテーマに1985年同省中部地方建設河川部長を最後に退官した上林好之氏であり、1990年オランダにエッシャー家を訪ね、デ・レイケと交わした手紙など多数の資料を発見し、それからオランダ語を独習しながら、読み解き1994年より5年の歳月をかけてこの本が出版された。 技師のエッシャーは早く帰国したが、職人であったデ・レイケはその後30年余日本に滞在して、技師以上の能力を発揮、わが国の治水事業の近代化に貢献した。離日にあたって、時の政府は5万円もの高額な退職金を支払ったといわれている。  近代日本を築いた、その一翼を担った人の事業と人となりを知るのに良い本だと想う。 （了） 

防ぐようにして欲しい、ということです。「サッシ換気ルーバー」と「室内換気ガラリ」を各壁面に一箇所ずつ設置するようにな

りました。  三番目は、湿気防止のため、壁を吹きつけ塗装するようにしました。それはそれで良いのですが、吹き付け塗装するにはコンプレッサーと発電機を必要とします。「誰が運んでくれるんやろか？」と思ったものです。年が明けて彼から「破風、母屋や軒裏にペンキ塗りをするように、また、煙突の取り合い部分の補修も。山側のサッシには山から雪が雪崩れ込んでも大丈夫なように、雪止め格子を設置して欲しい」との指示がありました。 この結果、追加費用は520,000円になり、総費用は1,190,000円（直接工事のみ）となった次第です。当時の現役山小屋改修工事責任者・大野悠子氏に聞いたところ「ＯＢ／ＯＧの寄付金は150万円程度頂いているので大丈夫……」とのことで安心したものでした。 最終的な収支は、 ＯＢ／ＯＧからの寄付金合計（176名）              1,525,012円 直接工事費・事務費の合計              1,242,917円 差し引き繰越金       282,589円 
山小屋山小屋山小屋山小屋のののの改修工事日程改修工事日程改修工事日程改修工事日程      1）資材の搬入……2003（平成15）年5月17～                   18日 京都・出町柳にＲＵＷＶ現役10数名が応援

コンプレッサーコンプレッサーコンプレッサーコンプレッサー、、、、発電機発電機発電機発電機もももも運運運運びびびび上上上上げてげてげてげて――――――――    

窓枠窓枠窓枠窓枠ののののサッシサッシサッシサッシもももも施工施工施工施工されましたされましたされましたされました     
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に来てくれたので、車に分乗して三の谷から資材の搬入を開始。私も運ばなくちゃと思い、セメント袋をもたもたと持ち上げていたら、2回生の女性が難なくザックに入れてサッサと担いでいってしまったではありませんか。「なんと頼もしい女の子やな～」と感心するやら自分が情けないやら……。仕方なしに比較的軽そうなアルミサッシの1間物（1.82メートル）を運んだが、山の中へ入ると引っ掛かること、引っ掛かること、とても難儀しました。今度はまとまったヤツということで、吹き付け用の１斗缶を背負ったら、
重いの何の、なんと重いなーと思いながら運びました。現場では塗装屋、左官屋、板金屋や大工は機嫌よく作業してくれ「こんなに空気の良い山奥で仕事するのは始めて」と喜んでいました。   2）完成……2003（平成15）年5月28日 無事に工事を終えることができました。とくに、森村征男氏におかれましては、工事全般を通じて多大なご援助を賜りましたことを、この紙面をお借りして、厚く御礼を申し上げる次第であります。 

小舎手前の廃屋が語る教訓 屋根屋根屋根屋根ののののペンキペンキペンキペンキ塗塗塗塗りりりり。。。。右端右端右端右端がががが筆者筆者筆者筆者    
築30年、悲鳴を上げる山小舎  山小舎の手前に、ワンゲル伝統のジョークに使われる廃屋がある。よくできたジョークだ。青くなる新人、でも一瞬の後には、立派で堅牢な小舎を見て安堵感に変わる――。この話、他人事ではない。当時の小舎は築30年の悲鳴を上げていた。山小舎ワークに精力的に取り組んだ筆者が、小舎の将来と、維持管理の難しさを語る。 

山本 達郎 平成平成平成平成3333年卒年卒年卒年卒    「おい！ 山小舎がつぶれているぞ!!」 「何てことだ！ 確かに昨年は大雪だったが、屋根が持たなかったのか？」 「しゃぁーない。このまま二の谷を進み雲取山経由で引き返すか……」 目の前には朽ち果てた木材とトタンの切れ端など無残につぶれた山小屋らしき残骸が……。 冒頭からショッキングな書き出しになってしまったが、これは忘れもしない、小生が新入１回生、山小舎ワークで初めて小舎を訪れた際、道中での一場面である。昭文社のエアリアマップ「京都北山 1」に載っている、大先輩方が自力で建設した等々……会自慢の立命ワンゲル山小舎が、こうも簡単に崩れるものなのか？ 以前ＢＯＸで見た山小舎の写真と比較しても、目の前の廃材は物量的に少なく、いくら何でも小さすぎる気がしたのだが……。  それでも上回生の激怒とも落胆ともいえる紅潮した顔つきに嘘をついている素振りはなく、また心情を察すると疑惑の弁をご注進できるはずもない。駆け出しの新米ワンダラーは途方に暮れ、先輩の後ろをついて行くしかなかった。 それから先を進むこと数丁、緩い小丘を乗り越えると、木々の合間から真っ赤なとんがり屋根と

ブロック外壁の小舎が姿を現した。先頭が振り返りダウンの号令。 「ようこそ立命ワンゲル山小舎へ！」他の誰かが来訪を告げる鐘を鳴らす。 「??? 一体何が起きているのか!? そうだ、やはり自分は騙されていたのだ!」上回生や新歓行事ですでに山小舎に来たことがある同回生は、小生の落胆した姿を前後で観察しながら、さぞ笑いをこらえるのに苦しんだことだろう。 

トイレトイレトイレトイレはいつはいつはいつはいつ底底底底がががが抜抜抜抜けけけけ、、、、犠牲者犠牲者犠牲者犠牲者がががが出出出出てもおかしくなてもおかしくなてもおかしくなてもおかしくないいいい状況状況状況状況だったがだったがだったがだったが、、、、現役現役現役現役のののの人数人数人数人数がががが少少少少ないないないない中中中中、、、、トイレトイレトイレトイレもももも新新新新しくなったしくなったしくなったしくなった    
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 本文を読まれてニヤリとされた方は、身に覚えがあると思う。これは山小舎のおよそ数百メートル手前、左側土手の斜面にある正体不明の残骸のことである。流布されている風説によれば、これは山小舎建設時の飯場跡、誰かが不法投棄したダスター、はたまた新トイレ建設を断念した名残りなど、面白おかしく逸話は語り継がれているのだが真実は一切謎である。これが一体何なのか正体を知る会員は誰一人いない。いつの頃からこの手の「ちと」悪趣味なイタズラを思いついた上回生がいたのだろう。山小舎を初めて訪れる人への洗礼となり、小生は上回生の迫真の演技とアドリブにまんまと一杯食わされたのである。 それ以来、小生自身もこの伝統をしっかりと継承し、山小舎に初めてやって来た下回生、会社の同僚、極めつけは細君まで、次々とこの意地悪ジョークの生贄になっていただいた。林道終点から酒、食材を両手に一生懸命歩き通し、ニセ山小舎の残骸を目の当たりした時の皆の動揺、ショックを受けた表情は想像に難くない。「エッ、エッ、本当??」「前に先輩(山本)が来たときは何とも無かったんですか？」「どうするんやぁ。ここまで来て（泣き）」同行者は一様に首をうなだれ、消沈して二の谷を上流へと上って行く。そして図らずも数分後に本当のワンゲル山小舎を目の当たりにし、安堵とも怒りとも何とも言えない表情を見せる。中には動転し小舎の中に入っても、他所の公共施設なのでないかと騙された自分を認めず半信半疑の者もいる始末である。 実はこの「脇役」をテーマにしたことには理由がある。それは、自分が現役だった昭和の黄昏時、近い将来この冗談が現実のものとなり、我らの山小舎が本当につぶれてしまう日が来るのでないかと心配された時代があったということだ。当

時、築30年を迎えようとしている山小舎は明らかに声なき悲鳴を上げていた。すでに玄関と薪置き場の屋根は潰れていたが、その他に小舎１階奥の床は窪み、豪雪の影響で屋根の損傷もひどく、さらにトイレについては、いつ底が抜けて奈落の底に落ちる犠牲者が出てもおかしくない状態だった。小手先だけでなく大掛かりな補修が必要なことは分かっていたが、当時、会員数の減少に伴い存続の危機的状況にあった会としては、山小舎の最小限の維持管理（屋根のペンキ塗り，かまどの屋根の防腐剤塗布くらい）だけで精一杯だった。実に不謹慎な話となるが、山小舎の未来をこの名もなきバラックと重ねてしまうのであった。 が、それは程なく杞憂に終わる。時代は平成に移り後輩達が見事に、自分の想像を遥かに超える山小舎の補修を実現してくれた。具体的には、３代下のＣＬ浅井君、世古君らが中心となり、まずトイレを移設新築してくれたのをはじめ、続いて平成7年に高見､片桐､澤井君らの代が１階床と屋根を改修、さらに平成12年の会消滅危機を乗り越え平成15年にはＣＬ大槻君、大野さん達が２階床と外壁、窓枠、ドアを改修。２度の大掛かりな改修を経て山小舎は見事に生まれ変わった。この影には山小舎のリハビリに惜しみなく投資していただいたＯＢ諸氏の経済的援助があったことは言うまでもない。さらに昨年のワンゲル50周年記念行事で、山小舎の永続的な維持管理に向けた委員会も設立された。 山小舎は今後も安泰に違いない。来訪者にあの「脇役」もきっと語りかけてくれるに違いない、「ＲＵＷＶ山小舎は未来永劫大丈夫だよ！」と。 （筆者の希望により「山小屋」は「山小舎」と表記しています） 

パソコンパソコンパソコンパソコンをををを前前前前にににに寛寛寛寛ぐぐぐぐ筆者筆者筆者筆者    
 現在、東北は仙台市に在住の筆者。八甲田、早池峰、焼石、栗駒、蔵王、月山、鳥海、吾妻など、行きたい山はいくらでもあると言う。「このワンゲル根性、一生直らないなぁ」と、言う筆者の述懐を聞くと、妙に納得してしまう。 

宮村 俊弘 昭和昭和昭和昭和42424242年卒年卒年卒年卒    山小屋45周年？ ムム……、山小屋が出来たのが昭和3７年。その1年後に入学して、ワンゲルに入ったから、もうそんなに経ったんだ。小屋も……、自分自身 も……。 当時は末川総長も健在だったし学園紛争もなく受験後の自由な学生生活を過ごしていた。部員も200名く
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らい登録されていて、ワンゲルの溜まり場であった文学部の清心館の屋上で合宿やパーワンの打ち合わせ、雑談などで時間を過ごした。当時の懐かしい写真

がある。そのうちに小屋へ行こうか、なんていうことになって、授業の後のバイトが終わると、出町柳から最終電車で貴船口へ。そこから月明かりのなかを歩き、二の谷を目指す。小屋では先発組に迎え入れられ、遅くまでよくしゃべり、議論を交わした。出来たばかりの小屋で快適だった。我々の回生が手伝ったのは便所とか水場、そしてその横のテーブルくらいのことしかないが、特に自分には山小屋ワークとして働いた記憶があまりない。楽しかったから忘れたのかそれともサボってばかりいたのか……。高校時代も山岳部の小屋が北山の芦火谷にあったが、ふるいし汚いし煙いし狭かった。それと比べればワンゲルの小屋はほんとうに快適な小屋で、雲泥の差であった――、そんなことまで懐かしく思い出した。 卒業後に小屋へ行ったのは20年後。大阪に転勤で戻った年のお盆の頃、内藤らと家族で出かけた。東寺の前で待ち合わせをしたが、大阪からの高速道の渋滞で2時間も遅れたこと、仙台から引っ越してきたから車にクーラーもなく、汗だくでひどい目にあった。 それでも小学生の子供たちが川遊びをしたりスイカを食べたりして喜んでくれた。山小屋は有難い。ここに来ると学生時代に気持ちが戻れるように思える。が実際には小屋へはなかなか行けない、ただ願望のみ強くなるだけだ。  若い頃、山はいつもテントを担いで登っていた。テントの生活が大好きだった。その頃は指定地もなく何処でも好きなところに幕営出来たし、飯盒で火も使えた。大人数の時はキャップファイヤーで、また少人数の時は静かに火を囲み歌ったり話をしたりすることもできた。テントに戻ればローソクのやさしい灯かりがあり、寝ながら星が見られて、誰にも邪魔されずに居られる、下界から離れた別世界だった。テントのおかげでほんとうに自由に行動できた。だから山小屋や非難小屋というのは山で

風雨に遭いテントから逃げる時の避難所とか、他の人に気を遣う居心地の悪い場所という思いがあって山にはテントが定番だった。 しかし、中年になった近年はテントを担ぐ元気もなくなったし、小屋泊まりの環境がすこぶる良くなったこともあり営業小屋を利用している。荷は軽くなり飯も作ってもらえて楽だし、ビールもあり便利ですごく助かる。若い時とは違い同年輩の登山者との会話も楽しみのひとつになった。燕山荘や五竜小屋、立山の雷鳥荘、どこも快適だった。それに下山後は温泉のある旅館へ泊まったり、観光したりして余裕のあるスケジュールで十分楽しんでいる。今ののんびり登山も、若い頃のがむしゃら登山同様、充実して楽しい。  1回生の10月、穂高へパーワン計画を出したことがあった。ちょっと危険ということで議論になった。ワンゲルと山岳部の活動範囲の違いとか、雪山はどうかとか、活発な論戦が展開された。でも、最後には先輩に無理するなよ、と見送ってもらえた、有難かった。入山中はずっと天候に恵まれ、快晴だった。ナナカマドが最高の時期に涸沢で幕営し穂高へ登った。予備日を横尾で1日過ごし辺見らとスケッチしたりして学生ならではののんびりした、何にもしない時間を過ごせた。そういえば上高地への道で山靴が、かぱっと口を開け針金でくくりつけて歩いた。今思い出してもすごく楽しいパーワンだった。 

自由で楽しく4年間をワンゲルで過ごしたからこそ、今もそのまま山や旅を楽しんでいる。しゃにむに登るだけの山から、身近にある山で花や野鳥を見つけたり温泉に寄ったりして気軽でのんびりした山登りになった。大阪在住の時は六甲山や金剛山などよく出かけた。今は仙台に居るので、手と足の指を使っても足りないほど、行きたい山がある。八甲田、早池峰、焼石、栗駒、蔵王、月山、鳥海、吾妻、たまに北アルプスや八ヶ岳へも行きたい。花なら大雪山、礼文や佐渡、尾瀬へもと思いは募る。 朝起きて天気なら「さあ出かけるぞ」、桜が咲いたら咲いたで「さあさあ……」と心が騒ぐ。ン？ このワンダラー根性、一生直らない。 

清心館清心館清心館清心館のののの屋上屋上屋上屋上でででで、、、、同期同期同期同期のののの連中連中連中連中とととと。。。。右右右右からからからから4444人目人目人目人目がががが筆筆筆筆者者者者、、、、左左左左からからからから2222人目人目人目人目はははは2222年先輩年先輩年先輩年先輩のののの四方四方四方四方さんさんさんさん。。。。下駄履下駄履下駄履下駄履きがきがきがきがいるのはやはりいるのはやはりいるのはやはりいるのはやはり時代時代時代時代だだだだ    

一回生一回生一回生一回生のときののときののときののときの合宿合宿合宿合宿。。。。中央中央中央中央がががが筆者筆者筆者筆者、、、、左端左端左端左端がががが3333年先輩年先輩年先輩年先輩のののの野田野田野田野田さんさんさんさん。。。。飯盒飯盒飯盒飯盒でかまどのもりをでかまどのもりをでかまどのもりをでかまどのもりを指導中指導中指導中指導中  
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「「「「山小屋山小屋山小屋山小屋があるからがあるからがあるからがあるから、、、、北山北山北山北山をををを知知知知らないらないらないらない」」」」――――――――。。。。強烈強烈強烈強烈なななな山山山山小屋小屋小屋小屋にににに対対対対するするするするアンチテーゼアンチテーゼアンチテーゼアンチテーゼ。。。。ひたすらひたすらひたすらひたすら北山北山北山北山へのへのへのへの自然回自然回自然回自然回帰帰帰帰をををを図図図図るるるる。。。。これもまたこれもまたこれもまたこれもまた、、、、一一一一つのつのつのつのワンゲルワンゲルワンゲルワンゲル魂魂魂魂のののの発露発露発露発露であであであであるるるる。。。。    
長田 和子 昭和昭和昭和昭和44444444年卒年卒年卒年卒     鳥取県の郷土紙・日本海新聞に勤めて、38年になる。この間、10回ほどの引越しをした。１度の倒産・再建も経験している。  倒産・再建の記憶が鮮烈すぎて、ワンゲル山小屋特集号の原稿をと要請されて困った。要請があるまで、ワンゲルと山小屋についての記憶がものの見事に欠落していたのだ。ワンゲルについては、平成15年に関

西の同期生が大山ロイヤルホテルに集合してくれて、思い出していた。  しかし、山小屋となると、特記すべきことが思い浮かばなかった。『漂雲9号』に、「…取り上げなければならないのが、山小屋と北山研究会の役割です。北山を歩かない理由の一つが、山小屋に行って、みんなが北山を知った気分になってしまうことでしょう。それをうまく利用したのが、42年度11月ごろの北山研究会の小屋を基点にしたワンデリングであり、それが山小屋委員を中心に進められていることは頼もしい限りといえます」と、記しているらしいのだ。   そう指摘されてみれば、何やら長い原稿を書き、パーワンも出したことを思い出した。『漂雲』の発刊後、「わたしたちはもっと高い山に登りたい」との批判を受けたことなども思い出した。ありがたいことに度重なる引越しにもめげず、ワンゲル時代の2冊のアルバムが残っていた。久しぶりにアルバムを開いた。  

 昭和42年10月22日から24日、「石仏峠パーワン」「医王沢泊」の文字と6枚の写真。3回生の時の写真だから、これが『漂雲』に書いた山行のようだということはわかる。どうも自分たちで家を作って泊まろうとしたらしい。現実にテント代わりにしたらしい。写真の裏に「我が家の前にて」と書いている。ところが、このパーワンの記憶も欠落している。石仏が峠の上ではなく、少し斜面の下にあったぐらいしか覚えていない。写真を見ると、立ち木の幹に、小さめの木を斜めがけにし、木の枝で屋根を作っている。周りにはポンチョを垂らしている。一応、グランドシート(テントの床敷き)も持って行ったらしく、入り口で写真に納まっている北村君(だったと思う)が、「ＲＵＷＶ」と書かれたテントの備品袋を示している。別の1人は平野君だったろうか、もうひとりの名前はわからない。木の枝の屋根を透かして見えたであろう月の光も全く記憶にない。また、サブリーダーがだれだったのか、コースはどうだったかも思い出せない。たぶん、めんどうがりの私のことだから、ピークハントもせず、山小屋－芹生―医王沢―石仏峠を往復したのではないかと想像する。木馬道を下った記憶もあるが、それは別の機会だったかも知れない。  北山をなんとか工夫して楽しみたいと、話し合った記憶がある。その工夫のひとつが今でいうツリーハウス、ハックルベリー・フィンの昔から、樹上の家も作られた。石仏峠のパーワンの来たるゆえんである。  「野へ山へ、ワンダーフォーゲル」－広小路キャンパスで、こんなのどかな響きの立て看板に引かれて、同郷の友人といっしょに入会した。いざなぎ景気元年の昭和40年春のことだ。ワンゲル時代最初の写真は、「清掃day」。二の谷の出合い付近と山小屋、雲取山頂の集合写真もある。会員は総勢200人を超えたと思う。  私の行きたい山は、アルプスなどの有名な山ではなかった。1回生の夏合宿では尾瀬に行った。夕食後の散歩で、ニッコウキスゲの黄色い花咲く草原を歩いた。尾瀬の合宿では燧ガ岳にも登ったが、土砂降りの雨のなか、足元ばかり見て登り降りする山はつらかった。翌日の至仏山には登らなかったような気がする。

木木木木のののの枝枝枝枝でででで屋根屋根屋根屋根をををを葺葺葺葺いたいたいたいた「「「「我我我我がががが
家家家家」」」」    
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私の山は、郷里の幼少期を過ごした山のように、今でいう里山。冬前の柴刈りや、切り落とした雑木を大八車に乗せて帰る山。冬になれば、その木でひと冬の風呂や台所仕事をする。大八車に添っていると木の上でサルが鳴く身近な山であった。   60歳の今、私の楽しみは毎月、関西のワンゲル同期生から届く遊心山荘報告と、クラシック音楽(声楽)のリサイタルに行くことだろうか。遊心山荘とは、ワンゲル

同期生の持つ京都の奥にある別荘、そこに集まって、露天風呂やかまど、あずま屋をつくり、畑を作り、おじさんたちが遊んでいる。腰が痛くて力仕事が不向きな1人が広報委員長と称して、ユーモラスな報告と写真をメールで送ってくれる。それを読み、スポーツジムの温泉に行く。ささやかな楽しみが私にとってはうれしい。そして今年は、ワンゲル同期生会で新穂高温泉に行くという。地元の同期生を世話役に、集まる。私も、有名な穂高のある場所に行こうとしている。ロープウエーで行けるらしい。兄と私、兄の大学院入学で貧乏な学生生活を送ったが、スキー合宿にも行けない貧乏な学生生活があったからこそ、北山のほんのわずかな楽しみが一層楽しく、今も貧しさを楽しむ工夫をする。 人間とは遊ぶ存在であり、楽しむ存在であると書いたのは五木寛之だが、遊びに工夫を加えれば、なお、楽しいだろう。最高齢８3歳の人たちの低山会に入ったり、社会人山岳会に混じって大山の冬山パトロールにも行った。楽しみはどこにでもあるのだ。 
「「「「我我我我がががが家家家家」」」」のののの前前前前でででで撮影撮影撮影撮影したしたしたした若若若若きききき日日日日のののの筆者筆者筆者筆者（（（（右端右端右端右端））））    

 いわゆる追い出しコンパの写真である。この年、昭和38年の卒業生は、吉原、薩摩、米田さんや学士入学して理工学部土木科を、つまり、立命館大学を2回卒業した大野さんらの卒業追い出しコンパであった。しかし、この写真は、それだけに留まらない。RUWV山小屋建設に従事した当時の4回生から1回生までのオンパレード、全員が集合した記念の写真だといえる。自力で山小屋を建設した自信が顔に満ちあふれている。まさしく、何かのエネルギーがオーラのように輝いている。 
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「「「「青風童心青風童心青風童心青風童心」」」」……………………爽やかな風のような姿で、物事に動じず、童の心をもって森羅万象を観る。  出典は定かではないが、胸に沁みた。 齢六十三にして、なんと、素晴らしい言葉との出会いであったのだろう。 軽井沢生活を始めて、三年目を迎えた時、この言葉との出会いがあり、また、ご縁とは不思議なもので、一軒の別荘住宅（築三十年位の古民家）の提供を受ける事になった。 いかにも、「軽井沢」といった環境の中に、その平屋の建物がある。 私は、この住まいを「「「「童心庵童心庵童心庵童心庵」」」」と命名。 自然と親しみ、教えられたことの数々を思い出しながら、さらに、「「「「青風童心青風童心青風童心青風童心」」」」の気持をもって生活をしようと心に決めた次第。   昭和37年４月。熊本・天草から上洛して、立命館大学に入学。すぐに、ワンダーフォーゲル部（会）に籍をおくことにした。「部」といっても部室が在る訳でもなく、文学部の建物の最上階と階段踊り場が部室？“たまり場”だった。入学をして、早速の５月、花背スキー場にて、新人合宿があり、初めて「山小屋」の建設現場にも足を運んだ。  二の谷を沢づたいに歩き、木馬路を抜け、丸太の橋を通り、現場へ。 「ここに、我々の山小屋が建つのか」「先輩達も凄いことを考えるものだ！」が正直な感想ではあった。 貧乏学生であったゆえ、「山小屋・建設現場」にたどり着きさえすれば、“何か食い物にありつける……！”の思いもあり、鉄骨やセメント運びのボッカに精を出したものである。 春から夏へ。夏から秋へ。そして、12月。 待望の「山小屋完成式」を迎えた。諸先輩のご苦労を考えれば、私のボッカなど、何の足しにもならないが、「完成式」の夜に末席にいる幸せは最高の気分であった。 「これで、終りではなく、今からが立命ワンゲル・山小屋のスタートだ……！」と、多少、ろれつの回らな

くなった先輩の“檄”が飛んだ事を、今でも鮮烈に覚えている。祝宴のザワザワした中であったが、確かに耳に残っている。 この言葉こそが、営々と引き継がれ、そして、その時々に一人ひとりの胸に刻まれて、今日まで「山小屋」が見守ってくれた証なのであろう。  社会人となり、結婚をして子供が出来て、それでも「山小屋」は生活の一部であった。 三人の子供たちは、満一歳になるのを待って「山小屋」へ通ったものだ。 沢沿いにあるテーブルは、時には、子供の昼寝のベッドにもなったものだが、幼いながらも、自然と親しみ、泣き、笑い、遊びを覚えた原点は、他ならぬ「山小屋」だった。  学生時代。そして、社会人となって、“親父”になって……。 いつも、自然とともに遊べる喜びを感じたものである。今でいう「アウトドア・ライフ」の生活を目指したのも、すべては「北山の山小屋」からの出発にほかならない。  京都・高槻・滋賀・東京と生活の拠点を変えながらも40数年が経った。 零下15度にもなる軽井沢の冬は厳しい。 熊本・天草出身の私には「零下15度のＤＮＡ」は持ち合わせてはいないが、そこはそれ、立命ワンゲル魂とでもいうのか、意外な順応性で乗り越えている。 冬には冬の素晴らしさがあり、春には華やいだ空気が漂う。夏、木漏れ陽を抜ける風は“みどり色”。秋は静かさが覆いつくす。 四季を肌で、身体で感じることが出来るのは、やはり、「北山の山小屋」のお陰だとつくづく感じている。 良き仲間と出会い、良き先輩たちに教えてもらい、後輩と語らった「時」を思い出しつつ、我が「「「「童心童心童心童心庵庵庵庵」」」」での一杯も良いものである。 

木原純一郎 
    昭和昭和昭和昭和41414141年卒年卒年卒年卒    マイナスマイナスマイナスマイナス15151515度度度度のののの軽井沢軽井沢軽井沢軽井沢のののの冬冬冬冬のののの朝朝朝朝をををを    博物館博物館博物館博物館までまでまでまで出勤出勤出勤出勤するするするする筆者筆者筆者筆者    

 学校を卒業して、それぞれみんな違う道を歩んできた。人生一つひとつ違うのだ。ところが、青春を同じくしたものは何時まで経っても同じ所へ帰っていく。ワンダラーの帰巣本能は、まさに「山小屋」である。どこで、何をしていてもそれは変わらない。 
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新疆新疆新疆新疆ウイグルウイグルウイグルウイグル自治区自治区自治区自治区のののの    葡萄園葡萄園葡萄園葡萄園でのでのでのでの筆者筆者筆者筆者    
    還暦還暦還暦還暦をををを過過過過ぎたもののぎたもののぎたもののぎたものの、、、、筆者筆者筆者筆者はまだまだはまだまだはまだまだはまだまだ現役現役現役現役ののののワンダワンダワンダワンダラーラーラーラーであるであるであるである。。。。チベットチベットチベットチベット、、、、雲南雲南雲南雲南、、、、四川四川四川四川とととと中国中国中国中国のののの自然自然自然自然をををを漂漂漂漂っっっっているのだているのだているのだているのだ。。。。それはそれはそれはそれは、、、、北山北山北山北山やややや山小屋山小屋山小屋山小屋でででで放浪放浪放浪放浪ののののＤＮＡＤＮＡＤＮＡＤＮＡがががが組組組組みみみみ込込込込まれたせいだとまれたせいだとまれたせいだとまれたせいだと、、、、筆者筆者筆者筆者はははは述懐述懐述懐述懐しているしているしているしている。。。。    

松本 茂孝 昭和昭和昭和昭和44444444年卒年卒年卒年卒    ｢時雨に濡れた杉木立、梢の陰の赤い屋根、我が故郷の山小屋で…｣と言う山小屋の歌を唄わされたのはもう40年以上も前の話です。昭和40年の秋、ＲＵＷＶ創立10周年の記念式典で山小屋の歌を披露するとかで1回生が狩り出されたのです。確か当時4回生の小野先輩が作られた歌だと記憶しています。音痴の私はみんなの迷惑にならないよう小声で唄っていました。当時は入学したての１回生、紅顔の美少年も今は還暦を過ぎたタダのオッサンになってしまいました。 京都北山、山小屋をベースによく歩きました。「北山育ちの岳人」と言う言葉がありますが、私が山歩きを覚えたのもこの北山でした。 地図の読み方、雨の中の火付け、ポンチョを利用してのビバーク、みんな北山で覚えました。山小屋は友との語らいの場であると同時に私にとってはトレーニングの基地でもありました。山の費用捻出、山の装備を揃えるため、当時は衣笠の学生食堂でアルバイトをしていました。9時に仕事が終われば叡電に飛び乗り貴船まで、芹生から灰屋川の源流、そして二の谷へと夜の山道を毎週のように歩いていました。当時のヘッドランプはコード付、これがよく断線したのです。月明かりをたよりに歩きましたが、沢では何度転んだことか。 その後、社会人山岳会でカモシカ山行の訓練もしましたが、夜の山道が得意となったのもこのお陰です。今は中国に住んでいます。5年ほど前、日本に戻っていた時のことです。深川山友会という会で中高年の指導をしていました。 谷川岳の縦走、中間地点でメンバーの一人が足をくじき予定は大幅に遅れます。日は暮れ、雨に風、当然に月明かりはありません。深い熊笹に覆われた尾根道、サブリーダーは道が判らず、泣き出しそうな表情です。｢笹を見るな、根元を照らせ、必ず踏み跡が見つかるから｣と大声でサブリーダーに指示、夜の10時過ぎ、無事に山小屋にたどり着くことが出来ました。北山での経験が役立っています。 多い年には年間200日くらいの山行、単位を落としそうになりましたが、昭和44年、無事に4年で卒業です。入社した会社では人事総務を20年ほど、ひょんな

ことから中国事業の担当となりました。仕事は合弁企業の経営、瀋陽、広州、北京に住み、今は浙江省の金華(杭州から南に160キロメートル)というところに住んでいます。 中国に住んで11年と6か月、仕事もせずに旅と山と釣りに明け暮れているのは北山、山小屋で放浪のＤＮＡが組み込まれたせいですかねえ。 先輩が言っています。｢マルクス、ワンゲルで培われた精神、河原町デモの消化不良、これがお前の原点だ｣と。 漂雲、私は「漂 う雲」と読んでいます。「雲のさすらいにあてどは無いけれど 山にも川にも道があるように 俺達のさすらいには遠くて尊い道がある」。末川総長の言葉だと記憶していますが、還暦を過ぎた今でも雲のように漂い続け て い ます。 チベット、新疆ウイグル 自治区、内蒙古、雲 南、四 川、青海と中国にはさすらいにもってこいの場所がたくさんあります。ザックを担いでの一人旅、尊い道などある訳ないのですが、山と自然があればそれで充分です。 北京に住んでいた頃はよく万里の長城を歩きまし長城長城長城長城のののの見張見張見張見張りりりり台台台台でのでのでのでのテントテントテントテント泊泊泊泊    

雪化粧雪化粧雪化粧雪化粧したしたしたした、、、、冬冬冬冬のののの長城長城長城長城    
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た。北京の北辺には2,000メートル級の山並みが連なっています。この稜線に630キロメートルにもおよぶ長城が残っています。  観光地化されていない自然のままに残っている長城、草木が生い茂り、風化してゆく長城、凛とした静寂があります。急峻な稜線に築かれた長城、両手を使わなければ登れないほどの険しさです。よくこんな所にこれだけのものを作ったな、という驚きを感じます。 自然に溶け込み、悠久の時を伝える長城、稜線に沿ってどこまでも続く長城、その雄大さに浸りながら崩壊した城壁で見つけた一輪のアザミの花、「山をやっ

ていて良かったな」と思うひと時です。  長城には一定の距離で城楼というのがあります。2階建てになっていて下層は兵士の宿舎、上層は見張り台と戦闘台を兼ねています。日本の城で言えば櫓みたいなものです  ある時、この見張り台にテントを張って泊ったのです。幾人かは城楼の中で寝ました。ちょうど10数人が寝泊りできる広さです。長城守備の兵士は10数人が一組となり、この城楼で寝泊りしながら敵の襲撃に備えていたという話です。  長城の守備兵になれば給料は普通の兵士の倍、2年とか3年の任期なのですが、攻めて来なければ儲けもの、ひたすら任期中に襲来がないことを祈っていたそうです。日本の防人と同じ気持ちではなかったのでしょうか。  海外遠征、冬山、岩登りと色々なジャンルの山をやってきました。インドネシアのリンジャーニ、チベットの山々、氷河がある雲南の玉龍雪山、一人で歩いた新疆のゴビ砂漠、たくさんの自然に出会いましたが、やはり落ち着くのは深い緑と素敵な谷のある風景です。二の谷から山小屋の赤い屋根が見えた時にほっとする気持ち、あれと同じです。卒業後も毎年のようにテントを担いで行った京大の演習林、由良川の源流、今でも一番好きな自然です。ここに戻るのは北山で山歩きを覚えた山屋の原点かな、と感じています。 

                                    稜線稜線稜線稜線にににに沿沿沿沿ってどこまでもつづくってどこまでもつづくってどこまでもつづくってどこまでもつづく長城長城長城長城、、、、                                        手前手前手前手前はははは筆者筆者筆者筆者がががが所属所属所属所属するするするする燕京山燕京山燕京山燕京山のののの会会会会ののののメンバーメンバーメンバーメンバー    

25252525年前年前年前年前のののの山小舎内部山小舎内部山小舎内部山小舎内部。。。。後後後後でででで立立立立っているのがっているのがっているのがっているのが筆者筆者筆者筆者    
北野 仁志 昭和昭和昭和昭和58585858年卒年卒年卒年卒    

 ワンゲルに入って初めて小舎に入った日。それは新人歓迎コンパだった。上級生の優しい扱いが、やがて意図あるものに変わってゆく。心細げな新入生が、山小舎とともにたくましいワンダラーに変身していく、懐かしいあの頃が読者にもそこはかとなく伝わってくる。 サークルの新入生勧誘の看板が立並ぶ広小路キャンパス存心館前。 どのサークルに入ろうかと迷っていた私に声をかけてくださったのは、法学部４回生の中田さんであった。 ・「いい日、出発（でっぱつ）」と書かれたベタな立看板。 
・体育会でも同好会でもなく、校舎の屋上踊場がボックスという学内での位置づけ。 ・ＯＧ故高野悦子さんの存在。（「二十歳の原点」が文庫版化され、学生運動の残り香が微かに漂うキャンパスにおいて高野悦子さんは伝説のヒロインであった） ・そして何よりも、あの貴船の北方、雲取山に山
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小舎があること。 そのような説明を受けた瞬間、私の心はワンゲルへと傾いたのであった。  さて、ゴールデンウィークを丸々潰した新人合宿の翌週末、山小舎新歓コンパが催されることになり、待ちに待った初入舎が実現することとなった。 昼過ぎに出町集合。 今はなき「出町厚生会」ですき焼の具材を購入。伏見の銘酒「明けごころ２級」を寝袋で大切に包み、勇んで叡電に乗り込んだ。  貴船口下車。 私の所属する庶務渉外Ｂの先輩、荻野さんが駅で買ってくださった「橡餅」を頬張り、山小舎までの３ピッチがはじまる。  ベンツが行き交う涼しげな貴船の料亭街を通過する時点では、皆はじめて訪れる山小舎に思いを馳せてバンバン歩いていたが、２ピッチ目の芹生峠に向かう途中のお地蔵さんあたりから息が上がりはじめ、二の谷を遡上する頃は無言となり、最後は、意地悪な先輩達から当時山小舎の手前にあったプレハブ小屋を山小舎だと騙され、キレながらも何とか到着、山小舎との初対面と相成った。 

しかしながら、杉木立の中、ひっそりと佇む山小舎は、何とも言えない伝統の香りを醸し出しており、ひどく印象的であった。    ２回生がつくってくださった（新歓ということで待遇がいい？）すき焼を力いっぱい！お腹に入れると、いよいよ新歓コンパのはじまりである。  ここで「腹いっぱいのすき焼と大切な明けごころ」の意味を理解することになるのであるが、最初に生協食器が用意され、そこに日本酒が並々と注がれて乾杯が行われるのである。 続いて、新人が一人ずつ自己紹介を行い、２杯目を飲み干す。３杯目は新人対抗早飲み競争。そして勝者は祝杯、敗者は罰としての４杯目へと突入していく。 当時の生協食器をご存知であれば「並々４杯の酒量」について想像に難くないと思うが、腹いっ

ぱいのすき焼が緩衝となったのか、事故に繋がることはなかった。  その間、30～40分程度で、新人達は酩酊状態となり、北山の自然にすき焼とアルコールと稀にアンモニアの混ざった肥料を撒き散らしたり、意味不明の言葉を発しながら暴走したりで、しばらく喧騒の時間が続くこととなる。  新人の介抱は２回生の重要な仕事であるが、新人がようやく寝静まり２回生が何とか着席できる状態になれば、第二部のはじまりとなる。 この後は、２回生以降の記憶にもとづくことになるが、当時はブロックの対抗意識が強く、なかでも装備ブロックと庶務渉外ブロックはクラブ内の立同関係。 片方が「エリート装備」とのたまうと、すかさず「クラブの柱は庶務渉外」と切り返す、ブロックソング対決（装備は鉄腕アトム、庶務渉外はエイトマンの替歌）はコンパ恒例となっていた。  続いて、富山さん直伝の「日立節」、塚越さんの「大好き様」、吉村さんの「ステップｔｏザ装備」などが演技とともに披露され、時折天井板間から降り注ぐゲロのシャワーを避けながら、春歌や山の歌、アニメソングに艶歌を交え、延々と宴が続くのであった。 そして宴もたけなわ、寝ているものをたたき起こし、校歌、応援歌、寮歌、エールでクライマックスを迎えることとなる。  今でも、立命スポーツのエール交歓などに望むと心が熱くなるのは、ワンゲル時代、合宿で、コンパで、京都駅で、熱唱した思い出が染着いているからであろう。 それにしても、よく食べ、飲み、大声で歌い、語り合ったものだと思う。  新歓コンパの後、夏・秋のワーク、ＰＷ、回生合宿・コンパ、合ワンなどで度々山小舎を訪れることになるが、奈良女子大学との合同ワンデリングでは、いくつかのカップルが誕生し、渡辺君と奈良女の岡野さんのお二人におかれては、我ら同期の結婚第１号となるなど山小舎は仲人役としても大きな役割を果たしていた。  数年前、会員がゼロとなり、ワンゲルの存続が危ぶまれた時は、故郷がなくなる思いで心を痛めたものであるが、「ワンダーフォーゲル同好会」として復活し、後輩達が元気に活動している今こそ、我々ＯＢは一肌も二肌も脱がなければならないと考えている。  多くの人々の想い出を刻んできた「伝統の香り」を後世に引き継ぐためにも！ （文中の「山小舎」は、筆者の希望によりそのまま表記した） 

入口入口入口入口のののの庇庇庇庇、、、、増設増設増設増設されたされたされたされた薪置薪置薪置薪置きききき場場場場。。。。改修前改修前改修前改修前のののの姿姿姿姿がよくがよくがよくがよくわかるわかるわかるわかる山小舎山小舎山小舎山小舎    
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 山小屋はただ、貴船、花背から入るだけのものではない。こんなルートで入ることもできるのだ。ちょっと行ってみたくなる春先のドライブ。 いかにもいかにもいかにもいかにも年月年月年月年月をををを経経経経てきたとてきたとてきたとてきたと思思思思わせるわせるわせるわせる桜桜桜桜のののの古木古木古木古木・・・・常照皇寺庭園常照皇寺庭園常照皇寺庭園常照皇寺庭園のののの「「「「九重九重九重九重のののの桜桜桜桜」」」」    鈴木 正博 昭和昭和昭和昭和39393939年卒年卒年卒年卒     1996年4月20日の土曜日。早朝友人二人とドライブに出かけた。桜見物をしながらの贅沢な山小屋へのルートだ。  京都の西、嵯峨野嵐山の保津川は、上流の亀岡より先を大堰川と呼んでいる。大堰川は愛宕山の西側を大きく迂回するが、東に流れる支流の清滝川は、京都の洛西、紅葉で名高い高雄、槙の尾、栂の尾などがある。  まず手前の高雄で下車、神護寺の山門をくぐった。奥の金堂まで登ってみたが、ボタン桜はまだ二分咲き、山門すぐ右手前の枝垂桜は五分咲きだった。  神護寺を出て下っている時左側奥、北東の槙の尾の西側の壁一面に野生の躑躅が咲いていた。うっすらとピンクの霞がかかったようで、見事だった。4、5人のカメラマンが道路から谷越えにアングルをとりファインダーをのぞいていた。槙の尾の西明寺の山門の両脇には沈丁花が咲き匂ってわれわれを迎えてくれた。この西明寺を下って清滝川の橋を渡ると、目の前に料理旅館が現れ、そこの枝垂れ桜は見事に咲いていた。栂の尾の高山寺では、鳥羽僧正の鳥獣戯画を見学し、そこから下る途中北山時雨に出会った。  さらに車で北上すると北山資料館に着く。ここの北山グリーンガーデンの奥庭は例年5月上旬になるとボタン桜が
満開になる。この日は前裁の築山に植えてある白梅は満開だったが、石楠花や20本近くあるボタン桜は蕾さえも目にすることはできなかった。そこで川端康成の小説「古都」の舞台となった北山杉の里にちなんで、二人姉妹のブロンズ像の前で記念写真を撮り、資料館では北山杉の歴史などを勉強した。  そこから周山街道に出て、栗尾峠を下ると京北町、府道477号線と分かれて常照皇寺の参道を登る。境内の九重の桜は少し桃色がのぞきかけた程度、当然ボタン桜や石楠花は蕾もふくらんでいない。  井戸から下黒田はもう苗代の準備を始めており、のどかな田園風景の一本道だ。これをさらに東進すると、道路脇に黒田の百年桜が現れる。やや濃い目のピンクで、大阪造幣局の通り抜けにも3本提供したほどの優れものである。一見の価値あり。  上黒田からは灰屋川沿いに南下するが、この山道は狭く、車のすれ違いができないところもある。雪の重みで電線が道路に垂れ下がっている。貴船方面に折れ曲がった林道を詰めると、芹生の里の手前に突然桜の木が10本ほど、庭に植えた民家が川向こうに出現する。ここが葛木である。例年ゴールデンウイーク頃に桜が満開になるが、この日はまったく咲いている気配がない。芹生分教場跡を抜けて三の谷へ車で向かったが、勢龍神社の先、別荘風民家の前で女性が道路の雪をかいていた。この

2006200620062006年年年年4444月月月月30303030日日日日のののの葛木葛木葛木葛木（（（（手前手前手前手前がががが筆者筆者筆者筆者））））    

北山北山北山北山グリーンガーデングリーンガーデングリーンガーデングリーンガーデン奥奥奥奥ののののボタンボタンボタンボタン桜桜桜桜（（（（2006200620062006年年年年4444月月月月30303030日日日日） ） ） ）     
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雪を乗り越えて先に進むが、次は杉の倒木が道をふさいでいた。これを取り除き、さらに進むがまたまた杉の倒木、これはバッサリ折れて道 をふさ い で いる。そ の 先 も、崖崩れで土石と残雪が行く 手 を阻む。  仕方がないので車を置いて徒歩で山小屋に向かった。花をめぐ

りながらの山小屋行ではあったが、昔のボッカ道は矢張り徒歩を強いられた。  二の谷の出合いから霰が本格的に降り出した。炭焼釜跡地、昔のテント場を通り過ぎたところで、突然オスの雉がバタバタと飛び立った。樹林には残雪がべったり残っており、径に落ちた杉の枝が歩行を妨げた。しかし杉の木の根元は周囲に根あけ現象が見られたので、春の気配は感じられた。山小屋は床板、梯子などが新しい板木に代わっていた。  帰路は貴船神社、二軒茶屋、京産大を過ぎ、ゴルフ場の満開の桜を車中観光して上賀茂神社に到着、流鏑馬をする芝生に座り、いまや盛りの紅白の枝垂れ桜の下で喉を潤した。芝生の上には花弁がほとんど見られない旬の開花期に居合わせた幸せ。神前結婚の二組を眺めながら、山小屋にも寄れたし、最高のお花見ドライブを楽しむことができた。このルートを大事に、何時までも続けられることを願っている。 川端康成川端康成川端康成川端康成のののの「「「「古都古都古都古都」」」」のののの舞台舞台舞台舞台となっとなっとなっとなったたたた北山杉北山杉北山杉北山杉のののの里里里里。。。。二人姉妹二人姉妹二人姉妹二人姉妹ののののブロンブロンブロンブロンズズズズ像像像像があるがあるがあるがある    
緑豊緑豊緑豊緑豊かなかなかなかな北山北山北山北山のなかでのなかでのなかでのなかで、、、、寛寛寛寛ぐぐぐぐ最最最最

近近近近のののの筆者筆者筆者筆者     初めて山小屋へ行った日、40年ばかり前のこと、筆者は登山家になった。激しい雨、増水する沢の徒渉、厳しい自然に遭遇して、人は大きくなっていくのだ。そのころへのノスタルジーが文中にあふれている。 
泰山 正博 昭和昭和昭和昭和44444444年卒年卒年卒年卒    

 2007年3月30日午前5時（年をとると早起きになります）、急に雨が降り出し風が吹き雷も鳴り出しました。まだ夜明け前ですが大音響とともに光った瞬間、自分の影が部屋の隅に大写しになって恐ろしいです。トイレのドアがカタカタ鳴ります。窓に額をくっつけて外を覗くと街灯に照らされた水が波を打って走っています。   40年前初めて山小屋を訪問した時もこんな突然の嵐に歓迎されました。今出川の小さなスーパーで粉末ジュースとコッペパンとラーメンを買って、出町柳10：00発広河原行きのバスに乗りますが乗客はほとんど全員がハイカーで満員です。現在も10：00発広河原行きは健在ですが、いつも2、3人の乗客です。 

鞍馬を越えると人家はありません。バスは花背峠をあえぎながら上ります。上りきったところで小休止（エンジンを休めるため）、僕たちのメンバーは4人だったと思いますが、大阪出身の僕、京都、東北、九州出身のメンバーで、このときには立命館は全国区だなあと誇らしく思いました。言葉は僕だけが標準語で、あとは変な京都弁と、地方なまりの強い仲間でした。 僕はハイキング用のキャラバンシューズに毛糸の靴下、バッジのいっぱいくっついたチロリアンハット。九州の友達は学生服に白のズック靴（今風に言えばスニーカー）、学生服のボタンは出身校の校章が入っています。立命館の金ボタンは高いのでそのうちに付け替えるといってましたが、3回生までそのままでした。東北の友人は長髪でビートルズのようにカッコいい青年でした。花背農協前まで立ったままです。   学校の前から花背スキー場跡（40年前すでに雪不足で閉鎖していました）を左に見て杉木立の間をどんどん上ると30分ほどで寺山峠、水飲み用の
出町柳発出町柳発出町柳発出町柳発のののの京都京都京都京都バスバスバスバス。。。。デザデザデザデザインインインインはははは今今今今もももも変変変変わらないわらないわらないわらない    
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金属のコップが下っています。雨模様で湿気が多いのか、のどの渇きは無いのですがせっかくだから一口飲むととてもおいしい、本当の水の味がし

ました。この当時の大阪の水はひどいもので薬のにおいがしていました。 峠から少し下って、一の谷に出合った瞬間、一陣の風が吹いて杉木立の足元に広がる羊歯の葉が真っ白な裏を見せたとたん、雷鳴とともに大粒の雨。合羽も傘も役に立たない横からの雨です。濡れるに任せて一生懸命歩きます。先輩たちの労作でしょうか、ぬかるみのところには倒木を二、三本並べてありますが、今は役に立ちません。ただひたすら足元を見つめて歩きました。ようやく谷との出合い、――「三の谷」です。いつの間にか「二の谷」は通り過ぎていました。二の谷は意識的に橋もかけない、道標も立てないそうでした。 二の谷への進入路は水かさが増し岩伝いに渡れません。やけくそにジャブジャブ腰下まで浸って渉りました。よく流されなかったものです。   濡れついでに雨風の中を泳ぐように歩きました。もうこれ以上濡れることは無い、やけくそです。どれが沢か道かわかりません。左に朽ち果てた炭焼小屋を見つけもう少しだと安心しました。コケに足をとられながらも右に左に跳ねながら一時間あまりもかかったでしょうか、視線を足元から前方に移したとき赤い屋根を見つけました。  小屋の中は真っ暗で何も見えません。土間に薪 

ストーブらしきものと黒ずんだやかんが見えます。とりあえず「着替え」といっても何も持っていません、全部脱いで、もちろんパンツもびしょびしょです。雑巾のように絞るとたっぷり水が滴り落ちました。絞ったタオルで体を拭いて、もう一度濡れた衣服に手を通すのですが、あまり気持ちのいいものではありません。先輩から聞いた通り体温で乾かします。 もうベテランの登山家気分です。じたばた騒がずにそっとタバコに火をつける。ふっと吐き出す煙に大人の香りがします……。残念ながら四人ともタバコはたしなみません。でも気付け薬にとサントリーレッドを一口、のどが焼け付くようです。嵐で外の竈は使えないのでストーブに火を入れることにしました。  古新聞を突っ込み薪を突っ込んでマッチをするのですが新聞とマッチだけが燃えてなかなか着火しません。ようやく目がなれてきた小屋の中は煙で充満、外で空気を吸って息を詰めてうちわであおぐ、の繰り返し。一時間あまり悪戦苦闘、何とかお湯を沸かしてチキンラーメンの夕食。チキンラーメン一個35円。屋台のラーメンが50円でしたので結構高価でした。 二階の屋根裏部屋は暗くて恐ろしいので、一階の隅にアメ中のシュラフ（アメリカ軍の中古で死体を入れて運んだと聞かされました）に包まって寝ます。でこぼこでじけっとして気持ちよくはありませんが朝までぐっすり! 今は快適な枕と快適な布団に包まって寝ますが、それでもよく寝付けません（年はとりたくないですね）。朝シュラフから抜け出すと体中に鳥の羽（羽毛ではありません）がくっついていました。  雨はすっかり上がっています。小屋の左から便所の横を40分ほど登れば雲取山（911メートル）です。三等三角点がありますが灌木に覆われ見通しはあまりよくありません。一晩で大きく成長した登山家四人は元の元気な声を出して三の谷から芹生に向います。  芹生の村は今は2、3軒の料亭があるばかりです。こんな山奥の不便な、しかも高そうなお店、どんな人が利用するのでしょうか？ 誰かのおごりで一度行って見たいものです。学生時分は貴船の料亭の前を通るごとに、そのうちにこんなところで同窓会をしようなと話し合ったものです。話がそれました。三の谷から芹生谷に出てまず目に入る古ぼけた鳥居と小さな広場、「菅原伝授手習鑑」のモデル『寺子屋』跡です。藤原氏と菅原道真の葛藤、死んでなお怨み続ける、怨霊となってたたる、それを静めようと天神さんに祀り上げる。歌舞伎、浄瑠璃、日本文化の根本のような遺跡があったにもかかわらずただ弁当広場として利用しただけです。   しばし40年前の懐かしの山小屋行きにタイムスリップしてみました。 

写真上写真上写真上写真上はははは峠峠峠峠へのへのへのへの入口入口入口入口にあったにあったにあったにあった中学校中学校中学校中学校、、、、現在現在現在現在はははは小中一貫校小中一貫校小中一貫校小中一貫校にににに、、、、同下同下同下同下、、、、夜中酒夜中酒夜中酒夜中酒をををを買買買買いにいにいにいに走走走走ったったったった農協農協農協農協はははは郵便局郵便局郵便局郵便局にににに    
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野田君宅野田君宅野田君宅野田君宅のののの前前前前でででで打打打打ちちちち合合合合わせわせわせわせ、、、、中央中央中央中央
がががが野田君野田君野田君野田君、、、、右右右右にににに奥村君奥村君奥村君奥村君、、、、左左左左にににに向来向来向来向来

君君君君    「ボン」と呼ばれ、だれからも愛された野田氏は、人一倍自分に厳しい行動をとってきた。ＰＷでは単独行の鬼であり、ボッカではだれよりも担いだ。いま、遺された者は、毎年彼を偲んで、山小屋詣でをしている。この15年間、1度も欠かしたことが無いのも、両者の間に作られた太い絆によるものだ。 
鈴木 正博 昭和昭和昭和昭和39393939年卒年卒年卒年卒    

RUWVでの活躍状況  同級生の野田明夫君は府立山城高校から現役で入学してきた。西陣の糸屋のぼんぼんと言うことから「ボン」と呼ばれるようになった。純なところがあり、浪人して入学してきた同級生や1年先輩とＰＷ（パーワン）に同行するうちに、人間性において「同級生、先輩の人物ができている」のに比べて、自分がいかに未熟であるかと自分を追い詰め、過酷なことを買って出たり、ＰＷの頻度を増した。また、1年先輩が色々教えてくれるが、自分が後輩を指導する時にそれらができるのかと自問し、単独行も計画して、体力・技能を高めるため、ＷＶべったりの学生生活を送っていた。そのようなＲＵＷＶ内での位置付けにあって、山小屋建設がスタートし、３回生の中心メンバーとして、かつ、自宅が西陣であることから、山小屋建設作業に加わる回数が飛びぬけて多かった。  あるときセメントの追加購入や食糧品・雑品の購入で、芹生の前田さんのトラックを出してもらい、京都市内に出かけた奥村、向来君と私は、当時連絡場所となっていた西陣の野田君の家に立ち寄り、立ち話で打ち合わせしている写真がある。  また何でも快く引き受けてくれる彼には大変世話になった。完成式の前日、昭和37年12月8日は不戦の集いが行われていたが、本校の校門左横、藤棚の下でブリキ製の簡易ストーブと煙突を、最後のボッカ隊リーダーとして山小屋へ担ぎ上げてもらった。この後私は、末川総長の自宅で奥さんから揮毫を受け取り、オオトリのボッカ隊として、鞍馬駅から夜のバス道を担ぎ上げた。 
90年7月、悲報に接して  1990年平成2年7月30日（月）9時12分、西陣の同級生、国定宏司さんから私の職場に同日付の京都新聞1枚がFax送信されてきた。新聞には、29日午後4時半頃 撚糸業野田明夫さんが

由良海水浴場で遊泳中におぼれているのを近くにいた友人が助けて、人工呼吸したが間もなく死亡したという内容であった。葬儀の日取りは後日お知らせしますと通知してきてくれ、即刻同級生10人余に連絡した。この国定君については、児玉君と一緒に、第一次同級生名簿の整理作業を手伝ってくれた。それは前年の秋、つまり、平成元年10月15日付で発送した名簿である。国定君は奥村君の1年下で、野田君の1年上であった。現役中のワンゲル活動には余り参加しなかったが、西陣にもう一人同級生がいることが判り、野田君が彼と連絡をとることになった。平成2年8月19日一緒に山小屋に行く約束をしていた間柄である。国定君は山小屋建設の始めの頃のボッカには参加していたが、山小屋が完成したことまでは知らなかったと言っている旨を、ボンが平成元年10月26日投函の手紙で私に報告してきてくれている。一方の、国定君も平成元年11月3日付の手紙でボンから「もしや貴方は39年卒のＲＵＷＶの人ではないか？」で始まり、４、５通の手紙の交換をしていると言ってきてくれた。結果的に、この二人の山小屋行きの約束は実現しないままになっている。 
お墓参りと山小屋詣で  その後今日まで、このボンの平成2年の通夜・葬儀に参列した39年卒業および前後の回生の有志10人余は、みんな卒業して25、6年目を迎えており、50歳前後の企業における中堅どころの戦士であって、日々忙しくしていたが、人生を振り返る年齢と言うのか、毎年お墓参りを続けるようになった。  そしてそれは、一種パターン化して、9月の第一土曜日の午後3時、京阪電車の五条駅の改札口に集合して、清水坂の大谷廟にお参りし、その後清水寺に登り、境内に入った直ぐの茶店で串焼きだんごにビールを飲み、下って祇園湯、ここが閉店してからは団栗温泉で汗を流し、祇園乙部の「金なべ」で偲ぶ会をし、二次会は河原町蛸薬師東入るの「邯鄲」でカラオ



ケ、校歌、応援歌、寮歌をがなり、団結を確認して「金なべ」に戻って仮眠。日曜日早朝、祇園甲部の喫茶店でモーニングを食べ、出町柳の

地下通路で弁当、ビールを購入して、7時50分発の広河原行き京都バスに飛び乗り、寺山峠、

二の谷コースで山小屋入りし、帰路は芹生峠から貴船にくだり、山小屋建設時代は羨ましそうに素通りしていた貴船神社横の「喜らく」で風呂に入り、川床で再度私たちの絆を確認して乾杯し、帰宅の途につくのがつねである。  ボンが亡くなって16年が経過し、15回のお墓参りを続けてきたことになる。数人居た同級生の京都人もみんな出払い、京都市内での会合よりも、39年卒の有志10人前後は現在大阪市内難波の近くで年2、3回の会合をもっている。リタイヤして第二、第三の人生を始めていること、山小屋完成から45年が経過した今日、年齢や時代にあった山小屋ＰＷを企画しても良いのではないかと話し合っている。「ボン」が西陣で生きていたら、もっと変わった山小屋入りがあったのかもしれない。  彼の冥福を祈る。 野田野田野田野田君君君君のののの命命命命日日日日にににに大谷廟大谷廟大谷廟大谷廟におにおにおにお参参参参りしてりしてりしてりして、、、、そのあとそのあとそのあとそのあと祇祇祇祇園園園園「「「「金金金金ななななべべべべ」」」」でででで、、、、有志有志有志有志がががが彼彼彼彼をををを偲偲偲偲ぶぶぶぶのがのがのがのが毎毎毎毎年年年年のことだのことだのことだのことだ    
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